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　たまに私は気まぐれで魔法統括協会のお仕事を手伝うことがあります。

　魔法統括協会といえばサヤさんをはじめとする魔法使いの方々が所属する組織。魔法にまつわるアレコレのお仕事を請け負う組織です。

　この組織は魔法に関する問題を多岐たきにわたって手広く募集しているせいか、万年人手不足のきらいがあります。

　私がその日訪れた国の魔法統括協会支部も例によって仕事に追われる日々を送っておりました。

『魔法にまつわるお困こまりごと募集！』

　と書かれた紙の横には、

『問題ごとを解決できる魔法使いさん募集！』の文字が並べられていました。

　問題と解決できる人を同時に募集するというそこそこ矛盾むじゅんしている張り紙二つ。募集をやめればひとまず人手不足は解消しようものなのに、それすら気づかないほど多忙たぼうを極めているのでしょう。

　ところで。

　こんな時にヘルプとして入ると結構な報酬ほうしゅうを弾んでくれたりするものです。

　というわけで。

「──いやあ本当に人手不足で死ぬほど困っていたんですよ！　ありがとうございます魔女さん！　あなたは我々の救世主きゅうせいしゅです！」

「えへへ」

　とある国の魔法統括協会の支部にて。

　褒ほめられてへらへら笑う魔女がそこにはおりました。

　それは誰か。

　そう、私です。




　というわけで早速さっそくお仕事をしてまいりましょう。

　魔法統括協会の職員の方が、「我が国の魔法統括協会の活動は少々特殊でして……」とお話ししてくれました。曰いわく、この国では少し前に、周辺の国からの魔法に関するお悩み相談を受け付ける部署を立ち上げたのだそうです。

　さすがは魔法にまつわることなら何でもこなす組織。

「ちなみにこちらが最近届いた投書とうしょの数々です」

　げっそりとした職員さんによって私の前に投書の数々がずざざざざざ、と雪崩なだれのように舞い降りました。

　わあー。

「帰っていいですか」

「駄目だめです」


　…………。



　逃げ道を早々そうそうに塞ふさがれた私は結局普通にお仕事をこなすこととなったのでした。





○






　曰く、この国における魔法統括協会の特殊な活動というのは、投書一つひとつに綴つづられた人々の悩みに真摯しんしに向き合うことなのだそうな。

　この少し変わった職業は、投書係と呼ばれているそうです。

　仕事にとりかかってすぐに私はこの仕事の大変さを理解しました。

　数が尋常じんじょうではないのも大変さの理由の一つではあるのですけれども。

「……何これ」

　それ以前に内容が内容なだけに私は幾度いくどとなく頭を抱えることとなりました。それではここで私が一日で遭遇そうぐうした投書の数々と私の回答をご覧らんに入れることとしましょう。

「──最近付き合い始めた彼のファッションが奇抜きばつすぎて困っています。どうしましょう」

　あなたも奇抜なファッションに染まってみてはいかがでしょうか。

「──私の年収は同年代の平均所得しょとくの倍近くあるのだが、いい人に巡り合えない。一体何が問題なのだろうか」

　年収以外の全要素が軒並のきなみ平均未満だからじゃないですか。

「──四十六という数字が朧おぼろげながらに頭に浮かんできました。頭に浮かんできたということはつまり、数字が頭に浮かんだということなのですが、これは一体何の数字なのでしょうか」

　知りません。

　などなど。

　本来、魔法統括協会といえば魔法にまつわる物事しか扱あつかわないはずだというのに、送り届けられる投書たちの大半が魔法など何の関係もないお便りの数々だったのです。

　恐おそらくは投書の内容に何の制限もかけていないせいでしょう。どうやらどなたもとりあえずお悩みを投げればいいと思っておられるご様子。

　とりあえずうんざりしながらも私はまったく減る気配のない山の前でちまちまと投書一つひとつに返信を書いていきました。

「ふふ……いかが？　イレイナさん。お仕事、捗はかどってる？」

　魔法統括協会の職員さんがお仕事中の私の肩かたに触れます。

　私は「どこ行くの？」と記載された投書に「少し、遠くまで」と返信を書きつつ顔を上げました。

「捗っているように見えますか？」

　私の目の前には相変わらず投書の山。

　いやはやまったく減っておりません。というよりなんだか増えているような気すらしてきましたね。

「ごめんなさいねぇ、また増えちゃって……」

　ずざざざざ、と私の前に雪崩再び。

　増えているような気がした、というか普通に増えていますね。何をする。

　私はじとりと職員さんを見つめましたが、

「うちに届く投書、以前から全然減らないのよねぇ……」

　ため息をつく職員さん。しかしながら同時に私の肩に手を置いて励はげましてもくれました。「正直いってね、イレイナさんはまだマシなほうよ？　だってまだ固定ファンがいないでしょ？」

　固定ファン、とは……？

　投書とあまり縁えんのなさそうな単語に首を傾かしげる私。

　職員さんは言います。

「実はこの国の投書システムは少し変わっていてね……相談相手を指定することができるのよ」

　この国の魔法統括協会の支部で働く職員たちはいずれもお悩み相談のエキスパート。ありとあらゆる人の悩みに向き合い、親身になって解決まで導いた実績があるのだそうです。

　そんな活動を続けること数十年。

　いつの間にやらいかなる相談でも、どんな国からでも受け入れるようになり、そしてこのような惨状さんじょうになったのだとか。


　…………。



　いやいやいや。

「普通に断ればいいのでは……？」

「悩んでいる人を放っておけなくて……。それに、この投書ってたまにチップが入ってたりするし……」

「完全に金に目がくらんでるじゃないですか」

「ちなみに人気の投書係になればなるほど固定客が増えるし、高額のチップが貰もらえるというシステムよ」

「真っ黒ですねこの投書の運営」

「イレイナさんも頑張がんばってね。人気の投書係はみんな面白おもしろいキャラ付けで固定客を摑つかんでいるから、イレイナさんも参考にしてみて」

　ちなみに私の目の前の職員さんは包容力のあるお悩み相談お姉さんというキャラ付けで営業しているそうです。

　参考までに私の目の前の彼女は横幅が私の倍ほどあるわがままが過ぎる体型の持ち主です。確かに包容力といえば包容力ですね。噓うそは言っていません。彼女を指定して投書をしている方々が想像している姿とは大分かけ離れているような気もしなくはありませんが。

「ちなみに固定客がついてくると、名前や性格を一人ひとり覚えてあげないと拗すねちゃうから気を付けてね……」

　私、この仕事始めてからストレスで体重が減っちゃったよー、と嘆なげきながらドーナツをもしゃもしゃと食しました。幸せそうですね。

「……要するに固定客がついてしまうと面倒くさい、ということですか……」

　包容力のある職員さんは頷うなずきます。

「そうねー。まあ、イレイナさんはヘルプで入っただけだし、固定客がたくさんつきすぎないように、軽めに仕事請け負ったほうがいいと思うわよ」

「なるほど」

「ドーナツいる？」

「ありがとうございます」

　私はそれから栄養補給をしたのちに、彼女の忠告に沿うかたちで投書への返信を書くことにしました。




　ところで。

　ご親切にもドーナツを恵めぐんでくれた包容力溢あふれる投書係さんは、私に魔法の言葉を一つ教えてくれました。

　曰く、それはこの近辺の国に伝わる禁忌きんきの言葉。

　最大級の侮辱ぶじょくと、拒絶きょぜつの意味を持つ言葉であり、そして同時に、この言葉を放った瞬間に敵対する恐ろしい言葉であるそうです。

　まさに私の現状にはうってつけの言葉ではないでしょうか。

　私は山から投書を取り出し、読み上げます。

「──最近、俺の顔が格好かっこうよすぎて困っています。このままだと同じ学校の女の子が全員俺に惚ほれてしまう予感がします。そうなったら女の子同士の仲が険悪けんあくになること請け合い。俺は一体どうすればいいのでしょうか」

　なるほど？

　まさしく魔法の言葉の出番ですね。

　私は意気いき揚々ようようとペンをとり、たった一言綴り、そして声に出しました。

「ふぁっきゅー」





○






　その言葉が一体どのような意味を持つ言葉なのかはよく分かりませんが、とりあえず侮辱の意味で通っていることは間違いないようでした。

　私がそのような投書を送るようになってから、「失礼だぞ！」「謝れ！」「傷つきました。もう二度と投書しない！」と苦情の投書がちらほらと届くようになりましたから。

　この調子でいけば投書が減ることは間違いありませんね！


「…………」



　などと意気込んでいたのですが。

　現実はいつだって予想だにしない方向へと転がるものです。

　不思議なことに、どういうわけか日を追うごとに投書係として私を指定する投書が増えていきました。おまけにチップを包んだ投書まで届く始末しまつ。

　なんと批判ひはんを優に超えるほどの固定客が出来上がってしまったのです。結果、私の目の前には投書の塔とうがそびえるまでになりました。

「……なんで？」

　戦々せんせん恐々きょうきょうとする私。

　そんな私の肩を、包容力溢れる投書係さんはぽん、と叩たたきながら、「固定客、できちゃったわね……」と遠い目をするのでした。

　曰く、「こんな雑な投書係は見たことがない」「逆に面白い」「一周回ってこれはアリ」「罵倒ばとうされたい」という稀有けうな嗜好しこうの人々に、私の雑な反応が突き刺さってしまったようです。

　包容力のある投書係さんは、想定とは逆方向に突っ走ってしまった私が迎えた末路まつろ──塔を見上げながら言いました。


「まあ、その……そのうち飽あきられると思うから、それまで一緒に頑張りましょ……？」




「…………」



　私は静かに答えました。

　ふぁっきゅー。
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　ごろごろごろ……ぴしゃーん！

　窓の外で雷鳴らいめいが轟とどろきました。おおなんと風情ふぜいのない直接的な表現でしょう。ひょっとしたらわたしは少々冷静ではないのかもしれませんね。

「アヴィリア、はやく拭ふかないと風邪かぜひくわよ」

　お姉ちゃんに呼びかけられて振り返ると、ふわふわのタオルをぽん、と手渡されました。わたしは「ありがとうございます」とお礼を言いつつ再び窓の外へと視線を送ります。

　わたしの翡翠ひすい色の瞳ひとみが反射している窓。その向こうでは絶え間ない雨が降り注ぎ、そして空腹くうふく時のお腹なかのようにごろごろごろごろと雷鳴が夜の中で唸うなっています。再び風情のない表現をしてしまいましたね。でもこれは仕方ないことなのです。

「ひええ……」

　なぜならわたしは今、とっても雷かみなりに怯おびえているのですから！

「怖こわいなら見なきゃいいのに……」

　呆あきれながら白い髪かみを拭くお姉ちゃん。「でもよかったわね。あのまま外にいたら、雷の中ずーっとほうきで飛び続けなきゃいけなかったわけだし」

　宿屋があって助かったわ──とため息をつきながら、雨水に濡ぬれて重くなった服を脱ぬぐお姉ちゃん。

　新たな故郷こきょうを探すわたしとお姉ちゃんの旅路たびじに文字通りの意味で暗雲あんうんが立ち込めたのは、ついさっき、本日の夕方頃のことです。

「なんか天気悪いのです」「ねー」と二人してほうきに並んでいた時のことでした。広げた地図の真ん中にぽつりと雨粒。天を仰あおげば鉛空なまりぞら。それからまるで示し合わせたように一斉いっせいに雨が降り注いできたのです。

　わたしたちはあわあわと慌あわてながら雨宿りできる場所を探しました。丁度ちょうどその時見えたのがこの館。森の中にぽつりと立った古びた宿屋でした。

　雨を凌しのぐことができれば何でもいいやとわたしたちはすぐさまこの宿屋の扉を叩たたき、

「急な雨に見舞みまわれてさぞ大変だったでしょう。さあどうぞ。最高級のお部屋をご用意しますわ」

　と、わたしたちの惨状さんじょうを目まの当あたりにして、一瞬ですべてを悟さとったホスピタリティ溢あふれる受付さんに最上階の鍵かぎを手渡されました。

　ちなみに最上階は一部屋しかないようです。もはやこの時点で想像を絶するリッチな空間が広がっていることは間違いないと期待に胸むねが膨ふくらんでしまうのですが、しかしちょっと待ってください。冷静になりましょう。

　さすがに最上階ともなればそれなりに値段が張るのではないでしょうか？

　その事実に気づいたわたしたちは安い部屋でもいいと話しました。しかしここでも発揮されるのが極めて優れたホスピタリティ。

「お客様にとって過ごしやすい場所を提供するのが私どもの務めでございます」

　なんと通常料金でいいそうです。ナイスホスピタリティ。

　わたしたちは結局受付さんの厚意こういに甘えるかたちで鍵を受け取り、お金を支払いました。

「ここ、結構人気の宿屋みたいね──」

　急いで入ってきたせいで宿の中の様子をろくに見ていませんでしたが、ラウンジには様々な人の姿がありました。

　例えばそれは、「頃合いだろうか……」「今はどうですか？」「まだ時間じゃないな……」などとひそひそ話し合う怪あやしい男たちだったり。

「おほほ。あなたたち、知っていて？　このお店は私のお母様のお母様のそのまたお母様の……お母様？　が幼少の頃から運営している宿屋でね、かつてはあまりの素晴らしさに吸血鬼きゅうけつきが出入りする店と呼ばれていたほどで……」

　もしくは長々ながながと蘊蓄うんちくを垂たれ流すお嬢様がいたり。

「さすがはお嬢様！」「博識はくしきだ」「なんと博識なんだ」「博識すぎて言葉も出ない……」「まさに博識とはお嬢様のためにある言葉だ」

　あとお嬢様を博識という言葉だけで褒ほめようとする男たちがいたり。

「ふふふ……ねえ、知ってる？　ここのお店、裏メニューでアレを売ってるらしいよ……」「アレって何？」「生肉……」「いかがわしい感じで言うのやめなよ……」

　もしくは二人組の若い女性が料理に心躍おどらせていたり。

「君たち！　よしたまえ！　この店には恐ろしい吸血鬼が出たという逸話いつわがあるのだぞ！　吸血鬼の餌えさになりたくなければ今すぐ出てゆくべきだ！」

　などと周りに対して必死に注意喚起かんきをしている人がいたり。

　よくも悪くもなかなかの賑にぎわいといえるのではないでしょうか。街中の宿ならいざ知らず、こんな森の中のお店にまでわざわざ足を運ぶ方が多いということはそれなりに名の知れた名店であるということです。

　これは夕食も期待大、ですね……。

　ふへへ……。

「アヴィリア変な顔してる」

　お姉ちゃんが即座にわたしの頰ほおをふに、と押しました。

　おっと失敬しっけい。ちょっと興奮してしまいました。

「当店に併設へいせつされているレストランは最高級と名高いレストランでして、わざわざ料理を食べるだけのために遠方えんぽうから来られる方もいるのです」

　受付さんはどうやらわたしの様子から心の中を察したのでしょう。わざわざ説明してくれました。ナイスホスピタリティ。

「レストランは間もなく開店いたします。お召し物を着替えて是非ぜひお越しください」

　そのままの格好では風邪をひいてしまいますから──と受付さんはわたしたちにそれぞれ余分よぶんにタオルを手渡しながら言いました。

　まるでつい先ほどまで陽の下に干ほしていたかのようにほわほわとした手触りと落ち着く香り、そして温かい感触が手にふわりと乗ります。

　なんという気遣い。わたしたちはもう受付さんの虜とりこでした。

「吸血鬼は魅了みりょうという力を持っている！」

　受付さんにお礼を言ってお部屋に向かった直後でした。突然わたしたちの道を塞ふさいだのは壮年そうねんの男性。誰かと思えば先ほど周りに対して注意喚起を繰り返していた方でした。

　どうやらあまりに周りの反応がなさすぎてわたしたちのところまで流れてきたようです。

「吸血鬼に会えばどうなるか、分かるかね？　血を吸われ、眷属けんぞくにされ、そしてなんと死ぬまで吸血鬼の奴隷どれいとして働かされてしまうのだ！」

　おお、なんと恐ろしいのだろう！　と男性は語ります。その手には本が一冊。『絶対に吸血鬼を寄せない本』だそうです。よほど嫌きらいなようですね。

「この宿屋は百五十年も前に吸血鬼が出たとされている曰いわくつきの宿屋である。遊び半分で泊まるような場所ではないのだ！」

　びしょ濡れのわたしたちを見てよく遊び半分と言えたものですね……。

「あくまで昔に吸血鬼が出た、という話でしたら警戒する必要もないと思います」わたしはきっちり答えます。

　こういうのは曖昧あいまいな顔をして頷うなずき続けるとずーっと話し続けてくるので、ちょっと冷たくあしらうくらいが丁度いいのです。

　これが旅の知恵というものです。えへん。

「馬鹿者ばかもの！」

　しかし吸血鬼嫌いさんは物凄ものすごい剣幕けんまくで怒ります。「貴様らは近頃の噂うわさを知らんのか！」

　などと。

　近頃の噂？　とわたしとお姉ちゃんが揃そろって首を傾かしげると、吸血鬼嫌いさんは「まったく最近の若者は……」などとありがちな枕詞まくらことばと共に話してくれました。

　曰く、ここ最近、近隣諸国では吸血鬼の目撃談が後を絶たないのだといいます。闇夜やみよを飛び交う吸血鬼。人々はその姿に恐怖し、眠れぬ夜を過ごしているといいます。

　そしてつい数日前のこと。

　近くの国で、吸血鬼がこの森へと向かってゆくところを商人が目撃したのだといいます──。

「つまり噂が正しければ、吸血鬼は今、この宿屋に潜伏せんぷくしているということだ！　それなのにこの宿屋で寝泊まりをするだと？　馬鹿者か貴様ら！」

　わたしは早く着替えたいなぁと思いました。

　そしてすっかり話に飽きてしまっていたわたしの代わりに吸血鬼嫌いさんに答えるのが親愛なるお姉ちゃんでした。

「でもさっき注意喚起をしていましたよね？　まともな吸血鬼ならその時点でこの宿屋にいるのは危険だと思って出ていくんじゃないですか？」

　だから大丈夫だと思いますよー、とお姉ちゃん。正論せいろんと共にさりげなく吸血鬼嫌いさんの行動に対するフォローも忘れない気遣いぶり。わたしが吸血鬼嫌いさんの立場だったらこの時点で生涯しょうがいをお姉ちゃんに捧ささげることを誓ったことでしょう。


「…………」



　吸血鬼嫌いさんは黙だまりました。

　黙ったのちに、

「ええいうるさい！　とにかく貴様らも命が惜おしければすぐにここから出ていけ！」

　とても滅茶めちゃ苦茶くちゃなことを言いやがりました。

　お姉ちゃんに対してなんという不遜ふそんな言葉！

　──ごろごろごろ……ぴしゃーん！

　まるでわたしの怒りを体現するがごとき雷が窓の外で鳴り響きました。怒りに我を忘れるところでしたがわたしとお姉ちゃんは宿に来たばかり。服は濡れて、こんなおじ様相手に雑談を繰り広げている暇ひまはありません。

「お姉ちゃん、お部屋へ行きましょう」

「あ、うん。そうね」

　そしてわたしはお姉ちゃんの手を引き、最上階のスイートなお部屋へと向かったのです。

「こら！　貴様ら忠告を無視するつもりか！」

　後ろから響く吸血鬼嫌いさんの叫び声は徐々に遠のきます。「年長者の忠告も聞かない愚おろか者め！　貴様らなど吸血鬼に血を吸われてしまええええええええっ！」

　最終的には吸血鬼頼みの罵倒ばとうが雷鳴よりもよほどやかましく響いたのでした。

　……というような経緯を経へたのち。

　わたしたちはお部屋でようやく身体を拭くことができたのです。

　ふわふわのタオルはすぐにわたしたちの冷めた身体を温めてくれました。

　ほわほわする……。

「吸血鬼、ねえ……」

　着替え終わったお姉ちゃんは濡れた髪を拭きながら呟つぶやきます。「アヴィリア、そんなのほんとにいると思う？」

　実在するかどうかはともかく。

「いるほうがロマンはあるとは思いますけど」

　などと答えつつわたしもお着替え終了です。お互い少し前に訪れた国で買った真新しい服を身にまといつつ、

「でも新しい服が汚されたら困っちゃうので、できればいないほうがありがたいのです」

　と答えました。

　服に血が付いてしまっては大変でしょうし。

　などと年頃の女の子らしい心配をしてみせました。

　大体そんな会話をした直後でしょうか。

　どんどんどん！　とわたしたちが泊まっているお部屋の扉をどなたかが慌あわただしくノックしました。それは一体どなたでしょう。まずホスピタリティさんではないことだけは確かです。

　はぁい、とお姉ちゃんが応えると、扉がこれまた慌ただしく開かれます。

「う、うううう……」

　その向こうにいたのは一人の女性でした。

　ショートカットの薄茶うすちゃ色の髪。身にまとうのはトレンチコート。そして両手はそれぞれ可愛らしいパペットに包つつまれています。

　見ればそれは先ほどラウンジでレストランの開店を待っていた女性客の一人ではないですか。

　一体お客さんの一人が何の用でしょう──わたしたちが顔を見合わせた直後、彼女は今にも泣き出しそうな声で言いました。

「……たすけて」

　私のお姉ちゃんを、助けて──と。

　──ごろごろごろ……ぴしゃーん！

　窓の外の雷鳴が、事の重大さを大げさに言い表すように鳴り響いておりました。そんなやかましい空気の中で、お姉ちゃんは即座に両手パペットの奇妙きみょうな女性を部屋に招き入れました。

　初対面で、変な格好をして、何やら普通ではない事情を抱えている彼女です。彼女はどこの誰で、何が目的なのか。詳しく話を聞く前に、お姉ちゃんの両手はパペット一つを包み込んだのです。

　恐らくお姉ちゃんは目の前の女性を信じるかどうかなど考えもしなかったことでしょう。

　お姉ちゃんはごく自然に笑みを浮かべながら言いました。

「困っている人がいたら助けるのが旅人の務つとめよね」





○






「実は私は吸血鬼なんだけど」

　あっ、人じゃなかったです。

　ちょっと何言ってるのかよく分からないなぁとわたしとお姉ちゃんが顔を見合わせている最中に目の前の彼女は両手のパペットのお口を器用にぱくぱくとさせながら、

「私の名前はシンシア。吸血鬼姉妹の妹さんさ」

　と自己紹介しました。右手に装着されたパペットは目の前の彼女と同じようなショートカットで薄い茶色の髪。それとトレンチコートを着込んでおりました。

「そして私の名前はオロネラ。吸血鬼姉妹のお姉さんだよ」

　お口をぱくぱくとさせる左手のパペット。シンシアさんと同じような薄茶色の髪がすらりと伸びた女性でした。

　曰くこの方も彼女も吸血鬼であるそうです。

　なるほどなるほど。

　いやいやいや。

「すみません、何言ってるのですか」「うん、ごめん。わたしもちょっと理解が追い付かない」

　ちょっとやっぱり何言ってるのかよく分からないなぁと私とお姉ちゃんは再び顔を見合わせるに至りました。

「ちょっとちょっと！　君たちは一体どんな教育を受けてきたんだい？　人の話は一度で聞くよう努力をしないと駄目だよ」

　怒られてしまいました。

　パペット二つに挟はさまれたお顔がぷぅー、とむくれていました。

　吸血鬼が出るぞと脅された直後に出てくる吸血鬼がおりますか。

　というよりもわたしたちからすればそもそも目の前のシンシアさんとやらが吸血鬼である証拠しょうこはどこにもないのです。それなりに可愛かわいらしい顔立ちをした一人の女性のように見えます。

「そもそもあなたって本当に吸血鬼なのー？」

　ですからお姉ちゃんがからかい交じりにそのような言葉を投げかけるのも当然の道理です。

「ほうほう。私が吸血鬼であるかどうかが疑わしい、と。いいでしょう。じゃあ君の肩を貸してごらん。私がちゅーしてあげる」

　えっ、とお姉ちゃんがわずかに警戒します。

「あの、ちゅーって何？」

　自称吸血鬼のシンシアさんはさらりと答えます。

「血を吸うことだけど」

　つまりそれは要約すれば、この吸血鬼は今、お姉ちゃんの肩に吸い付いてやろうかと言ったということです。

　ごろごろごろ……ぴしゃーん！

　衝撃の事実に驚いたこの世界が雷鳴を轟かせます。わたしはお姉ちゃんを守らねばと義務感に駆られて立ち上がります。

「お姉ちゃん。この吸血鬼を今すぐ窓からポイしましょう」

「うん。お話まだ聞いてないから座ってね？　アヴィリア」

「はい」

　すっ──、とわたしは自然な流れで再び座りました。

　それから自称吸血鬼さんは、これまで起こった出来事、というより、彼女たちがこの宿屋に至るまでの経緯。

　曰くそれは、数か月前まで遡さかのぼるといいます。

　まず大前提として、シンシアさんは吸血鬼の里の田舎いなかぶりに嫌気いやけが差して都会にやってきたパペット探偵だそうです。パペット探偵とは何なのか。まあ彼女の外見からなんとなくおおよその見当はつきますが、ともかく彼女は上手い具合に吸血鬼でありながら人の世界に溶け込んでいたそうです。

　しかし今から少し前。

　田舎を飛び出した妹さんを心配したお姉さんのオロネラさんが、彼女を連れ戻すために外の世界までやってきたのだそうです。

　まんまと捕まったシンシアさんは、逃げきれないと観念して、結果、実家へと戻ることとしました。

　ところがそれからそれなりの時間が経った今。

　未だに彼女たち二人は実家のある吸血鬼の里に帰ることができていません。吸血鬼の里はまあまあ田舎のほうにあるとはいえ、距離的にとうの昔に吸血鬼の里まで戻っていなければおかしいのです。

　であるのに、一体なぜ二人は未だに人間の世界にいるのでしょう？

「ねえシンシア」

「なあにお姉ちゃん」

「人間の世界楽しくない？」

「分かる」

　そう──二人は人間の世界にどっぷり嵌はまってしまったのです。

　それからというもの、お二人は人の世界で再会を果たしたあとも来る日も来る日も遊び惚ほうけました。そう、田舎育ちにとって都会の生活は大昔からずっと望んでいた憧あこがれ。

　夢にまで見たきらきらとした日々は二人から帰郷ききょうという目的を奪い去るには十分なものでした。

　二人の帰り道には数えきれないほどの誘惑が待ち受けていたのです。

　きゃっきゃうふふでらんらんらんな毎日が彼女たちを待ち受けていました。

　ひとたび夜の街に繰り出せば、

「あはは」「うふふ」

　と楽しげに笑い合い、そして毎日のように美味おいしい食事をとってはやはり都会って最高だなぁとしみじみ感じたといいます。

　ところでお二人は吸血鬼とのことですが、お食事とはどんなものだったのでしょうか？

　お話にお口を挟むわたしでした。シンシアさんは「あはは」と笑います。

「吸血鬼だから食事は全部血だと思った？　違う違う。私たちだって普通の人間と同じ食事を楽しむことくらいはできるよ。今言った美味しい食事っていうのは、普通のレストランで食べた料理のことさ」

　なるほどなるほど。

「人の血はたまにしか摂取せっしゅしてないから安心して」

　ん？

　ちょっと風向き変わってきましたね。わたしと同様にお姉ちゃんも同じことを感じ取ったのでしょう。

「えっと……人の血も吸ってたの……？」

　と尋ねながら、さりげなくシャツのボタンを一つ多めに締しめました。

　そんな様子にシンシアさんはいやいやと首を振ります。

「おっと、ひょっとして私たち姉妹が誰彼構わず血を吸っているって思った？　ふふふ、安心して」

「そうなの？」

「実はこう見えても私たちはグルメでね。基本的に可愛い女の子しか狙ねらわない」

「そうなの」

　お姉ちゃんはわたしの服のボタンを締めつつ頷きます。わたしが狙われないための配慮。そんなお姉ちゃんのさりげない優しさにわたしの胸がきゅんと高鳴ります。これは恋？

「あっ、安心して！　私たち、いつもちゃんと同意を得て吸ってたから」

「そうなのですか。ちなみにわたしたちは血を吸う許可は一切しないつもりですのでご了承りょうしょうください」先にきっぱり断っておくわたしでした。

　まあ、さすがにわたしたちの血を欲するようには思えませんが。

「ちぇっ」

　欲するつもりだったのですね。

　助けてほしいと部屋に入り込んでおきながらなんて図太ずぶとい神経をしているのでしょうか。一体どんな教育を受けてきたのですか。

「しばらくはそんな風に快適かいてきな都会暮らしを満喫まんきつしたものだよ。でもね、やっぱり私たちは吸血鬼。人の世界にとっては異物でしかなかったらしい──次第に私たちは人々からよくも悪くも、吸血鬼として認知され、注目をされるようになった」

　元々はパペット探偵として人間の世界に潜り込んでいたシンシアさん。そしてそんな彼女を迎えに来たオロネラさん。二人が目立つことは自然の道理といえました。揃って絶世ぜっせいの美女ですからね。

　そして国から国を渡る美人の吸血鬼姉妹の噂は次第に有名になり、入国する度、夜の街を歩く度に彼女たちは声をかけられるようになりました。

「ねえ！　あなたたちって噂の吸血鬼姉妹でしょ！」それは彼女たちの噂を聞きつけた人であったり。

「久しぶり！　シンシアちゃん。覚えてる？　私よ！」「はろー！　三週間ぶりね！　あたしのこと、覚えてる？」もしくは以前お世話になった（血を拝借はいしゃくしたという意味で）女性だったり。

「なあなあ君たちさ、よかったらこれから近くのバーで一杯やらないかい？　奢おごるよ」「君たち！　吸血鬼の姉妹なんだって……？　なんて素敵すてきなんだ……好きだ……」もしくは彼女たちの美しさに魅了された男たちだったり。

　それはまあ常に人から注目を浴びる日々だったといいます。

　二人はそんな人だかりの中でいつも笑っていました。恐らく「都会って楽しいー！」くらいにしか思っていなかったことでしょう。

「いやああの頃はほんと楽しかったなぁ……」

　などとしみじみ語っておりますから。

　しかし人の数があればあるほどトラブルだってあるものです。

「少し前に、そんな日々に終わりを告げる出来事が起きたんだ……」

　ひょっとしたら探偵として活躍していたことがあるせいで、目立つことに抵抗がなくなっていたのかもしれません。

　ひょっとしたら、それだから事態の深刻しんこくさに気づくことに遅れてしまったのかもしれません。

「実は少し前から、黒ずくめの男たちに狙われるようになってね──」

　その男たちはある日突然現れるようになったといいます。

　全身を黒い装いで揃え、顔はマスクで覆おおった男たち。彼らはオロネラさんとシンシアさんを街で見るなりライフル銃じゅうを向けてきたのだといいます。

　吸血鬼は元来人に害を及およぼす者として知れ渡っているものです。実際、彼女たちは合意を得て血を吸っていますが、しかしそもそも血を吸うという行為そのものが傍目はためから見れば害を及ぼしている光景そのものです。

　彼女たちが吸血鬼であるという事実が、人に狙われる十分な理由となり得るでしょう。

「おとなしくついてくれば悪いようにはしない」

　男たちは言いました。

　それは言い換えれば抵抗すれば酷ひどい目に遭わせるという脅迫きょうはく。しかしそんな連中の言葉に従いついていってもろくな目に遭わないことくらい想像に難かたくありません。

「わ、やば」

　故ゆえに二人はすぐさま逃げました。

　その日を境に二人は行く先々で黒ずくめの男たちと巡り合うことになります。

　ある日は街で女の子を引っかけている時。またある日は街で女の子を引っかけている時。そしてまたある日は女の子を──いやどんだけ女の子引っかけているのですかこの姉妹は。

「自慢じまんじゃないけど私たち姉妹って結構女の子に人気があるっぽくてね……」

　えへへ、とどうでもいい情報を教えてくれるシンシアさん。

　ともかくそんな日々の中でも黒ずくめの男たちは彼女たちの前に現れ、そしてやはり銃を向けて脅してきたのだといいます。

　あまりに彼女たちは有名になりすぎてしまったようです。行く先々で男たちと遭遇するのは、きっと二人の目撃情報があまりに多いからでしょう。

　探偵なんだし、もっと想像力を働かせるべきだったよ……などと至極まっとうなことを言いながら自らの後悔を語るシンシアさん。まったくですね。

　そしてそのようなあまり好ましくはない人々に目をつけられると、楽しかった日々がまるで噓うそのように静かになっていきました。時にはこそこそと街を歩き、時には姿を変えて、彼女たちは街から街を渡りました。

　潮時しおどきだと感じたのです。

　やがて二人は、元々の目的地であった故郷へと向けて旅路を進むことにしました。これまで寄り道ばかりだった日々を改め、真まっ直すぐ帰ることにしたのです。

　そうした日々の中で辿たどり着いたのが、わたしたちが泊まっているこの宿屋でした。

「一泊したらすぐに出ていくつもりだったんだけど──」

　しかしながら、わたしたちがいる最上階まで助けを求めてやってきたことから分かる通り、ここで一つ問題が起きてしまったようです。

　彼女の話から何が起きたのかを察することは容易でしょう。

「黒ずくめの男たちがね、わたしたち二人のことをここまで追いかけてきたんだよ」

　でしょうね！

　そんな気はしましたとも。思い返してみれば何やら企たくらんでいそうな人たちも宿屋のラウンジにいましたし。

　自らの推理が当たったことを少々誇らしく感じながらふふふとしたり顔を浮かべるわたしでした。お姉ちゃんに「変な顔してる」とくすりと笑われながらもシンシアさんの話は続きます。

「この宿屋のレストランが開店して、私たちが待っていた客たち同様にお店に入った直後のことだよ。男たちはね、お店の扉を閉めて、私たちを客もろとも閉じ込めたんだ」

　手際よく逃げ道を塞いだ男たちは、店内で吸血鬼姉妹を追いかけたそうです。逃げ惑う二人と容赦ない男たち。レストランの店内はすぐに騒然となりました。

　そして、やがてシンシアさんが男の一人に捕まりました。

　直後です。

「私の妹に手を出すな！」

　姉のオロネラさんが即座に助けに入りました。解放されたシンシアさんは、すぐさま自らの姿をコウモリに変えました。

　シンシアさんはそのままレストランから逃げ出します。

　変身能力は体力に余裕がある時、つまり血が足りている時に限って使える力です。

　ここ最近は男たちに追われ続けていたせいでろくに血を吸うこともできていなかったのです。

　運よく血を吸わせてくれる人と会えたとしても。

「ほら、シンシア。飲みなよ。私、今はちょっと喉のど乾かわいてないし」「ちょっと好みの子じゃないんだよねー」「ふふ、今回は貸し一つね」

　姉のオロネラさんはいつだってそんな風に言いながら、シンシアさんに血を吸う機会を譲ゆずっていました。

　それが妹に対する配慮はいりょだったことに、彼女はその時気づきました。

　本当は喉が渇いて仕方なかったはずです。血を吸いたくて仕方なかったはずです。それでも彼女は吸うことはなかったのです。

「──ごめん、捕まっちゃった」

　振り返れば、姉のオロネラさんは男たちによって両手を縛しばられ、そして狭せまい檻おりの中へと入れられていました。

　変身ができるほど血が足りていれば、きっと今頃二人並んでコウモリの姿で飛んでこの宿屋から逃げおおせていたことでしょう。

「私はお姉ちゃんを助けたい。助けなきゃいけない。だから……」

　どうか血を分けて。お願い。

　シンシアさんは両手のパペットの頭をぺこりと下げて言いました。美味しい美味しいお料理を振る舞うレストランの中にお客さんのほとんどが閉じ込められています。

　血を分け与えることができるのは、たまたまレストランの外にいたわたしとお姉ちゃんくらいのものでしょう。


「…………」



　お姉ちゃんは短くため息をついたあとで言いました。「血をあげるだけでいいの？」

　ちらりとお姉ちゃんに目を向けると、その手にはサーベルが握られていました。

　吸血鬼という理由だけで男たちから追われているオロネラさんとシンシアさん。心優しいお姉ちゃんはきっとそんな二人に手を差し伸べてあげるに違いないと思っていました。

　思った通り、やはりお姉ちゃんはお姉ちゃんだったというわけです。

　わたしは笑ってしまいました。

「まあ、どのみちレストランが怪しい男たちに占拠されていては夕食もままなりませんからね」

　お腹が減っているのに困ってしまいました──とわたしは杖つえを出しながら言いました。

　わたしたち二人の言葉が意味するところを理解するまでシンシアさんは少し時間を要したようです。

　数秒きょとんとしたまま目を瞬またたかせたあとで、彼女は、

「え……いいの……？」

　と、戸惑とまどい交じりの声を漏らしたのですから。

「いいも悪いもないのです」

　わたしは答えました。

　そしてお姉ちゃんの言葉を借りて、言うのです。

「困っている人がいたら助けるのが旅人の務めなのですから」

　などと。

「私たち姉妹は人じゃなくて吸血鬼だけど」

「キメ台詞ぜりふを台無しにしないでください」

「ところで血も吸わせてほしいんだけど……」

「べつに言われずともそうするつもりでしたけど」わざわざ言うあたりやっぱり図太い神経してますね。

「血はわたしがあげればいい？」

　シンシアさんに尋ねながら、お姉ちゃんは服のボタンを上から一つ、二つと外していきました。悩む素振そぶりも見せず、まるでそれが当然のことであるかのように首を露出させたあとで、

「こんな感じでどう？　吸える？」

　と尋ねます。普通に尋ねているだけなのですが肩が露出しているせいか何やら妙な色気に満ちていました。吸い込まれそうなほど白い肌が露わになっています。


　…………。



　いけません！

「お姉ちゃん、こういうのはわたしがやります」

　時間を遡るようにお姉ちゃんのボタンを下から締しめてゆくわたし。その流れでついでに自らのボタンを上から開けていきます。

「さあどうぞシンシアさん」

　私の肩から血を吸ってください。と言いました。

　しかし直後です。

「何言ってるのアヴィリア。だめ。痛いの苦手でしょ？」

　わたしがボタンを幾いくつか外したところで今度はお姉ちゃんがわたしのボタンを締めていきました。

　互いを気遣う姉妹愛。なんと美しいのでしょう。まるでこの世の天国であるかのような光景がそれから何度か繰り返されました。一方で目の前という特等席からその光景を眺ながめているシンシアさんは「別にどっちでもいいなあ」という極めて失礼な心情が透すけて見えるほどどうでもよさそうな顔をしていました。もっと喜んでください。

「わたしがやります」

「いやいやわたしが」

「いやいやいやいや」

「いやいやいやいやいやいやいやいや」

　わたしたち姉妹はそれからしばしお互いのボタンを締め合うという不思議なやり取りを続けたのでした。

　しかしそれから何度かやり取りを重ねたのちに、そういえばシンシアさんの姉にあたるオロネラさんのほうがよほど空腹で血を欲しているという事実を思い出しました。

　多分このままの流れでいけばシンシアさんに血を与えなかったほうがオロネラさんに血を与えることになるでしょう。

　そして恐らくお腹が空いて仕方ないオロネラさんは結構な量の血を吸い取ることでしょう。つまり今吸っておいたほうが後々楽ということです。


　…………。



「お姉ちゃん。やっぱりここはお姉ちゃんに譲りましょう」

「ううん。ここはわたしが」

「いえいえ」

「いえいえいえいえ」

　それからお互いのボタンを開け合うという先ほどより一層奇妙なやり取りを重ねるわたしたち。

　ほどなくしてわたしはお姉ちゃんに服のボタンを開けられ脱がされようとしているという事実に気が付きました。

　大事なことなのでもう一度書きますね。

　お姉ちゃんに服のボタンを開けられ脱がされようとしています。

「ふへへ」

　そしてわたしが油断したのは言うまでもありません。

「あ、また変な顔してる」

　わたしの顔を見てくすりと笑うお姉ちゃん。そしてそんな一瞬の隙すきをついて、お姉ちゃんはシンシアさんに目配せを送っていたようです。

「オロネラさんにはわたしが血をあげるからね」

　にこりと笑うお姉ちゃん。直後にわたしの耳元で「ちゅー」とシンシアさんの声。それからがぶりとわたしの肩に、シンシアさんは優しく嚙かみ付くのでした。

「はわわわ」

　くらくらとしました。全身から力が抜けていきます。血を吸う最中にシンシアさんは口を離して囁ささやきます。

「わたしたちに血を吸われると一時的に力が抜けるから気を付けて」

　そういうことは先に言ってほしかったのですが。まあいいです。

　痛さとくすぐったさの中間のような、奇妙な感覚がわたしの肩を伝うのでした。





○






　吸血鬼としての本来の力をほんの少しだけ取り戻したシンシアさんと一緒に、わたしたちは一階のレストランの方へと向かいました。

　黒ずくめの男たちはどうやら宿屋の中を既すでに占領せんりょうしていたようです。

「さてどこに行ったのかな？　吸血鬼の女の子は」「ひひひ……、どうせ逃げられやしねえんだ。ゆっくり探そうぜ」

　わたしたちが廊下ろうかに出ると、ライフル銃を抱えてのんびり見回りしている黒ずくめの男たちの姿がありました。

「あなたたちのお仲間って何人いるの？　持ってる武器は？」

　廊下で遭遇した男たちをぱぱっと処理したのちにお姉ちゃんは尋ねました。縄なわで縛しばられた男たちは「お、俺たちを含めて十二人です！」と敬語けいごで答えました。持ってる武器は全員同じライフル銃だそうです。お姉ちゃんは「こんな危ない物を振り回したらダメでしょ？」と至極まっとうなことを言いながらサーベルでさくっと斬り裂きました。

　それからレストランへと直行したわたしたちでしたが、ここでもやはり武装した男たちが見張っていました。

「ククク……我々二人は組織の中でも一、二を争う強さ」「逃げた吸血鬼もこの扉の向こうのレストランへ姉を助けに戻ることはできないだろう」

　屈強くっきょうな男たちは不敵ふてきな笑みを浮かべながら扉を守っていました。

「さ、二人とも。中の様子がここから見えるわよ」

　お姉ちゃんは扉をちょっとだけ開けながらわたしとシンシアさんの二人に手招てまねきをしました。そのすぐ近くにはぐったり倒れる男たち。目にも留まらぬ速さでお姉ちゃんが処理していました。

「それで、シンシアさん。お姉さんはどこですか」

　わたしはお姉ちゃんがこっそり開けてくれた扉の隙間からレストランの中を睨にらみつつ尋ねます。

　店内にはお客さんたちがお行儀よく席についていました。が、その周りを黒ずくめの男たちがたむろしており、言いようのない緊張感が漂っています。

　さてお姉さんはどこでしょうか。

　見るとお店の真ん中で檻に入れられぺたんと座り込んでいる、薄茶色の髪の女性の姿が見えますけれども。

「ご覧の通りだよ」

　シンシアさんはわたしに頷きました。

　なるほどあれがオロネラさん、ですか。


「…………」



　檻の中でオロネラさんはゆっくりと顔を上げます。赤色の瞳が見上げるのは、檻を監視する黒ずくめの男。

　そして男に助けを求めるように手を伸ばしながら、彼女は涙ながらに願うのです。

「あの……あの、ちょっと、そこのお兄さん……可愛い子の血が吸いたいんだけど……」

　男はその言葉ににやにやと笑います。

「ああん？　血だって？　血なら俺のを吸わせてやろうか？　ほら」

「ああー！　やだやだー！　むさくるしい男の血なんて吸いたくないもん！　可愛い子の血をよこせえええ！」

　がしゃがしゃと檻に手をかけ揺らすオロネラさん。「可愛い女の子ー！　あー可愛い血が飲みたいー！」

「おい！　黙ってろこの小娘が！」檻を摑つかむ手をライフル銃で叩たたく黒ずくめの男。

「ひゃん」あまり痛そうに聞こえない悲鳴を上げたのちにオロネラさんはその場でうずくまり、「ううう……可愛い子の血が飲みたいよう……」と泣き出しました。

　そのあとで、

「いっそのことこのまま自分の血でも飲んじゃおうかな……？　私も可愛いし……」

　などと意味不明な言葉すら漏らしていました。


　…………。



　一連のやり取りを見たあとで、わたしは再度尋ねます。

「お姉さんはどれですか」

　あれ本当にあなたのお姉さんですか、という意図をたっぷり込めて尋ねるわたしでした。なんだか回想と全然違う感じの人なのですけど？　妹を気遣って血を飲まなかった優しいお姉さんってどこですか。

「ほれほれ、俺の血をやるって言ってるだろ？　ほら、嚙んでみろよ」

「やだー！　くさいんだよ！　私にその腕を近づけるな！」

　檻に差し込まれた腕からぷいっ、と顔を逸そらすオロネラさん。

　いや血を飲んだら吸血鬼の力が復活するわけですし檻から逃げ出せるようになるのでは？　そんなまっとうなことを考えるわたしでしたが、オロネラさんはそこで断言だんげんしていました。

「可愛くない子の血を飲むとその後数日間胃いがむかむかしちゃうんだよね……」

　そのくらい我慢がまんしてくださいよとわたしは扉の向こうからじーっ、と睨みつけるような視線を送りながらも思いました。とはいえわたしのそんな気持ちが彼女に伝わるはずもなく、檻の中でがるるると唸うなり、そして黒ずくめの男たちから珍獣ちんじゅうのような扱いを受けておりました。

「おう吸血鬼。あまり状況を理解できていないようだな」

　黒ずくめの一人は笑いながら言いました。「俺たちはお前をどうとでも扱うことができる。無論、お前の妹もな──」

「……！」

　妹。その言葉を出された途端とたんにオロネラさんの表情が強張こわばります。どうやら二人の関係について黒服たちはある程度知り得ているようです。

　妹さんを逃がすために捕まったことも。

「ふ、ふふ……無駄だよ。私の妹はもう帰ってこない。私だけ連れてさっさと拠点きょてんに戻るがいいさ」

「無駄ではない。君がこうして捕まっている限り妹は必ず戻ってくる」

　我々はそうして呑気のんきに戻ってきた妹共々連れてゆくつもりだ──と黒ずくめの男がオロネラさんに語ります。こんな辺境の森の中にある宿屋にまで追いかけてくるような執念しゅうねん深い男たちには、片方だけ捕縛ほばくして帰るという選択肢は端はなからなかったということなのでしょう。

「この檻に入った時点で君には我々と共に来る以外の選択肢はないということだ」

　くっくっく……と黒ずくめの男は檻の中のオロネラさんを見下ろし愉快ゆかいに笑います。

「あのう、すみません。ちなみにこの檻って予備はあったりするんですかー？」

　ふと素朴そぼくな疑問が黒ずくめの男に投げかけられます。

「？　いや、さすがにこれほど大掛かりなものは二つも持ってきていないが」

「ということはこれの中にシンシアさんも入れるということですかー？」

「そういうことになるな」

　頷く黒ずくめの男。

　直後に檻がばらばらに斬り刻まれました。

「じゃあこれで問題ないわね」

　いつの間にやらお姉ちゃんが檻の中からオロネラさんを救出していました。おや気が付けばわたしの隣から姿を消しておりますね。

　お部屋を出てからここに至るまで障害となり得るものをすべて綺麗さっぱりお姉ちゃんが取り払ってくれるせいですっかりぼんやり眺めているだけという状況が続きました。

「君のお姉さん何者なの」

　手持てもち無沙汰ぶさたになったシンシアさんはお姉ちゃんの姿を模したパペットを手に生み出して、ぱたぱたと口を動かし尋ねました。

　わたしはそれを軽く撫でながら、簡潔かんけつ明瞭めいりょうにお姉ちゃんを言い表します。

「とても強いお姉ちゃんなのです」

　視線をレストランの中へと傾ければ、男たちに囲まれながらも涼すずしい顔してサーベルを握りしめているお姉ちゃんの姿があります。

　男たちは突然現れたお姉ちゃんに次から次へと襲いかかりますが、しかしそんな彼らに対してもお姉ちゃんは臆おくすることなく一人ひとり冷静に対処してゆきます。

　大した問題ではないのです。

　魔法使いだらけの国の中で、剣術だけで騎士団入りを果たしたことのあるお姉ちゃんにとって、この程度。

「吸血鬼だからという理由だけで迫害されるなんて、わたしには納得できない」

　男たちの武器をサーベルでばらばらに斬り崩しながらお姉ちゃんは言いました。透き通るような声でした。乱れのない整った声でもありました。

「相手が吸血鬼だからって動物のように檻に詰め込むなんて、わたしには納得できない」

　そしてお姉ちゃんは、言います。

「だからわたしはあなたたちのことを止めるの」

　そしてその場にいた黒ずくめの男たちが全員もれなく丸腰まるごしになりました。

　オロネラさんとシンシアさん。可愛い女の子からしか血を吸わないというこだわりはさておき、それなりに迷惑がかからない程度の旅をしていた姉妹を吸血鬼だからという理由一つで迫害しようとした黒ずくめの男たち。

　恐らくは姉妹の境遇きょうぐうに対して思うところがあったのでしょう。

　もしくは血を吸われてちょっと貧血ひんけつ気味のわたしを戦わせまいと配慮してくれたのかもしれません。

「二人ともー、多分もう大丈夫だよー」
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　ひらひらとレストランの中から手を振るお姉ちゃん。

　それからすぐにわたしは魔法でちょちょいと男たちを縛り上げていきました。本日のわたしのお仕事といえば大体このようなものです。

　お姉ちゃんの手腕は見事としか言いようがありませんでした。

　男たちは誰一人として出血しておらず、ただ気絶きぜつしているだけ。すっかりだらりと伸びてしまっている男たちをわたしはお縄でくるくるくると巻き上げました。

　何はともあれ無事に事件が解決してよかったですね。

　視線をちらりと横に向けると、再会を喜ぶ吸血鬼姉妹の姿がありました。

「シンシア……！」

「お姉ちゃん、大丈夫だった？　怪我けがは……？」

「あのまま逃げればよかったのに……、まったく、馬鹿だね、シンシアは」

　笑い合う二人の姿はとても美しく、尊いものに見えました。そんな光景を見ることができただけでも、助けた意味はあるものでしょう。

「元気そうでよかった」

　二人を見ながら、わたしの傍でお姉ちゃんが笑います。


「…………？」



　その時でした。

　その場で男たちをすべて縛り終えたわたしは、ふと違和感を抱きました。

　レストランでお姉ちゃんによって倒された黒ずくめの男たち。数えてみると七名おられるようです。

　扉の前でお姉ちゃんが倒したのは二名。そして廊下で会ったのも二名でしたね。

　合計すればその数十一名。

　ここで思い出したのは、廊下でお姉ちゃんが倒した黒ずくめの仲間。

　──お、俺たちを含めて十二人です！

　その言葉が事実だとするならば。

　どういうことでしょう。

　わたしが縛り上げた黒ずくめの男たちは、なぜか一人、足りないのです──。

「おっと……！　お前ら全員、動くなよ！」

　気づいた時には最後の一人が現れていました。

「……あれ？」

　と首を傾げるお姉ちゃん。短めのナイフがお姉ちゃんの首元に添えられていました。

　いつの間にやら現れたその男は、わたし、そしてオロネラさんとシンシアさんの三名にそれぞれ視線を送ります。

　妙みょうな動きを見せればナイフがお姉ちゃんの首を斬り裂く──視線はそう語っているようにも見えました。

　ですからシンシアさんとオロネラさんの二人は両手を挙げて、そしてわたしも杖を放り投げました。

　そして男は満足げに頷きます。

「まったく……命が惜しければすぐにここから出ていけと言ったではないか」

　にたりと笑うその男は、『絶対に吸血鬼を寄せない本』を持ってわたしたちに忠告をしてきた初老の男性でした。





○






　どうやら彼こそが黒ずくめの男たちのリーダー格にあたる人物だったようです。

「まさか吸血鬼に味方する者が現れるとは思わなかったな──まあそれも無駄に終わったようだがな！」

　ふはははは！　といかにも小物感漂う笑い声を上げておりました。

　そしてこのような人は大抵、自身が優勢になった途端にぺらぺらと身の上を話し始めるもので、彼もまた例外でなく特に興味のそそられないお話をしてくれました。

　彼らは吸血鬼という珍めずらしい種族を商売に使いたいようです。血さえ与えればどんな姿にだって変わることができて不老ふろう長寿ちょうじゅ。使いようは幾らでもあるというものでしょう。

　しかし商売敵がたきたちに目をつけられないよう、表向きには危険な吸血鬼から一般市民を守るために捕縛を試みている、という体で行動していたようです。大体そんな感じの事情を抱えていたそうですが、なんてありがちな理由なのでしょうか。捻ひねりも何もありません。まるで子守歌のように退屈たいくつな動機といえましょう。

「しかしよくもやってくれたな、貴様ら。これまで揃えてきた武器がすべて台無しだ」

　長話のあとはこれまで散々暴れ倒したお姉ちゃんとわたしに対するクレームに入りました。「貴様らも吸血鬼と一緒に捕まえて商売に使ってくれようか……？」

　ふふふ……と怪しい笑みを浮かべるリーダー格の男。男の視線はわたしとお姉ちゃんに注がれます。その目は大金に目がくらんだ汚い大人のよう。ありていにいえば分かりやすいくらいに嫌らしい表情をしていました。

「……妹には手を出さないで」

　お姉ちゃんは背後にいるリーダー格に語りかけます。「あなたの仲間たちの武器を壊したのはわたしでしょう？　妹は何もしてないわ」

　あ、いや、はっきりと何もしていないと言われてしまうとちょっと傷つくのですけど……。

　今日わたしもここに来るまでにちょっとはお仕事しましたよ？

「お前の妹は我らの仲間を縛り上げた。同罪だ」

　そうだそうだー。

　などと内心でちょっとリーダー格の男の肩を持つわたしでした。

　しかしやがてリーダー格の男は、

「……ふん、まあいい。ならばお前、先ほど縛り上げた私の仲間の縄を解け。そうすればお前のことは見逃してやってもいい」

　とわたしに命じるのでした。

　なんということでしょう。本日やった唯一ゆいいつのお仕事すら自らの手でなかったことにしなければならないのです。

「……くっ」

　まるで新しい職場に就いた直後にちょっと余計よけいなことをしてしまって無駄な仕事を増やしてしまい先輩上司から冷たい目を浴びせられる今時の若い子のよう。

　わたしはみじめな気持ちを抱えながら、男たちの縄を解くべくゆっくりレストラン内を歩みました。

　丁度その時です。


「…………」



　わたしを心配そうに見つめる吸血鬼姉妹の視線に、気づきました。

　自分たちを助けてくれたお姉ちゃんを危険にさらさないために、余計な身動きをとらないようにしているのでしょう。

　クロスをかけた丸いテーブルを背に、二人は悔しそうに表情を曇らせながら立ち尽くしていました。

　ふむふむ。

「先にあの二人を縛っておきましょう」

　わたしはリーダー格の男に提案します。余計なお世話かもしれませんが、檻がない今、分かりやすく縄で縛っておいたほうが安心でしょうし。

　やったお仕事がなかったことにされてもめげない新人のような強いメンタルの持ち主。それがわたしという旅人なのです。

「……ふん。とっととやれ」

　リーダー格の男は顎あごでわたしに命じます。

　わたしは今まで同様、縄でくるくると二人を縛り上げます。

「ではじっとしていてくださいねー」

　杖はお姉ちゃんが人質にとられた時点で投げ捨ててしまっていましたから、仕方なしにわたしはお二人の前に立って自分の手で縛っていきました。


「…………」



　至近距離で見つめ合って、くるくると縄を結ぶこと数十秒。

「はわわわ」

　普段から魔法頼りで結んでいたせいでしょうか。勝手が分からず縄がゆるゆるになってしまったり、結べなかったり、少々手間取ったりもしましたが、リーダー格の男が苛立つ気配を感じながらもわたしはなんとか二人を縛り上げることに成功しました。

「ふう……」

　わたしは一仕事終えたような爽やかな顔で、縛られたお二人を眺めます。

　オロネラさんとシンシアさんはお人形のようにお行儀ぎょうぎよくテーブルの前に立ち尽くしています。

「我ながらなかなか上出来ですね」

　自画自賛じがじさんするわたしでした。

　そして丁度その時、リーダー格の男に我慢の限界が訪れたようです。

「……おい！　お前、何もたもたしてやがる！　さっさと仲間たちを解放しろ！」

　ぐいっ、とナイフをお姉ちゃんの首に再び向けつつ男は叫びます。

　しかしわたしはここでふい、と顔を背けました。

　なぜならわたしは今時の若い子。今からやろうとしていたことを人に命令されるととっても嫌な気持ちになってしまうのです。

「もう嫌でーす。やりませーん」

　なので半ば不貞腐ふてくされたような言葉を返すのでした。

　恐らくはリーダー格の男にとって想定外の言葉だったのではないでしょうか。まさかわたしが急にグレるなど思いもしなかったことでしょう。一瞬きょとんと呆ほうけた顔を浮かべたあとで、彼は、

「な、何を言っている！　この女がどうなってもいいのか！」

　と再び叫びます。

「どうぞどうぞ」

「……くっ」

　突然態度を豹変ひょうへんさせたわたしに狼狽ろうばいするリーダー格さん。一方でナイフを首に向けられているお姉ちゃんは未だ平然とその場に立っていました。

　きっとわたしの意図がお姉ちゃんには既に伝わっているのでしょう。

　無論、言うまでもありませんがわたしはお姉ちゃんを見捨てるつもりなどございません。

「さあどうぞ。やれるものならやってみてください。おらおら」

　煽あおるわたし。グレているのでシャツのボタンが何個か開いています。

　そして肩の辺りがはだけているのもきっとグレているせいでしょう。

「……貴様、いい加減に──」

　リーダー格の男はやがて目の色を変え、ナイフを持つ手に力を込めました。もしや本気でお姉ちゃんを刺すつもりなのでしょうか。

　いえ、そんなことができるはずもありません。

「はわわわ」

　からん、と男の手からナイフが落ちます。まるで力を失ったように。お姉ちゃんがその機に乗じて男の拘束こうそくから抜け出すと、崩くずれるように男はその場に倒れてしまいました。

「な……なんで……？」

　かろうじて絞り出されたのは戸惑いの声でした。

　事態をまるで理解できていない男の真後ろで、「ふん」と退屈たいくつそうに鼻を鳴らす人がいました。

「……はあ、不味まずい不味い。これだから大人の男は」

　ぺっ、と血を吐き捨てる大人の女性。

　吸血鬼のオロネラさんでした。





○






「完璧な作戦だったのです！」

　リーダー格の男まで縛り上げたところでわたしはお姉ちゃんと吸血鬼姉妹のお二人を前に自慢げに胸を張りました。「ふふふ……実はオロネラさんを縛る時にこっそり血を吸ってもらっていたのです」

　そしてわたしから血を拝借はいしゃくして変身する力を取り戻したオロネラさんは小さなネズミの姿に変身し、席の間を縫ぬってリーダー格の男の背後に忍び寄ったのです。

　わたしから貰もらい受けた血の分は仕事をしてくれたということです。

「……オロネラさんならあそこにいるけど？」

　お姉ちゃんはわたしの背後で棒立ちしている吸血鬼の姉妹を指差し首を傾げます。

　きょとんとした表情のお姉ちゃんにわたしは「甘いですねっ！」と得意げな顔でぬかしながら指をぱちんと鳴らしました。

　するとその合図に応じてお二人の真後ろのテーブルからぬるりと一人の探偵が現れます。

「ひょっとしたら私は探偵よりも手品師てじなしの才能のほうがあるかもしれないね……」

　ふっふっふ……と不敵ふてきな笑みを浮かべつつ現れたのはシンシアさん。

　吸血鬼とは血さえあればあらゆる物を具現化ぐげんかさせることができるのです。わたしがお二人の傍に寄った時にシンシアさんが耳打ちしてくれました。

　二人分の人形を作るから、それを縛って、と。

「そして瞬時にシンシアさんの意図を察したわたしは、オロネラさんを安全にお姉ちゃんの元に届けるために一肌脱いだというわけです」

　完璧な作戦だったのです──私は改めて胸を張りました。

　まあわたしがやったことは主に陽動ですけれども。しかしそれでもお姉ちゃんを救ってみせたという事実がわたしをいつもよりも少しだけ高揚こうようさせていました。

「褒めてくださいお姉ちゃん。わたしのおかげで──」

　私のおかげで命が救われたのですよー！　などと偉そうなセリフを吐きかけたところで、わたしの視界がくらりと真まっ暗くらになりました。

　何事かと思った直後にどしん、と何かが倒れる音。

「……アヴィリア！　大丈夫？　アヴィリア！」

　お姉ちゃんが必死に呼びかける声と、頭にじんじんと響く痛み。ほどなくして視界に色が戻ります。

「……あれ？」

　何が起こったのかを理解するまで少し時間を要しました。頭の中でじわりと血が巡る感覚がしました。どうやら貧血で倒れてしまったようです。

「……これは一体」

　しかし驚くべきは貧血で倒れてしまったことよりも、今、わたしの視線の先にはお姉ちゃんの顔があり、そして頭は温かい感触と優しい匂いで包まれており、要するにお姉ちゃんに膝枕ひざまくらをされているという事実に他ならないのです。

　ここは天国？

「わたし死んだのですか……？」

「ちゃんと生きてるわよ」

　よしよし、とぶつけたばかりの頭が撫でられます。幸せすぎるのですがやっぱりわたし死んだのですか……？

「ごめんね。私たちがいっぱい血を吸ってしまったから……」

　申し訳なさそうにシンシアさんが小さなパペット二つと一緒にぺこりと首こうべを垂れました。

　天国に連れていかれそうだったわたしの意識がシンシアさんの声によって呼び戻されます。

「いえ、気にしないでください。わたしがああしなければ悪い人たちを捕まえることができませんでした」

　きりっ、と真面目な表情をお姉ちゃんのお膝の上で浮かべるわたし。

「……君たち、なかなか格好よかったよ。ありがとう」

　シンシアさんはパペットを取り外してこちらに手を差し出します。「ここ最近、まともな人間となかなか会えてなかったから、少し感動したよ」

　そんなシンシアさんの手を取りながらもわたしはここぞとばかりにしたり顔を浮かべながら言いました。

「困っている人がいたら助けるのが旅人の務めなのです」

　ですよねお姉ちゃん？　とわたしがしたり顔を浮かべたままお姉ちゃんに視線を傾けると、にこりと笑ったままお姉ちゃんが再びわたしの頭を撫でました。天国がここにある……。

「困っている人がいたら助けるのが旅人の務め、ね……なるほど。そういうもんなんだ」

　シンシアさんは昔を懐かしむような遠い目でわたしの言葉を繰り返すと、くすりと笑いました。何がおかしいのか分かりませんでしたが、探偵というのはおかしくなくても大体笑っているものなので笑みの意味を深く考える必要もないでしょう。

　お礼の言葉を貰えただけでもわたしは満足です。

「ありがとうございます、お客様！　男たちに占領された時には一体どうなることかと──」

　悪いことをした男たちがすべて縄で縛られたことにより他のお客さんや店員さんたちも自由を取り戻しました。

　わたしたちに駆け寄ってくれたのはやはりホスピタリティの高い受付さん。何度も何度も彼女はわたしたち四人に頭を下げていました。

「何かお礼をさせてはいただけませんか」

　するとすぐさまオロネラさんは得意げな表情で指をぱちんと鳴らします。

「じゃあ私は新鮮な血を所望しょもうしようかな」

　ちょっとお口直しが必要だからね──と。

　受付さんはオロネラさんに対して「かしこまりました」と頷くと、レストランのシェフに「裏メニューをお出しして」と耳打ちをしていました。そういえばこのお店では生のお肉を裏メニューとして出していると言っていましたね。

　ほどなくして、受付さんはわたしたちの元にも訪れます。

　ご丁寧ていねいにその場に腰を下ろして、お姉ちゃんと視線の高さを合わせながら、オロネラさんたちと同様にお礼をさせてほしいと語りました。

「お礼、ですか」

　お姉ちゃんはその言葉を嚙み砕くように繰り返します。

「はい。料理でもお金でも、何でも好きなものをお申し付けください。是非こちらでご用意させていただきます」

「だってさ、どうする？　アヴィリア」

　お姉ちゃんの視線がわたしの元へと注がれます。

　困りましたね。

　お姉ちゃんのお膝の上で、優しく撫でられながらくすりと笑って答えるのでした。

「もう十分すぎるくらいに貰っているのです」





○






　その日はそれから遅めの晩餐会ばんさんかいが開かれました。

　押し入った男たちによってお店が滅茶苦茶にされてしまいましたから、一人ひとりに注文を聞いてゆっくり料理を作る余裕がなかったのです。

　結局ビュッフェ形式で料理を作って客も従業員も関係なく全員で食べることとなりました。

　非常事態故に客も従業員も体面を気にする気力がなかったのです。結果としてそこそこ自由な時間を過ごすこととなりました。

「ほら、アヴィリア。もっとお肉を食べて」お姉ちゃんがわたしのお皿にお肉を盛りつけます。もりもりもりもり盛りつけます。「さあさあどうぞ。たんと食べて」

「多いのですけど」

「血を失った分いっぱい食べないと」

「こんなにいらないのですけど……」

「つべこべ言わずに食べる」

　せっせとわたしのお皿がお肉だらけになりました。

　席につけば吸血鬼の姉妹さんがわたしたちの向かい側でローストビーフをもぐもぐしていました。曰く「血はもう十分飲んだんだけど不味い血ばかりだったから口直しにいい肉が食べたい」とのことでした。

　はてどこで飲んだのですかと尋ねようと思ったのですが、ちらりとお店の隅すみっこに目をやると黒ずくめの男の方々がもれなく青い顔をされていました。なるほど聞くまでもないですね。

　オロネラさんは語ります。

「年頃の男の血は好みじゃないんだけどね……これから長い距離を飛ぶことになるだろうし、贅沢ぜいたくは言ってられないからね」

　そういえばお二人とゆっくりと腰を据すえて話すのはこれが初めてかもしれません。

　シンシアさんがお部屋に来た時も軽くお話をしてくれましたが、二人はこれから実家に帰るところだといいます。

「まあ夜が明ける頃には家に着いているだろうね」

　オロネラさん曰く二人の故郷はここからさほど遠くはない距離にあるそうです。「名残なごり惜しいけど、これが最後の晩餐かな」

　その隣でシンシアさんが静かにもぐもぐとお肉を食べています。

「ううっ……美味しい……」

　元々は外の世界に憧れてやってきたシンシアさんにとって実家への帰郷は本意ではないのでしょう。「あいつらさえいなければもっと外の世界で遊べたのに……」

　故に男たちへと注がれる視線はまあまあ鋭するどいものでした。

　曰くお二人のお母様は外の世界は危ないから行かないほうがいいと止めていたそうです。

　止めていた理由がようやく分かったということなのでしょう。

「ここ最近はろくでもないことばかりだったよ」

　遠い過去を懐なつかかしむようにオロネラさんはため息交じりに話します。

　国から国を渡る度に黒ずくめの男たちや、吸血鬼という種の特殊さに惹かれた者たちに追われる日々。気の休まる日は少なかったと言います。

「じゃあこうしてゆっくりご飯を食べるのも久々ひさびさなの？」

　お姉ちゃんが尋ねると、オロネラさんは「そうだね」と笑います。

「だから最後の最後になってちょっと惜しくなったよ」

　母の言う通り、外の世界はろくでもない場所だった。帰郷の道のりは失望ばかりの日々だったそうです。結局人間なんてろくでもない奴ばかりなのかとため息ばかりの日々だったそうです。だからこそ今日食べたお料理は美味しいと彼女は言いました。

「名残惜しいな……。できればもうちょっと味わっていきたかったな」

　ふふふとオロネラさんは笑いました。おやおや？　なんだかわたしに視線が注がれている気がしますね？

「そうだねぇ……美味しかったなぁ……」

　妹のシンシアさんもお肉を食べながらなぜか物欲しそうな視線をわたしに注ぎます。あれあれ？　なんだか風向きが変わってきましたね？

「ちょっと。うちの妹の血はもうあげないから」

　獲物を狙う肉食動物のような視線二つからわたしを遮さえぎり守るお姉ちゃんでした。わたしはきゅんとしました。

「あはは、冗談だよ。助けてもらったのにそんな恩知らずなことはしないって」

　とオロネラさん。

　目が笑っていない気がしますけれども……。

「名残惜しいって話に噓はないよ。元々は妹を実家に帰すために渋々しぶしぶ出てきた世界だったけれども、近頃はろくでもない人ばかりに会っていたけれども」

　でも、いい出会いも外の世界にはあったからね──とオロネラさんは、視線を再びわたしに注ぎます。

　そうして二人は共に笑います。

　それはそれはとても無邪気むじゃきで穏やかで、吸血鬼らしさなど微塵みじんもない、ただの姉妹のようにわたしには見えたのです。
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「ああー……もう面倒くさいよぉ……」

　実家に戻ったシンシアを待っていたのは退屈な毎日だった。

　勝手に家を飛び出した娘に対して母親はこれからの自由をしばらく制限することに決めた。そうでないと勝手に家から出ていくから。

　ついでに家畜かちくの世話の仕事も課した。外の世界に憧れるのは憧れるだけの暇な時間があるせいだから。

「仕事で忙しければ外への憧れもなくなるってわけね……ははぁなるほど。お母さんも考えたね……」

　ふむふむ……と頷くのはオロネラ。

「いや感心してる場合なのお姉ちゃん。私たちの自由がなくなったんだけど。怒りの声を上げるべきだとは思わないのかな」

「私が怒りの声を上げるとしたら妹の愚行ぐこうに対してなんだけど」

　元々オロネラはシンシアを連れ戻すために故郷から渋々出ていっただけだった。

　正しい仕事をして実家に帰ってきたというのに、母親から告げられたのは妹の隣で家畜の世話にまみれる日々。

「なんで私まで家畜のお世話……？」

　納得できるかと言われれば首を傾げてしまう。

　そんな姉に対してシンシアは鼻を鳴らしながら肩をすくめる。

「いやお姉ちゃんも散々楽しんだんだから同罪でしょうに」

「でも私ちゃんと仕事したし。そして今も妹よりちゃんと仕事してるし」

　元来親の言いつけをそれなりに守る素直すなおなオロネラは、不平等な扱いに不満を漏らしながらも結局てきぱきと仕事をこなしていた。

「まあ細かいことは置いといて、お姉ちゃん。仕事終わったら暇？」

「暇だけど」

「じゃあ今日もやろうか」

「私が暇じゃなくても無理やり誘ってくるくせに……」

　肩をすくめながらもオロネラは拒こばむことはなかった。内心それなりに楽しんでいるからだ。

　午後の予定が決まればその後の仕事は驚くほど早く終わった。互いに口にはしないものの、故郷に帰ってからの楽しみの一つになっていたからだ。

　荷物を片付けて二人は揃って家を出る。夕方までに帰ると親には伝えておいて、その手にパペットをそれぞれ嵌めて歩いた。

　そうして辿り着いたのは近所の託児所たくじしょだった。

「出た！　オロネラとシンシアだ！」「おせーよ！」「おねーちゃん、またあの話して！」

　子どもたちが二人の顔を見るなり集まる。

　外の世界を知らない子どもたちにとって二人は憧れの的だった。

「ははは待たせたね！　パペット探偵さんだよ」

　シンシアは両手にパペットを嵌めたまま胸を張る。いい気分だった。ぞくぞくした。

「じゃあ今日は白髪はくはつの旅人姉妹の話をしようか」

　その隣でオロネラも手にパペットを嵌め、慣れない手つきでお人形を動かした。

　白い髪をしたお人形二つだった。

「いいかい？　君たち。外の世界には怖こわい人がたくさんいて──でも、たまにいい人もいる」

　それはどこかで会ったことがある旅人姉妹と瓜うり二つのお人形が悪い黒ずくめの男たちを倒して、哀あわれな吸血鬼を助ける冒険ぼうけん譚たんだった。

　故郷に帰ったばかりの二人はしばらく旅に出ることはない。

　代わりに両手で、小さな人形を操って、子どもたちに語ってみせた。

　外の世界は幼い頃に祖父そふが語ってくれた世界よりもよほど悪い人の多い世界だった。吸血鬼というだけで命を狙われることもあった。

　けれど酷い世界ではなかった。ただ故郷よりも世界が自由なだけだった。

　二人は旅路で出会ってきた旅人たちの話をした。

　それは旅の途中で探偵の助手をしてくれた灰色の髪の魔女だったり、もしくは今しがた語っているような、白髪の姉妹の話だったり。

　いいことも悪いことも、二人は子どもたちに語ってみせた。

　話題はしばらく尽つきることはなさそうだった。

　面白い物語に飢うえた時、また旅に出よう。

　夢見る子どもたちと同じように目を輝かせながら、シンシアとオロネラはパペットで物語を紡つむいでいった。
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投書とうしょ係　イレイナさん






　魔法統括とうかつ協会で『魔法にまつわるお困こまりごと募集！』のお仕事を始めて早くも三日が経たとうとしています。

　勤勉きんべんで真面目まじめでお仕事大好きで困っている人を黙だまって見過ごせないお人ひと好よしな魔女こと私は今日も死人のような顔をしながら魔法統括協会に赴おもむき机つくえと向き合いました。早くお仕事終わらないかな。

　私の目の前にはいつまで経っても消えることのない投書の山。数日前にノリでお仕事を始めた頃の私にこの事態を予見できたことでしょうか。

　見ず知らずの人たちの悩みに答える前に私の目の前の山を片付ける方法をご教示きょうじ願いたいくらいです。だれかたすけて。

　いっそのこと仕事を放り投げて逃げてしまおうかとも考えたりもするのですが、しかし此度こたびのお仕事相手は魔法統括協会。魔法使いであれば縁えんは切りたくとも切れない組織です。喧嘩けんかを売る相手としては不適切でしょう。

　よって今の私に残された道は目の前に積まれた投書の山と向き合う以外にないのです。

　短期のお仕事の募集を受けたのは不幸中の幸いともいえますね。長期間のお仕事であればいずれ精神をすり減らしてグレていたかもしれません。

　終わりがあるからこそ、仕事にも精が出るというものです。

　ひとまず今日も渋々しぶしぶ仕事と向き合うとしましょう。

「では今日のお便たよりをひとつ」

　私は山の中から投書を一つ無造作むぞうさに抜き取り、封ふうを切りました。「……ふむ？」

　直後に少し眉根まゆねを上げる私でした。

　本日の相談者はなんと魔法統括協会に所属する魔女見習いの女の子からでした。

　字体が可愛かわいいので恐おそらく可愛い子に違いありません。声のトーンを普段より一段階ほど上げて読み上げてみましょう。

「はじめまして！　私、魔法統括協会所属のＭっていいます！　あ、Ｍっていうのはペンネームで、本当の名前じゃないんですけどっ、この投書って本名じゃなくても大丈夫ですかっ？　ちょっと私、魔法使いにしては珍めずらしい名前っていうか、名前で出身がバレ」めんどくさいので割愛かつあいしますがＭさんからのお悩み相談だそうです。「それで、相談っていうのは……」

　長々ながながと前置きを書いた割に彼女のお悩みはとても簡潔かんけつ明瞭めいりょうなものでした。

　読み上げましょう。

「大好きなお姉ちゃんに対して日頃の感謝を込めてプレゼントを贈おくろうと思います。何かいいものはありますか？」

　ふむふむ、なるほど。

　可愛らしい悩みではないですか。美しい姉妹しまい愛を感じますね。

　私は心を込めてМさんのためにペンをとります。





相談者　Мさん






『あなたのような妹さんに愛されてお姉さんは幸せ者ですね。あなたの愛情が籠こもった物であれば何でも喜んでくれると思いますよ。物をとりあえずひたすら贈ってあげましょう。きっとお姉さんはありのままのあなたを受け入れてくれるはずです。プレゼントをした結果、是非教えてくださいね。ふぁっきゅー』

　恋愛なんてしたことないけれど、きっと好きな人からの手紙を待ち望む気持ちはこんなものなのかもしれないと思った。

　近くの国の魔法統括協会にお悩み相談を受け付ける部署ができたと風の噂うわさで聞いて以来、いてもたってもいられなくなった私はペンをとって一筆いっぴつ送った。

　もちろんミナという名前は伏ふせておいた。姉に対する相談をしたなんて誰かに知られたら恥はずかしいもの。

　そして投函とうかんから三日ほどそわそわしたのち、ようやく今日になって協会支部の私のデスクに例の手紙の返事が届いていたのだ。

　締しめの言葉が謎なぞだけれど、真摯しんしに悩みに答えてくれている。どこの誰とも知らない相手だけれど、秘密を共有できる相手ができたことは素直すなおに嬉うれしかった。

「私の愛情が籠もった物なら何でも……か」

　嬉しい。

　私は手紙を両手でつまみながら、浮かび上がった笑みが誰にも見えないように口に寄せた。

　名前も知らない投書係が綴つづった手紙からは、ほのかに甘い香りが漂ただよい胸が高鳴る。

　これは私の相談を受けてくれた投書係さんの匂におい……？

「いい匂い……」

　瞳ひとみを閉じる。顔も知らない投書係さんが空想の向こうで私を応援してくれている気がした──。





投書係　イレイナさん






「もぐもぐもぐもぐ……」

　大体この仕事をやってる最中は甘い物をとることが多くなりました。やはりデスクワークには甘い物が必要不可欠だと思うのです。

　匂い付いちゃうからやめなさいと他の投書係さんに釘くぎを刺されるので食べる時は頰ほおに物を詰つめる齧歯げっし類るいのようにこそこそしてますけど。

「……あ、そういえば」

　今日もいつものように山のような投書の数々を処理する日々の中にいたのですけれど、私はふと、唐突とうとつに、数日前に相談を受け付けたМさんのその後が気がかりになりました。

　テーブルを見れば返事を書いている最中の投書。あとドーナツからこぼれ落ちた粉雪こなゆきのようなシュガー。

　そうですね、数日前もこんな風にシュガードーナツを食べて便箋びんせんを汚よごしましたね……。

　とはいえドーナツのせいで思い出したわけではございません。

　今しがた読んでいる便箋に気になる記述きじゅつがあったのです。

　それは相談者Ｓさんという方からのお便りでした。

　曰いわく。

「こんにちはっ！　ぼくの名前はＳ！　あ、Ｓっていってももちろん本名じゃないんですけど、実はちょっと本名は魔法使いにしては変わっているというか地元がバレ」はいもうこの書き出し方でなんとなく見覚えしかなかったのですが問題はこの長々とした興味のない話の後。

　本題の部分です。

　このように書かれていました。

「実はここ最近、妹の様子がおかしいので、是非相談を聞いていただきたいのですけれど──」





相談者　Ｓさん






「投書係さん、お願いします……！」

　ある日、ぼくは深呼吸したのちにポストにお手紙をえいやっ、と投函とうかんし、それからしばし祈りを捧ささげます。遠距離恋愛している子が想い人にお手紙を送る時もひょっとしたらこんな気分なのかもしれませんね。

　それはともかくなぜぼくが手紙を書いているのかをまずは語らなければならないでしょう。

「お願いです、投書係さん……！」

　事ことの発端ほったんは今から数日前のことです。

「妹の異変をどうにかしてください……！」

　妹のミナの様子がちょっとおかしくなったのです。




　ぼくは魔法統括協会に身を置く人間でありながら旅人なので、基本的には一つの場所に長く滞在たいざいすることはないのですけれど、ここ最近は一つの国に長期滞在をしていました。

　ミナもその国に滞在しているので、まあ姉妹ですし必然的に一緒にご飯はんに行ったり、近況報告をし合うような場面もそれなりにあるのですけれど。

　ある日、ミナがぼくに尋たずねてきました。

「ふふふ。ねえ姉さん」

「なに？」

「姉さんはどんな私が好き？」

「何そのヤバさしか感じない質問」

　どんな私が好き？　って聞かないミナが好きだな……。

　そしてこの日の会話からちょいちょいおかしな言動が顔を覗のぞかせるようになったのです。

　たとえばミナと一緒にご飯を食べに行った時のことです。

　ミナは席につくなりパスタ二人分を注文したのです。ぼくも別の料理を注文したので、てっきり一人で二人分食べるのかなぁと感じていたんですけど、いっぱい食べるようになったんだなぁとお姉ちゃんながらに妹の胃袋いぶくろの成長の逞たくましさに感心と心配をしたくらいなんですけど。

「姉さん。これあげる」

　料理がテーブルに置かれるなりミナはぼくにパスタを一つ寄こしたんです！

　なぜでしょう？　不可解ですよね。ぼくも当然聞きました。するとミナは面倒めんどうくさそうに顔を背そむけながら、

「私、べつにこんな量いらないし」

　などと答えたのです。もうこの時点で意味の分からなさを通り越して恐怖を感じているわけですが、妹の不可解な行動はこれだけにとどまりません。むしろこれは始まりに過ぎません。

「姉さん。これあげるわ」

　ある日のミナは余っているからとお洒落しゃれな服を大量にぼくに送ってきました。これは遠回しにもっとまともな格好かっこうをしろというお達しでしょうか？　失敬しっけいですね！

「あとこれもあげるわ」

　別の日には大量の本を渡されました。もっと勉強しろということでしょうか。ますます失敬ですね！

「これもあげる」

　そしてしまいには現金を手渡してくる始末しまつ。

「ふふふ……」

　しかもそのうえ笑っている始末。

　もう怖こわいよ！

　一体何がしたいのかまるで見当もつかないのでただただ恐怖しかありませんでした。しかも与えられたものは律儀りちぎに全部受け取ってしまっていたので、後になって「私があげた分、ちゃんと奉仕ほうししなさいよね」なんて言われたらどうしようと震ふるえる日々を過ごしました。

　しかしある日、ぼくはミナの目的にはたと気づいたのです。

　その日は確か一緒いっしょにお散歩している時にミナから「姉さんには私が持ってる物を全部あげたいの」という物理的にも心情的にも重たくて仕方ない台詞せりふをさらりと吐はかれた直後のことです。

　持ってる物を、全部あげる──ここでぼくはピンときたわけです。

　ミナが近頃やっていること……それは！

　終活しゅうかつなのではないかと！

『終活というのは要するに自らの死期が近づいた者の身辺整理のことでして、立つ鳥跡あとを濁にごさずという言葉がある通り、後に残された人々が困らないためにするお荷物整理のことなのです。故にぼくは妹のＭの一連の行動から終活らしき雰囲気ふんいきを感じ取ったのです。妹は当然ながらまだ若いですし、病気にかかっている雰囲気もないのに、なぜ……！』

　このまま物を与えられすぎてミナがどこかへ消えてしまうような気さえしてきたのです。

　だからぼくは嘆なげき悲しみ焦あせりにまみれて投書を送り付けたのです。ぼく一人では到底とうてい抱えきれなさそうな問題を問題解決のエキスパートさんに投げかけることにしたのです。

　そうして祈るような気持ちで投書を送り付けてから数日が経った頃でした。

　お返事が来たのです。

『多分それ終活じゃないですね』

　便箋には綺麗きれいな文字が綴られていました。『考えが飛躍ひやくしすぎなんですよ。うっかりさん』

　こらこら、と諫いさめるような言葉がまずは手紙の冒頭ぼうとうに綴られていました。

　ええー？　ほんとですかー？

　じゃあ妹の最近の不可解な行動は一体何だというのですか！

　教えて投書係さん！

『きっと妹さんは真面目なあまり色々なことに悩んでおられるのでしょう。こんな時は黙って抱きしめてあげましょう。今の妹さんに必要なのは、大事な姉からの無償むしょうの愛です。あなたの愛で妹さんを優しく包み込んで差し上げなさい。ふぁっきゅー』

　結むすびの言葉がちょっと意味分かんなかったですけどともかく妹を抱けばいいわけですね。

　分かりました。じゃあちょっと妹を抱いてきます。

　あ、間違えました。妹を抱きしめてきます！


「…………」







相談者　Ｍさん






　ある日、私がいつものように姉さんに物を献上けんじょうしていた時のことだった。

「ミナっ！」姉さんは突然私に抱き着いてきたのだ。

「きゃっ」あまりに唐突な出来事に普段上げないような声を上げて私はよろめく。そんな私が倒れないように姉さんは強く抱きしめた。

　これは一体何事なの……？

　困惑こんわくする私に対して姉さんは耳元で囁ささやく。

「いいんだよ、ミナ……」

　いつものミナでいいんだよ、無理にプレゼントなんてくれなくてもいいんだよ──そんな言葉を姉さんは耳元で囁く。確かそんなことを言っていたような気がするけれど私の頭の中は抱きしめられた時点でどこか遠くへ飛んでいるので記憶は定かじゃない。

　ともあれ私の日頃の努力が報われた気がした。

　私の気持ちは姉さんに伝わっていたらしい。

「ぼくは何があってもミナの味方だからね」

　よしよし、と姉さんは私の頭を優しく撫なでる。

　私は今なら死んでもいいなと思った。

「ミナ、死んだら駄目だよ……？」

　やだ、私たち、心が通じ合ってる……？

　ひょっとして私のことは全部お見通しということ？　それはそれで困るけれど……。

　胸の高鳴りまで聞かれたらどうしよう。

　私は密着した身体を離そうと両腕に力を込める。直後に姉さんがより強く抱きしめてきた。もう今日が命日めいにちでもいいや。

「死んだらだめだよ、ミナ」

　私を殺そうとしているのはあなたです姉さん。

　耳元で囁かれる度に私の頭の中が馬鹿ばかになっていく気がした。

「あとミナがいなくなったらぼくとっても悲しいんだからね。そんな簡単にぼくの前からいなくなるようなことしないでよ」

　一生一緒にいていいの？

「ミナ……」

「姉さん……」はわわ、と口元が緩ゆるむのを堪こらえてようやく声を絞り出す。

　そうしてようやく私は姉さんの拘束から解放された。少々物足りなさはあるけれど、あのままずっと抱かれ続けていたら私は溶とけて死んでいたかもしれない。

　いつもよりも近い距離にいる姉さんはにこりと私に微笑ほほえむ。

　そして語った。

「何の本に影響されたか知らないけど、終活なんてまだ早いってば」


　…………。



　終活って何？





投書係　イレイナさん






　ある日、いつものように投書係として真面目にドーナツ食べながらお仕事をこなしていると、以前相談に乗って差し上げた相談者Ｓさんから感謝のお手紙が届きました。

　曰くどうやら妹さんを抱きしめたところ本当に妹さんのおかしな行動はぴたりとやんだようで、的確な指示を出してくれた私に対する気持ちとして感謝の言葉とお金が送られました。

『ぼくは終活のつもりで妹が物をくれるのだとばかり思っていたんですけど、やっぱり投書係さんの言う通り違ったみたいです』

　Ｓさん曰く、抱きしめたあとに誤解が解けたそうで、妹さんは日頃の感謝のつもりで物を贈っていたことが判明したそうです。

　曰くどこかの国の魔法統括協会へとお手紙で相談を投げかけたのだとか。

　まあなんと優秀で的確なアドバイスをする投書係でしょう？

『まったく……何でもいいからとりあえず物を渡せなんて酷ひどいアドバイスですよね。無言で物とかお金を贈られたほうは意図いとが分からないから怖くて仕方ないのに。はーやれやれ。妹の相談を受けた投書係はとんだポンコツと言わざるを得ませんね』


　…………。



　ほうほう。そうですか、ポンコツですか。

『あ、でもあなたの対応は最高でしたよ！　なんだかぼくのお知り合いの人みたいないい感じのアドバイスでした。ありがとうございます。ちょっと毒どくのあるところとかも最高でしたね。えへへ』

　妹を抱きしめておきながら投書係にデレデレするとは何事ですかと皮肉ひにくの一つでも返して差し上げたくなりましたが、同封どうふうされていたお金がまあまあの金額だったので私は毒を呑み込みます。甘いお味がしたのはきっと毒と一緒にドーナツも飲み込んだからでしょう。

　そもそも姉妹二人の相談をそれぞれ担当したのですからこの結末はどちらかといえば予定調和という印象のほうが強いのですけれども──。

「まあ、とりあえず解決したのですからよしとしましょう……」

　私は投書に返事を書くことはせず、貰った手紙を仕舞ったのでした。

　それからほどなくして、妹さんのＭさんからも投書が届きました。

　Ｍさんといえば少々テンションのおかしな文章を書いてくる人でしたね。

　一体どんな感謝の言葉が綴られているのでしょう？　好奇心に誘われるままに私は投書の封を切りました。


「…………？」



　ところが若干じゃっかん重たい封筒ふうとうの中には手紙は入っていませんでした。おかしいですね？　何かが入っている感触はあるのですけれども……。

　私は手のひらの上で試しに封筒を「えいっ」とひっくり返してみました。

　ころん、と私の手のひらに硬貨こうかが落ちました。

　以上。

　封筒を覗き込んでも息を吹きかけてみても何度振ってみても、中に入っているのはそれだけ。

　お金のみ。

　要するにМさんは無言でお金を送りつけてきたというわけですね。


　…………。



「こわ……」

　なかなか重たい感謝の気持ちを贈られたお姉さんの気持ちを、私はこうして身をもって知るのでした。
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　大きな大きな壁かべに囲まれた古い国。

　壁の国。

　大昔はエルフだけの排他はいた的てきな国。そして今はありとあらゆる種族が寄せ集まる素敵すてきな国。……なんていわれている大きな国です。

　緊張きんちょうが少しでも紛まぎれるように私は大きく深呼吸しました。

　小心者しょうしんものの私としてはいつだって入国審査はどきどきです。門をくぐる時に挙動きょどう不審ふしんになったらどうしよう。変な子だと思われたらどうしよう。

　それと子どもと思われたらどうしよう。子どもと思われたら本当にどうしよう。そしてなにより子どもと思われたらどうしよう。大事なことは三回繰り返しましょうね。

　第一印象というのは大事なのです。

　ドレスコードとかあったらどうしましょう……。

　国の門は私を迎えるように「さあどうぞ？」などといったお顔で立っていますけれど、いえいえこの優しさに騙だまされてはいけません。このように両手を広げてにこやかに迎え入れてくれる国は大抵、私のような外見の者をただの子どもと判断してちょっと見くびった対応をするものなのです。私はそれがとっても我慢がまんなりません。

　舐なめられないようにしなければ。

　こういうのは初対面が大事です。

　まずは入国の前に身だしなみをちょちょいと整えましょう。

　私は鏡かがみを取り出し、自らの姿を確認しました。珊瑚さんご色いろの髪かみに乱れなし。今日も可愛かわいい。金色の瞳ひとみ。今日もちょっと濁にごってる。着込んでいるのは魔法使いのローブ。ほつれや汚れは見当たりません。強いていうなら齢よわい大体百歳にしてはちょっと格好が派手はでなことくらいですが、これはちんちくりんな見た目に合わせて着ている物なので致し方ないでしょう。

　それから荷物もチェックしました。最低限の旅の荷物に、着替えに、お金、それから大事なメモを一つ。いつもの見慣れた物しか私の周りにはありません。

　つまり何も問題なし、ということですね。


「…………」



　私はそれから胸を張り。

　どどんっ、と門の前に立ちました。その顔は「むむっ」と口を結び、きりっと眉まゆを寄せていました。とても自然に門の前に立ってしまったことに我ながら惚ほれ惚ぼれとしてしまいますね。

　私に気づいた門兵さんが私のほうへと歩み寄ります。

　見た目から年齢はおよそ二十代半ばと推察すいさつされます。

　さあ紳士的な対応を見せてもらおうじゃないの、坊ぼうや。

「やあようこそ壁の国へ！　君、お名前は？」

　門兵さんは子どもに接するように少し屈かがんで尋たずねました。

　身長的にも顔立ち的にも多分子どもだと思われているのでしょう。完全敗北。やはり親切な国は駄目だめですね。人を見た目で判断するとはなんたる愚行ぐこう！

　ここは大人としてびしっと言ってやらないといけませんね！

　私は手を挙あげてびしっと言いました。

「はいっ、マトリシカちゃんです！」

　あーっ！

　自身の名前にちゃんをつける変な癖くせがここで災わざわいしました。お名前を尋ねられて挙手きょしゅして元気に答えたらもうそれは中身が何歳であろうと子どもの受け答えでしかないのです。

　私は自身の失態しったいに失望しつぼうしました。もうこの国に入りたくないなぁと心から思ったほどです。

「はははっ。マトリシカちゃん、ね。元気だね。何歳だい？」


「…………！」



　しかしここで思わぬ挽回ばんかいのチャンスが到来とうらいしました。お歳を尋ねられてしまいましたね。ここはもう大人としての威厳いげんを発揮する大チャンスではないでしょうか。

　私の実年齢を聞けば門兵さんも態度を改め、「失礼しました……！　まさかそんなご高齢こうれいたとは……！　そのお歳でなんという若さだ……！」と驚愕きょうがくしてその場に跪ひざまずくはずです。

　私は門兵さんの後頭部を見下ろす準備をしながら言いました。

「百歳ですっ」

　ちなみに、大体百歳というだけで実年齢は私にもよく分かりません。五十を超えたあたりで自分の年齢に興味がなくなってしまいましてね……。

　まあでもいいでしょう！　二十代そこそこの若者からすれば年上であれば五歳上であろうと八十歳年上であろうと些末さまつなこと。敬うやまう対象であることに違いはないのです。

　さあ、今度こそ紳士的な対応を見せてもらおうじゃないの、坊や。

「お、百歳なんだ。若いねぇ。ちなみに僕は四百歳だよ。実は今日が誕生日なんだ」


　ぬぎゃーっ！



「……そ、そうなんですか。おめでとうございます……」

　私は百歳ごときで胸を張ったことが恥ずかしくなりました。そして五十歳を超えた段階で自分の歳に興味がなくなったなどという話を自慢じまんげに披露ひろうしていたことも恥ずかしくなりました。世の中上には上がいるということですね……。

　人を見た目で判断してはなりません。改めて強く思う私でした。

「ははは。ありがとう。さ、入国審査は以上で大丈夫だよ。どうぞ」

「いいのですか？」

　持ち物検査とか、そういうのはないのでしょうか？　私が首を傾かしげると、門兵さんはまたしても「ははは」と笑いながら言いました。

「ああ、三十分くらい前からずっと門の前で自分の持ち物とかを確認している様子を見ていたからね。不審物ふしんぶつがないことくらいは知ってるよ」


　…………。




　ぬぎゃーっ！







○






　思わぬ辱はずかしめを受けながらも門を通り過ぎた私は、ここで大事なメモを開きました。

　少し前に出会った灰はいの魔女イレイナさんに手渡されたこのメモには、魔女ナターシャというとってもご長寿ちょうじゅでとっても博識はくしきな女性の住所が記載されています。

　四百年生きている彼女ならば、私のこの体質に関して何らかの知識を持っているかもしれないとのお話でした。

「お姉さん、こちらのお菓子かしをどーぞ！」「うちで作ったの！　食べて食べてー！」

　街を歩いていると、耳の長い種族の子ども二人がお菓子を配っていました。

「ええー？　いいんですかぁ？」

　私のことをお姉さんと呼んでくれたことが嬉うれしくてお二人からお菓子をいただき頰ほお張ばります。甘い味がお口にジワリと広がり幸せ気分。

　この国は色々な種族の人々が集まる少し特殊な国のように見受けられました。

「おほほ。知っていて？　こちらの国はいかなる種族の人々も受け入れていますのよ」

　通りを歩いていると物知りそうなお嬢じょう様さまが男性たちに語りかけていました。

「さすがは博識だぁ……」「博識すぎて言葉も出んな……」「お見事な知識ですお嬢様！」「お嬢様のような方も受け入れていただける素敵な国というわけですね」「ちょっと待てそれどういう意味だお嬢様に喧嘩けんか売ってんのか」

　取り巻きの人々が感嘆かんたんする真横を私はふらりと通り過ぎます。

　確かに歩けば歩くほど多様な種族がここにはいるように思えます。

　例えば今私にお菓子をくれたのはエルフの女の子たちでしょうし。通りを歩いている人々は角つのを生はやした獣人だったり、コウモリのような羽を生やした魔族だったり、もしくはただの人だったり、魔法使いであったり、多種多様。

　けれど互いの違いを意識しているような雰囲気ふんいきは見受けられません。

　この国では種族によらず誰もが等しくただの人でしかないようです。

　こんな素敵な国に住んでいる魔女さんなのですからきっと素敵な人に違いありません。俄然がぜん期待も高まるものです。

　というわけでるんるん気分で街を歩く私でした。

　ひょっとしたらこの街で見つかるかもしれません。

　私の身体の治し方。

　どんな病に罹かかっても、首を括くくっても、どれだけ血を流しても、どれだけ時が経たっても、決して息絶えることのない、不死身ふじみの命の治し方を──。

「いたっ！」

　歩きながら真面目なことに思考を巡めぐらせていたからでしょうか。近づく人に気づけなかったようです。

　どすん、と私の頭が何か硬かたいモノにぶつかりました。

　痛むおでこを反射的に押さえつつ顔を上げると、背の高い女性の姿があります。どうやら彼女とぶつかってしまったようです。


「…………」



　私を見下ろすその目は冷淡れいたんそのもの。髪は青白く、瞳は金色。お洒落しゃれな格好に身を包んでいました。

　多分年下でしょうけれどもぶつかったのは私です。ごめんなさいをしなければなりませんね。

　私は幼く見えるというアドバンテージを最大限に生かしつつ瞳に涙を浮かべながらごめんなさいすることに決めました。

「ご、ごめんなさ──」

「ああん？」

　じろりと青白い髪の女性が私を睨にらみました。もう忘れてしまったのですか、私！　この国は多種多様な種族がいる国！　つまりこれは言い換えると子どものような外見だろうと容赦ようしゃがないということではないでしょうか。

　青白い髪の女性はびくびくする私の肩にぽんっ、と手を置きました。


　ぎゃーっ！



　もぎ取られる！

「おぬし名前は？」

　このタイミングでなぜ聞くんですか？　お墓はかに刻きざむ名前を書くためですか？　私これから死ぬんですか？　でも私不死身なので墓から出てきちゃいますけど大丈夫ですか？

「えっと……ま、ままま、マトリシカちゃんです」

「そうか」クールに頷うなずく青白い髪の女性。「わらわがおぬしにピッタリな名前をつけてやろう。ちっこくて猫ねこみたいじゃからネコなんてどうじゃ？」

「はい？」名前を聞いた意味とは？

「うむっ。ではおぬしの名前は今からネコじゃ。ところでネコは今から暇か？　メンツが足りなくて困っておってのう」

「え？　いえ今からちょっと用事が……」

「そうかいいか！　ノリよいのうネコ！　おぬしさては友達多いな？」

　ひょっとしてマトリシカちゃんたちは別々の言語で喋しゃべっているのですか？

　ひとまず相手の女性は怒っていないようでしたので胸を撫なで下ろしましたが、しかし別の意味で面倒という厄介やっかいというか、少々お言葉が通じない方と衝突しょうとつしてしまったようです。

　私は困りました。

　これから魔女ナターシャの元に行かねばならないというのに。こんな人の相手をしている暇はないです！

「すみません、いまマトリシカちゃんはちょっと立て込んでいますので！」

　これにて失礼させていただきます！

　私はくるりと踵きびすを返して歩き出しました。逃げてしまえばこちらのもんです。ふっふっふ。

「ぶつかっておいてそれはないじゃろ？　のう、ネコ」

　がしっ、と先ほどより割と強めに肩を摑つかまれる私こと可哀想かわいそうなマトリシカちゃん。


「…………」




　ぬぎゃーっ！







○






　ぶつかった時点でこうなる運命は避けられなかったのでしょう。

　それからずるりずるりと私は名も知らぬ青白い髪の女性に引き摺ずられ──

「ちなみにわらわはルシェーラという。よろしくのうネコ。おぬしとは仲良くなれそうじゃから特別にルシェーラさんと呼ばせてやろう。呼ばなかったらおぬしを切り裂さく」

「ひえ……」

　何はともあれルシェーラさんに引き摺られ、それから私が辿たどり着いたのは街の広場。

　既にルシェーラさんのお友達と思おぼしき方が何名か集まっていました。

　出会ってまだ数分しか経っていませんが既に私の中でルシェーラさんのお友達という方はきっと言葉の端々はしばしに「うぃー」だとか「ヒェー」などといった奇声きせいを挟はさみ込まないと会話ができないようなタイプの方々に違いないと思っていたのですが、しかしながら広場にいたのは存外ぞんがい小綺麗こぎれいな格好をしたお淑しとやかな女性たちでした。

「もうっ。ルシェーラちゃん遅いー！」「待ちくたびれちゃったよぉ」「今日来ないのかと思っちゃった」「隣の子はどなた？　新しい舎弟しゃてい？」「かわいいー！」

　お淑やかな女性たちはその場にルシェーラさんが着くなりふわふわな雰囲気で出迎えてくれました。初対面の彼女たちに撫でられて私もまんざらではない気分です。えへへへへ。

　しかし一体彼女たちと何をするのでしょうか？

「よし、集まったな！　それではゆくぞォ！　貴様きさまら！　戦争じゃ！」

　物騒ぶっそうな言葉と共に号令ごうれいをかけるルシェーラさん。

　私は早くも帰りたさが胸の内に溢あふれ出ましたが、逆らったらそれはそれで大変な目に遭いそうでしたので素直についていくことにしました。

　ルシェーラさん含め、集まった方々の特徴から察するに綺麗な服が汚れてしまうようなことはしないはずです。

　戦争などという言葉を使っているものの、やることといえばきっと何かしらのお食事会とかそんな感じでしょう。マトリシカちゃん賢い。

「これから何を食べるんですか？」

　私はお食事会と決めてかかってルシェーラさんに尋ねました。すると彼女は「おう。おぬしにはまだ言っておらんかったのう」と笑い、

「食べるものといったら……まあ、パイじゃな」

　と言いました。

「パイ！」

　途端に気分が高揚こうようする分かりやすい私でした。

　むしろこれは無料でパイをごちそうになってラッキーなのでは？　そんなことを思いながらやはりルンルン気分。

　そしてほどなくして戦場へと私たちは着きました。

　そこはお淑やかな女性たちによくお似合にあいのお洒落なカフェ──ではなくなぜか普通の広場でした。そしてなぜか広場のあちこちに大量のパイが用意されています。あらあら？　嫌な予感がしますね？

「今日はパイ投げ大会の予行演習を行う。おぬしら。殺し合う気でかかれ」

　お淑やかな女性たちはルシェーラさんの号令に合わせてそれぞれパイを手に持ちます。あれあれ？　何をするつもりなのですか？

「おうネコ。おぬしはわらわのチームに入れ」

　ぐい、とまさしく猫ねこのように首根っこを摑まれて連行される私。これから何が行われるんですか……？　と現実と理想の落差の激しさにはわはわとする私に対してルシェーラさんは、

「パイ投げ大会じゃ。パイを投げ合って汚れなかったほうの勝ちじゃ」

　という簡潔かんけつ明瞭めいりょうかつ理解させる気皆無かいむの説明をぶん投げるのでした。そして同時にパイもぶん投げました。こうして戦争が始まったのです！

　空を舞い飛び交うクリームたっぷり白いパイ。


「ひ、ひいいっ……！」



　一体何が起こっているのかも分からずにパイが飛び交う現場で頭を抱えてしゃがみ込む私。まさに戦場を初めて経験した新米そのものではないでしょうか。

　お淑やかな女性だと思っていた方たちはパイ投げ大会が始まるや否いなやまるで投げる相手が親の仇かたきであるかのようにパイをぶつけ合います。


「ひぎゃーっ！」



　そして戦場で丸くなっていれば格好の的になるものです。私はもれなく集中砲火を浴びせられ、真っ白になりその場で倒れました。

　初心者に対する思いやりというものがこの方たちにはないのですか？

「ね、ネコおおおおおおっ！」

　無残な姿になった私を抱きかかえるルシェーラさん。

「む、むごい……！　一体誰がこんなことを」

　あなたです。


「くっ……！　おぬしの仇はわらわが必ずとる！　待っておれ！」



　そう言うあなたも的になってます。

　私たちはそれから立ち上がるとその辺にあったパイを摑んで相手チームのお淑やかな女性たちへとぶん投げました。

　花のように色とりどりの格好が、ありとあらゆる種族の彼女たちが、皆一様にクリームと笑顔で染まっていきます。

　一度べちゃべちゃになるともう色々とどうでもよくなるものです。一度投げると不思議とこちらも次第に楽しくなってしまったことも否めません。なんだかんだと言いながら私はルシェーラさんと共に戦争とやらを満喫まんきつしてしまいました。

　それからほどなくして。

　大体十分ほど投げ合った頃でしょうか。

「はいっ、予行演習終わり！　いい感じじゃな！　これなら祭りの開催は問題なさそうじゃ。では今日は解散！」

　ルシェーラさんがぱん、と手を叩たたいて終わり。女性たちもその場で穏おだやかかつお淑やかに「楽しかったねぇー」「ねぇー」などとお茶会帰りのような雰囲気で言葉を交わしながら散っていきます。クリームまみれでなければいい絵になったことでしょう。

　ともあれこれでパイ投げ大会は終わりですね！

　それでは私はこれで──

「さて、ネコ。次のイベントに行くとするかのう」

「えっ」

　ルシェーラさんはそのまま私を連行しました。あれれ？　拒否権きょひけんは？　もう解散なのではなくて？

　わけもわからずきょとんとする私に対して、ルシェーラさんはそれから爽さわやかな笑顔でとんでもないことをぬかすのでした。

「今日は夜まで祭りとイベントに出ずっぱりじゃから最後までよろしくな？」

　その一言で私は今日という一日が死ぬほど大変な一日になることを悟りました。

　まあ不死身なので死ぬことはないのですけれども。





○






　それから私はルシェーラさんの宣言通りに夜まで連れ回されることとなりました。

　しかしまずその前に、私たちの格好がクリームまみれでとてもイベントや祭りに参加できる格好ではないことはご理解いただけていると思います。ですので私は「この格好はちょっとマトリシカちゃん的にお祭りに適してない気がするんですよぉ」とそれとなくやんわりと伝えました。あわよくばその後の予定がキャンセルになればと思いました。

「次の予定は仮装かそうパーティだから大丈夫じゃ」

　ほあーん？

　それはつまり、

「ひょっとしてこの格好のままでということですか……？」

「は？　おぬしは頭が馬鹿ばかなのか？」

「無理やりパイ投げ大会に誘ってきた人に言われたくないです……」

「仮装する前に着替えるからその時シャワー浴びるに決まっとろうが」

「あ、なるほどぉ。そういうことでしたか！　じゃあ安心ですね！」

　などと胸を撫で下ろしたところで私はそもそも自身も参加する前提でお話をしていることに気づきました。ひょっとして私、期待してる……？

　それからほどなくして私たちはルシェーラさんの宣言通りに仮装パーティ会場へと訪れます。不思議なことにパーティ会場の大きなお店に着くと、それなりに非常識な格好で出向いたにもかかわらず、店員の方々はまるで私たちが訪れることを分かっていたかのようにタオルを用意しシャワーまで誘導してくれました。

　なんといい方たちなのでしょうか。私はシャワーと人の温かさで身も心もぽっかぽかでした。

　そしてシャワーから舞い戻ればお互い仮装を身にまといます。

「見よ。どうじゃ？　ネコ。ドラゴンのコスプレじゃ」

　がおー、とルシェーラさんが獲物えものを咥くわえた飼い猫のように得意げな顔で現れました。ドラゴンの仮装と言いつつ彼女の頭部はドラゴンのお口の中にすっぽり収まっています。

「それは世間一般的には着ぐるみというモノかと思いますけど……」

「細かいことはいいんじゃよ」

　いいんですか。

「しかしおぬしの仮装、なんで尻尾しっぽが二つもあるのじゃ？」

「ふっふっふ。あれれ、ご存じない感じですか？　長生きしたネコさんって尻尾が二つ生えるんですよー。にゃあ」

「でもおぬしネコじゃないじゃん」

「それ仮装している人間に言う言葉ですか？」

　仮装パーティはそれから予定通り行われました。曰くここはなりたい自分になる、がコンセプトの飲食店であるそうで、定期的に仮装パーティを開いているそうです。

　会場はその名にふさわしくありとあらゆる格好の人で溢れかえっていました。例えばお医者さんだったり、剣士さんだったり、魔法使いだったり、吸血鬼きゅうけつきらしい格好だったり、獣人らしい格好だったり。

　私はここでもまたパイが投げられるのかと身構えましたが、この飲食店では普通に美味しいお食事を満喫して終わりました。多種多様な種族が集まる国らしくお料理も多種多様。私はすっかりお食事に夢中になりました。

　この国すき……。

　仮装パーティが終わると店員さんに呼び止められました。

「あ、お客様。入店時に着ていた服、クリーニングしておきましたよ」

　このお店もすき……。

　どうやら私たちがにゃんにゃんしている間にお店の魔法使いさんがお急ぎで洗ってくれたようです。

「ありがとうございます。こんなに優しくしてもらえるなんて……マトリシカちゃん嬉しい……」

　返ってきた服はふわふわでした。

　私はまたしても人の優しさに身も心もぽっかぽか。

「ふふふ。ルシェーラさんのお連れ様ですもの。このくらい当然ですわ」

　私に答える店員さんは嬉しそうに笑ってくれていました。

　こうして私たちはお店を後にしましたが、当然ながら夜まで祭りとイベントに出ずっぱりという言葉の通り、すぐさま別の場所まで連行されました。

　次の催もよおしは街の通りを貸し切って行われました。

「わあでっかい」

　曰く神様祭りと呼ばれる催し物であるそうです。私も初めて知ったのでよく分からなかったのですが、玉座ぎょくざみたいな豪華ごうかででっかい椅子いすを大人数で担かついで移動するみたいです。

　そしてさらによく分からないのですがなぜか私とルシェーラさんがよっこいしょと玉座に乗っけられることとなりました。

　……なんでー？

　仮装パーティの会場でもそうでしたが、なんだかルシェーラさんの扱あつかわれ方が普通ではない気がするのですけれども。

「ルシェーラさんって何者なのですか？」

「わらわは神じゃ……」


「…………」



　聞いてもよく分かんなかったです。そしてよく分かんないままこの催しは終わりました。

　それからも私はあちこちを連れ回されました。

「ある村では可愛い子がぶどうをふみふみすると美味しいワインができるという催しがあるそうじゃ」

「ふみふみって何ですか？」

「それはわらわもよく分からん」

　それは例えばぶどう踏みの催しだったり。

「のうネコ。これ読んで」

「文字読めないんですか？」

「わらわは人に読ませるのが好きじゃ」

　もしくは人が読んだ古本を分け合う静かな催しだったり。

「おぬし喉のど乾かわいたと思わんか？」

「もう日が暮れてきましたし、ちょっとお腹なかも減ってきましたねぇ」

「それならおぬしにぴったりないい催しがあるぞ」

　もしくはそれは、世界のビールを飲み比べる催しだったりしました。

　多種多様様々な人が、通りにできた露店ろてんの列をゆっくりゆっくりと流れていきます。広場に辿り着くと、この催しのために用意されたベンチに腰こし掛かけた人々が笑い合う姿がありました。

　ルシェーラさんは露店で売っていた羊肉ひつじにくの串刺しをもぐもぐ食べながら、「おぬし飲みたいビールあるか？」と尋ねます。

　とはいえマトリシカちゃんって外見的には未成年ですしー。

「ごめんなさい、お酒はちょっと」

　やんわり断っておきましょう。しかしルシェーラさんは不思議そうに首を傾げます。

「おぬし酒飲めんのか？」

「うーん……いえ、飲めないっていうか……、マトリシカちゃん、こんな身なりですし」

「おぬし見かけほど若くないじゃろ」

　言われてはたと気づきました。

　周りを見渡せば子どものような外見の女の子──私が入国した時に見たエルフの女の子たちがビールをぐいぐい煽あおりつつ、仕事終わりにはやっぱこれだわ、とまるでとっくに成人を迎えている疲つかれた社会人のような言葉を漏らしていました。

　この国では外見などどうでもいいのです。

　遠慮えんりょする必要はないということでしょう。

「今日一日付き合わせた礼じゃ。これで好きなだけ買うといい」

　ルシェーラさんは私の手に金貨をぺち、と置きました。

　金貨！

「こ、こんな大金いいのですか……？」

　おててが震えました。感動です。これだけあればいくらでもいつまででも飲み食い自由じゃないですかー！

「か、神様……！」

　私はルシェーラ様に祈りを捧げました。

　既にビール二杯目に突入している我が女神ルシェーラ様は赤くなったお顔で仰おっしゃいます。

「はっはっは！　そうじゃろう、そうじゃろう。わらわを崇あがめよネコ！　わらわの言葉のすべてはこの世の真理！　わらわが触れた物はこの世で最も尊とうとい物！　わらわの身から出る物はすべてこの世界で最も清きよい物と思え！」

「ははーっ！」

　それからほどなくして神ルシェーラ様はこの世界で最も清いモノを大量にそのお口から流すことで穢けがれきった大地を浄化じょうかしました。

　要するに吐はいたってことですね。




「うええええ……きもちわるい……」

　神は死にました。

　先ほどまでの勢いは今のルシェーラさんにはありません。

　どうやらお祭り騒ぎではしゃぎすぎてしまったようです。顔をしわくちゃにしながら低身長の私に肩を預けて歩く姿は哀愁あいしゅうすら漂ただよっています。

　無茶をする若者を咎とがめるのは年長者の役割でしょう。

　私は「ちょっと私怒おこっていますよ」という雰囲気を全面に押し出しつつルシェーラさんをじとりと見つめました。

「もう……無茶な飲み方するからこういうことになるんですよ？　マトリシカちゃんがいなかったらどうするつもりだったんですか」

「ああーん？　なんじゃとぉ？　おぬし子どものくせにわらわにダメ出しするつもりかー？」

「おうちはどっちですか？」


「右ぃー……」



　はいはい、と頷き私は路地を右に折れます。「お言葉ですけどマトリシカちゃんは子どもじゃないです。こう見えても百歳なんですからね」

　どうです？　びっくりしたでしょう。

「はんっ。たった百歳か。やっぱり子どもじゃのう」

　何ですとー？

「じゃあそういうルシェーラさんは何歳なんですか」

　売り言葉には買い言葉です。私は特に意識せずルシェーラさんに年齢を尋ねていました。尋ねたあとで、しまった！　と思いました。

　この流れは……私よりも結構年上でショックを受けるパターン！

　入国時についついうっかりぬぎゃーしてしまった苦い出来事が私の脳裏のうりを過よぎります。

　またしても具体的な年齢を挙げて子ども扱いされる……！

　と思っていたのですけれども。

「あら、ルシェーラ。帰ったのね」

　どうやらルシェーラさんのおうちはすぐそこだったようです。ふらりととある民家からおばあさんが出てきて、私たちの様子を見るなりため息をつきました。

「また飲みすぎたのね、まったく……」

　ルシェーラさんの祖母そぼでしょうか？　彼女は私からルシェーラさんを引き受けると、「あなた、ルシェーラの友達？　ありがとうね、ここまで連れてきてくれて」と目を細めました。

　このおばあさんはとても親切でいい人でした。

「遅くまで付き合わせてごめんなさい。本来ならお茶でも出してもてなすところなんだけれど、時間が悪いわね……」

　慣れた手つきで流れるようにルシェーラさんを家の中まで連れていくと、すぐさま戻ってきて尋ねます。

「おうちはどの辺り？　よければ送っていきましょうか。夜更よふけに一人で出歩くのは危ないでしょうし」

　どこまでいい人なのですか……。

　傍若ぼうじゃく無人ぶじんを絵に描いたようなルシェーラさんと共に暮らしているとは思えないほどに心優しい方でした。

　しかし気持ちは有難いのですが、送ってもらうべき家は私にはありません。

　旅人ですからね。

「……実は私、この国に来たばかりでして」

　どこの宿に泊まるべきかも決めかねているところです。この近くに宿はないですか？

　私は心優しいおばあさんの申し出を断るついでにそのように尋ねていました。

「あらら」

　おばあさんは驚いたような仕草しぐさを見せながらも内心ではあまり驚いていないように見えました。

　すぐににこりと笑っておばあさんは言います。

「ごめんなさいね、ルシェーラはこの国に住み始めてからよく旅人にちょっかいを出すようになってね……私も手を焼いているのよ」

　それからおばあさんはご親切にこの国の地図をくれました。どうやらおばあさんの住んでいる民家は、家であり本屋でもあるようです。引っ張り出してきた地図は売り物でした。

「これは今日のお詫わび」

　そして彼女は地図の上にしるしをつけます。近くの宿屋で、値段も安く居心地がよい宿屋だそうです。私は感謝の気持ちをお辞儀じぎに込めました。

「ところであなたは何をしにこの国に来たのかしら？」

　興味本位でしょうか。私のようなちんちくりんの娘がルシェーラさんのような人と丸一日一緒にいたことが──酔っぱらった彼女を連れて家まで戻ってきたことが少し引っかかったのかもしれません。

　誤魔化ごまかす必要はないですね。この国にとって外見はただの情報に過ぎないのですから。

「実は──」

　言いながら懐から取り出したのは、以前旅人さんから貰もらったメモ。丁度ちょうどいいことに目の前に地図があり、物知りそうなおばあさんがおられます。

　宿屋と一緒にしるしをつけてもらいましょう。そんな下心と共に事情をつらつらと語りました。

　私自身が不死身の身体であること。

　不死身の身体を解消する方法を探して旅をしていること。

　ある日、魔女に出会ったこと。その魔女曰く、この国には長寿の魔女がおり、きっと力になってくれるであろうこと──。

　すべて話しました。私が話している間、終始頷くばかりだったおばあさんは、話し終えた途端とたんに「なるほどね」と頷き地図上にしるしをつけてくれました。

　まあなんたる察しのよさ！　マトリシカちゃん感激です！

「ありがとうござ──」

　と勢いに乗ってまたも感謝の気持ちをお辞儀に込めようとしましたが、ふとおばあさんがつけてくれたしるしに違和感を覚えます。

　魔女ナターシャの家としてつけてくれたしるしは、本日私が泊まる宿屋のすぐ傍の本屋さん。

　丁度、私が今いる場所につけられているのです。

　おやおや？

　これはとっても妙みょうですね？　これはつまり、要するに、私が今話している女性こそ魔女ナターシャであるということに他ならないのではないでしょうか？

　いえいえまさか。そんな奇跡のような偶然ぐうぜんあるのですか？　私は再びおばあさんの顔を窺うかがいます。

　彼女は笑顔で言いました。

「今日はもう遅いわ。明日また来なさい」

　お茶を出してもてなすから──と。
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　翌日のお昼頃におばあさんの──いえ、魔女ナターシャのお店へと訪れました。

　昨日きのうから今日の昼までの間に色々と不老不死に関して調べてくれていたようです。私が通された居間には古い文献ぶんけんが幾いくつも積み重ねられていました。

「長生きはするものね。まさか不老不死の人間と会うことになるなんて」

　心なしか楽しそうなナターシャさんは、まず初めに私の身体をチェックしました。病を診療するように目を見られ、口を覗のぞかれ、それから唾液だえきを少々、袖そでをまくって血を少々。

　それぞれ採取されました。

　以前までの私であればこの時点で「ちょっとヤバめの研究者かもしれない」と身構えたものですが、しかしそもそも魔女ナターシャさんはずっと探していた長寿の魔女さんですし、

「ほえー。おぬし不老不死かぁ。なかなかやるのう」

　なによりルシェーラさんのような自由人と一緒に暮らしているのですから、悪い人ではないでしょう。

　ちなみに自由人ルシェーラさんは酒に溺おぼれた翌日もその自由ぶりは健在けんざいで、不死身と知ったばかりの私のほっぺを「へいへい」とふにふにしたり、「いぇーい」とつねってみたり、それから「こんなんどうじゃー？」などと鼻をつまんでみたり、しばらくそんな風に私の顔で遊んだあとで、

「じゃ、わらわちょっと今日はイイ気分じゃから遊んでくるわ」

　と出ていってしまいました。昨日も遊び惚ほうけていたのは、今日と同様にイイ気分だったからなのでしょうか。

「あなたはいつもイイ気分でしょ」というナターシャさんの軽めの皮肉ひにくは多分ルシェーラさんの耳には届いていなかったことでしょう。

　自由人が過ぎるです……。

　一方で私が待っている間にナターシャさんは私から採取したものをよく分からない液体と混ぜたり、炙あぶってみたり、揺ゆらしてみたり、私にはよく分からないことを延々と続けていました。

「なるほどね」

　と何らかの糸口を彼女が摑んだのは、ルシェーラさんがお店を出てから数分後のことです。

　これまで数十年間ずっと付き合ってきた特異体質の正体が──不死の病の正体が、判明したのでしょうか。

　ごくり、と息を呑みます。

　そして心の準備を整える間もなくナターシャさんは淡々たんたんと語り始めます。

「実は昨日、貴女あなたの話を聞いて少し気になってね、古い文献を探ってみたの。古いにしえより不老不死の存在は、目撃例が幾つか存在するわ」

　さすがは多種多様な種族が集つどうこの国。そして見るからに古くから営んでいる本屋といったところ。

　ナターシャさんは古い本を幾つかめくり、テーブルの上で広げてくれました。

「不老不死といえば多くの研究者が求めてやまない永遠のテーマ。結論からいえば調べられるだけ調べたけれど、大半が不老不死とは関係のない研究論文だったり、もしくはただの眉唾まゆつば物だったわね」

　例えばたまたま長寿なだけの種族──吸血鬼を不老不死として研究した論文だったり、根拠こんきょのない妄言もうげんを不老不死になる方法と記載している怪あやしい論文だったり。

　つまり不老不死という言葉に人が釣られることをいいことに適当なことを書いて注目を集めようとしている者ばかりだったということでしょう。

　古い物がよいとは限りませんからね。

「ではダメだったということですか……」

　せっかくここまで来たのに……無念です……。

　しゅん、と俯うつむく私。しかしナターシャさんはそんな私に優しく微笑みかけるのです。

　おやおや？　ひょっとしてそれは希望があるということですかー？

「調べた限り、残念ながら不老不死の文献であなたの助けになる物は一つもなかったわ」

　はい希望ありませんでしたー！

　ナターシャさんに心を弄もてあそばれてマトリシカちゃんはすっかり不貞ふて腐くされていました。あーもうやってられませんねー。

「けれど不老不死以外の研究論文で興味深い物があったの」

「え、何ですか？」

　くるりと手のひらが返って再び前のめりになる私。再び希望が見えてきた気配がしませんか？

　途端に目を輝かせ始めた私の前に、ナターシャさんは古い本を置いてくれました。

　曰くそれは大昔、二百五十年前に生きていたとある魔女が綴つづった研究論文だそうです。開いたページの一文をナターシャさんが指でなぞります。

「魔力消費体質」

　それは二百五十年前に生きていた魔女が出会った女性に関する記述でした。ナターシャさんがゆっくりと読み上げます。「その女性はいかなる病に罹っても、いかなる怪我を負っても決して息絶えることはなかった。それどころか異常な回復速度で瞬またたく間に瀕死ひんしの状態から蘇よみがえってみせた。私が出会った時点で女性の年齢は四十を迎えるところだった。しかしその見た目はおおよそ二十代といったところ──」

　それはまるで、

「私、みたい……」

　文献には女性の出自しゅつじも記されていました。何の変哲へんてつもない普通の家に生まれた女性だったようです。特別なことなど何もせず、けれど歳をとることなく、周りから不気味ぶきみがられて孤立こりつしていたそうです。そんな最中に出会ったのが魔女だった──。

「どうやらこの魔女は女性のことを長い時間かけて色々と調べたようね。自身が不老不死になるためだったのか、それとも何か別の目的があってのことだったのかは分からないけれど──」

　結局それから大昔の魔女は、女性のこの体質に関して一つの結論を導き出したようです。

　ナターシャさんはページをめくって、ゆっくり語ります。

「この女性は自身の身体で魔力を消費する特異とくい体質たいしつだったようね──魔力を消費することで、身体の年齢をほぼ一定に保たもっていたそうよ。本人の意思とは関係なくね。女性が怪我や病になってもすぐに治ってしまったのは、過剰かじょうに作用する魔力が身体の怪我や病気を勝手に治していたことが原因ね」

「つまり私もその子と同じく魔力が身体の中で常に消費され続けているということですか……？」

　不老不死のメカニズムが分かったところで私が死なない身体であることに変わりはありませんけれども──。

「そういえばあなたは魔法が使えるのよね？」

　ナターシャさんが尋ねます。

　私がこくりと頷くと、「そう」と小さく呟つぶやいて本のページを指でなぞります。

「二百五十年前に生きていたこの女性は魔法が使えなかったそうよ。けれど魔力を自身で浪費する体質だった──あなたとはそこが違うわね」

「その女の子はその後どうなったのですか」

「さあ？」どうなったんでしょうね？　とナターシャさんは私と同じように首を傾げながら、それから覗き見るように本のページを幾つかめくりましたが、結局戻ってきました。

　その後のことは何も書かれていなかったのでしょう。

　結局その女性の体質を治す方法が見つかったのかも、そうでないのかも。

　分からないまま、きっと魔女は女性を調べることをやめてしまったのです──あるいは、女性よりも先に寿命じゅみょうが尽つきてしまったのかもしれません。

　答えを導き出すことは、きっとできなかったのです。

「つまり、私の体質の治し方はどこにもない、ということですか」

　ひょっとしたらこれは年の功なのかもしれません。ようやく長寿の魔女の居場所まで辿り着いたというのに、私と似たような症例しょうれいがあったというのに何の解決策もなくて──本当はもっと悲しむべきところなのに、私は自分でも驚くほどに落ち着いていました。

　それは私が取り乱したりなどしても現実など変わることがないと知っているからです。

　泣き喚わめいても時間が流れ続けるだけということを知っているからです。

　いつの間にか私は、期待が裏切られても浅いため息一つで済ましてしまえるようになってしまっていました。

　そしてそんな自分を悲しめなくなっていることが私はとても悲しいのです。

「なぜ魔女がこの体質を不老不死と名付けなかったのか分かる？」

　平静を装っていたつもりでしたが、私の目に落胆らくたんが見えたのかもしれません。本を閉じるナターシャさんの声色こわいろは、優しく私の肩を抱くように穏やかでした。

　私は先ほど頭の中に巡っていた考えをそのまま漏らします。

「研究が終わらなかったからではないのですか？」

　しかしナターシャさんはゆっくりと首を横に振りました。

「研究成果はある程度出ていたのよ。この魔女は研究の結果、女性が不老不死でないと結論づけた」

　だから魔力消費体質なんて名前にしたの──と、彼女は言いました。

「……どういう意味ですか？」

「この女性は日を追うごとに確実に、ゆっくりと歳をとっていたそうよ。気が遠くなるほどゆっくりとね」

　それは二百五十年前に女性を研究した魔女が見つけたことだそうです。

　私の予想に反し、魔女による研究は終わっていたのです。

「気が遠くなるほど長寿の人間、それが魔力消費体質」

「それは、つまり──」

　私がこの女性と同じ症状ならば。

　ナターシャさんは頷きました。

「厳密げんみつにいえば、あなたは不老不死ではない」

　あなたもそのうち死ぬのよ──彼女は笑ってそう言いました。


「…………」



　喜んでいいことなのでしょうか、それともこれは悲しむべきことなのでしょうか。

　私がいつか死ぬことは分かりましたけれども、それはきっと数百年か、それともひょっとしたら千年先のことかもしれません。いやもっと先かも？

　終わりがあると分かっただけでもマシかもしれません。いやでも……ええー？

「つまり結局私は異常な人間だということですか……？」

　生き物であることが分かっただけでも安心すべきでしょうか……。

　いやでも……ううーん……素直に喜べない私もいます……。

「異常かどうかは分からないわよ？　千年後はあなたのような人のことを人類と呼ぶようになっているかも」

　からかうように笑うナターシャさん。「昨日の常識が今日も常識だとは限らないわ。いつの時代もね」

　ひょっとしたら数百年前からこの世界の移り変わりを見ていた彼女にとっては、常識などは粘土ねんどのように触ふれる度に絶えず形を変えるものに見えているのかもしれません。

「何百年も生きるってどんな気分ですか？」

「そうねえ──」

　ふいにナターシャさんは人が行き交うお店の外に視線を傾けました。

　それは次何をしようかと考えている視線であり、楽しいことを考えている顔でした。

　そしてナターシャさんは昨日何度も見てきた表情を浮かべながら、笑うのです。

「イイ気分、かしら」
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　実はルシェーラさんがこの国ではそれなりに名の知れた人物であることを知ったのは、ナターシャさんのお店を出たあとになってからでした。

「君、もしかして昨日ルシェーラ様と一緒にいた子かい？」「よう、君。ルシェーラさんの友達だろ？　うちの店にまた食べに来てって伝えてくれるかな」「ねえねえ、あなたどうやってあのルシェーラ様と知り合ったの？　とっても興味あるわ！」

　遊び歩いているように見えて街の人々からは彼女はとても愛されているようでした。

　しかし一体何故なにゆえでしょう？　当然気になった私は話しかけてきた人々に対して逆に尋ねてみたものです。ルシェーラさんってなんで有名なんですか？

　人々の答えはおおよそ同じでした。

「彼女が街に楽しい出来事をもたらしたから」

　それがどういうことなのかは昨日の彼女を思い出せば分かるものですね。

　街で現在色々な祭りや催しが行われているのは、どうやら彼女の発案あってのことのようです。

『はー？　こんだけたくさんの種族がおるのにこの国には祭りがないってどういうことじゃ？　わらわは何を楽しみに生きればいいのじゃ！』

　この国に住み始めて間もない頃に彼女はそのように憤慨ふんがいし、様々な種族の故郷で行われていた祭りや伝統行事をこの国でも行うように呼びかけたそうです。

『おぬしの故郷ってどういう祭りやっとるん？　え？　トマト投げ大会？　面白そうじゃな。やろう』『おぬしの故郷は何しとるん？　ぶどうふみふみ？　やろう』『おぬしの故郷は？　うんまあ何でもいいや。やろう』

　最初は誰もが戸惑とまどいながらもそれぞれの故郷の行事を再現しました。

　ルシェーラさんはいつもその輪の中にいました。やがて彼女の周りに人々が集まるようになりました。

　そのうち街は今までより一層、騒がしくなっていったそうです。

「……羨うらやましいなぁ」

　街の広場のベンチに腰掛けながら私はぼんやり呟きました。視線の先には盛大にパイを投げ合う女性たちの姿がありました。

　麗うるわしい乙女おとめたちが白い陽射しの中で笑顔を咲かせています。顔も服もパイまみれ。汚れることも厭いとわず日頃の鬱憤うっぷんを晴らすかのように、彼女たちはパイを投げ合います。

「なんじゃ。おぬしもやりたかったのか？　あれ」

　すとん、と私の隣に青白い髪の彼女が腰を下ろします。どなたかと思えばルシェーラさん。

「今日はパイまみれじゃないんですね」

「うむ。ここから高みの見物じゃ」

　彼女は恐らくその辺で買ったと思しき串肉くしにくを食べておりました。

　そしてもぐもぐしながらこちらに一瞥いちべつ。

「不老不死じゃなくてよかったのう、おぬし」

「知ってたんですか」

「わらわはあやつの同居人どうきょにんじゃぞ？」

　今朝聞いたわい──とルシェーラさん。「しかしおぬし、何か不満なのか？　辛気しんきくさい顔じゃの」

「うーん……」

　別に辛気くさい顔をしていたつもりはないのですけれども……。

　正直にいってしまえば、私はパイ投げをしている彼女たちが羨ましいのです。しかしそれは決してルシェーラさんが思っているような意味ではなく。

「私、ルシェーラさんが知っての通り、とっても寿命が長いことは分かったのですけれど、でも、やっぱりこの先ずーっと人生が続くと思うとちょっと不安もあるものでして──」

　きっと私はパイを投げ合っている彼女たちよりもずっと長生きするのです。彼女たちがお墓に入ったあとも、ひょっとしたら外見だってまともに変わらないかもしれません。

　結局のところ根本的な部分は何も変わらないのです。

「たとえみんなが死んでも、私はずっと、取り残されたまま──」

「人間は全員寿命で死ぬのか？」

「……？　え？」

　ルシェーラさんの突然の問いかけに私は首を傾げます。

　彼女は言いました。

「いつ死ぬかなど誰も分からんじゃろ。不老不死に近いおぬしもひょっとしたら明日には何かの弾みで突然死んでおるかもしれんぞ？　無論むろんわらわもじゃ。人間全員いつどこで永眠えいみんするかなど分からん」


「…………」



「おぬしがそんなことを考えるのは退屈たいくつだからじゃな。暇ひまで考える時間が余っておるからそんな意味の分からんことを考えるのじゃ。言ってはおらんかったがわらわも数百歳じゃ。おぬしと同じように恐らく他の連中がくたばったあともわらわは生きていよう」

　じゃが、と彼女は続けます。

「数百年先のことなどどうでもよい。わらわは毎日朝起きて街の連中と騒いで夜まで過ごして家に戻って夜眠る。それだけで手一杯なものでな、ずっと先の未来のことで頭を悩ます暇などないのじゃよ」

　ルシェーラさんの達観したかのような眼差しが私に刺さります。

　言っている意味は分かるな？　そう尋ねられているかのよう。

　きっと年の功でしょう。

　彼女の言いたいことはなんとなく分かっていました。

　それはこれまでの人生において、私よりも先に亡くなる方々から何度となく言われてきた言葉です。

　それは曰く、

「もっと目の前のことを見ろ──ということですか？」

　というか、そうですよね？

「は？　全然違うが？」

　えっ違うんですか？

　目を丸くする私に彼女は「全然違うのう」と首を振りついでに肩をすくめました。

「じゃあ何です？」

　首を傾げる私。

　すると彼女は自らの胸に手を添えてとてもとても誇らしげに言うのです。

　それはひょっとしたら初めて言われた言葉かもしれません。

　曰く。

「退屈になったらわらわのところに来い」

　わらわが退屈なんて忘れさせてやるから──と。





○






　それから私はその国でおおよそ一週間程度の時間を過ごしました。

　基本的に朝から晩までルシェーラさんに連れ回される日々でした。街の人々と交流したり、行事に参加したり。文字を連ねればそれはただ同じ日々の繰り返しのようにも思えてしまうものですが、けれど一つとして同じもののない、退屈のない日々でした。

　一週間が経った頃になって私は国から出ていくことを決めました。

「なんじゃとー？」

　私が出国すると聞いてルシェーラさんは不味まずいお料理でも食べたような顔を浮かべました。「なんじゃなんじゃ。おぬしどうした？　ひょっとしてわらわが昨日おぬしの靴くつにゲロ吐いたのが気に食わんかったのか？」

「いえそれはもういいのですけれど」

　私が国から出ていこうとしている理由は、ただ一つ。

　ごく単純な理由です。

「ちょっとせっかくだからもうちょっと外の世界の楽しいことを見ておきたいなと思いまして」

　ずっとこの国にいることだってきっとできるでしょう。

　長寿の方が多く、そして私のような人間もこの国は受け入れてくれる。素敵な国です。きっと永遠に住み続けることだってできるでしょう。

　けれど人とは欲深いもので、一つ安住の地を見つけると、「ひょっとしたらもう一つくらい同じようなところあるかもー」などと思いを巡らせてしまう生き物なのです。

「わらわ以外のところに鞍替くらがえするということじゃなー？　この浮気者うわきものめっ！」

　頰を膨らませるルシェーラさんでした。

　いえ、そんなつもりではないのですけれども……。

　つまり簡単にいってしまえば、

「不死の病を治す以外に、ちょっとやりたいことができたということです」

　私は居心地のいいこの国からいったん離れる選択をとりました。

　この国の人々と楽しいことを求める彼女のように、旅の中で楽しいことを求めて生きるのもいいかもしれないと思うようになったのです。

「今日までお世話になりました」

　深々と私はお二人に頭を下げました。

「いつでもいらっしゃい。歓迎するわ」

　ナターシャさんの優しい声に顔を上げます。

　穏やかに笑うナターシャさん。その横で、ちょっと怒っていますよと言いたげに腕を組むルシェーラさんがいました。
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　憮然ぶぜんとした表情の彼女は鼻を鳴らしながらも、

「ま、しばしの別れじゃな」

　と口元を緩めるのでした。

「はいっ」

　だから私は笑顔で応えます。

　一週間前に彼女が私に言ってくれた通り。

「またいつか、お暇になったら」
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　魔法統括とうかつ協会に所属する夜闇よやみの魔女シーラとして活動しているあたしは当然ながら魔法統括協会の支部のある国を渡ることが多い。

　どこも大体同じような国だ。極端きょくたんな差別はなく、争いごともそう多くはない。あったとしても大半が小競こぜり合あいのようなものだ。

　要は基本的には平和な国ばかりということだ。

　そしてこのような平和な国の大半が近頃あたしに対して牙きばを向けてきている。

　あたしは街の隅すみっこのほうにある狭せまい路地から空を見上げて嘆なげき悲しむ。

「まったく、どこもかしこも禁煙きんえん禁煙……困こまったもんだな」

　ため息と共に吐き出す煙けむりが青空へと吸い込まれてゆく。

　近頃先進国を自称じしょうしている国々では喫煙者きつえんしゃに対する風当たりが極めて強くなりつつある。どうやら「みんなで一斉いっせいに喫煙者をいじめましょう」と取り決めがなされたらしい。

　喫煙可能な店はなくなり、路上喫煙は厳きびしく取り締まられるようになり、煙草たばこの値段は上がり、ひとたび人前で煙草を吸えば周囲から注がれるのはまるで犯罪者を見るかのような目つき。どこもかしこも喫煙者を排除するような空気感。一体あたしたちが何をしたというんだ！

　そして喫煙者たちは道を逸それて埃ほこりくせえ裏通りにある喫煙所まで歩かされながら、自身が人前ではできないことをするのに罪悪感も感じない人の道から外れた人間なのだと遠回しに指を差され、煙草を吸う。

　酷ひどい扱あつかいだ。

　しかし腹立たしいことに回り道を延々させられた挙句あげくに汚い場所で吸う煙草は正直結構美味うまい。何なら歩かされる度に益々ますます禁煙が遠のくと言ってもいい。ざまあみろ。

　しかし近年の喫煙者に対する締め付けはより一層厳しさを増していると言ってもいいだろう。まるで生きとし生きるものとして認めていないかのようだ。自称先進国に極端な差別はないとは言ったが本人たちが差別と自覚しているかどうかは別問題だろう。迫害をする側が迫害を自覚しない限り真の世界平和などないのだ。好きに煙草吸わせろ馬鹿ばか野郎やろう。

　そもそも煙草を吸わない人間は吸ったことがない故ゆえに煙草の利点を知らないのだ。

　百害あって一利なしと言われようがいいところもあることは事実。

「姉御あねご、姉御……！　大変だ！」

　例えばあたしが煙草を吸っているところに小走りでやってきたこの男はつい昨日会ったばかりの喫煙者仲間だ。

　喫煙所では度々こうして喫煙者同士のコミュニケーションが交わされ、仲間意識のようなものが芽生めばえるのである。

「おう、どうした」

　あたしが片手を軽く挙げると男は「お疲れ様ですっ！」と頭を下げる。

「姉御、例の噂うわさはもう聞きましたか……？」

　例の噂？

「何だ？」

　あたしが首を傾かしげると、男は震ふるえる手で煙草を引き抜き、口に咥くわえる。そして火をつけながら言うのだ。

　恐ろしい一言を。

　耳を疑う一言を。

「ここの喫煙所、もう閉鎖へいさされそうです……」

　最後の、喫煙所が、なくなる。


「…………」



　どうやらこの国の喫煙者にとっていいことは何一つとしてなくなってしまったらしい。




　それから喫煙所を後にしたあたしの意識は朦朧もうろうとしていた。煙草の吸いすぎか？

　いやそうじゃない。現実のあまりの非情ひじょうさに脳のうの理解が追い付いていないのだ。

「あなたたち、知っていて？　お煙草を吸うと脳が小さくなりますのよ？　長年お煙草を吸っている人の頭はきっと振ればカラカラと音が鳴るに違いありませんわ！　おーっほっほっほ！」

　通りで変な女が煙草の害を男たちの前で喧伝けんでんしている。先進国を自称する国ではよくあることだ。

「おお……さすがはお嬢様。お煙草の知識まで博識だぁ……」「驚きの博識さだ……」「でも頭を振ればカラカラするって発想はバカっぽいよな」「お前さては喫煙者だな？」

　男たちとお嬢様とやらの横を素通りしながらあたしはため息を漏らす。

「まったく生き辛づらい世の中だぜ……」

　どうすればいいのだろうか。

　息抜きくらいはさせてもらいたいものなのだけれど──。

「……あん？」

　ふとあたしの脚が街の一角で止まる。

　張り紙があった。

「……お悩み、相談？」

　読み上げながらふと思い出したのだが、そういえば隣国の魔法統括協会では、国独自の試みとして、人々からの悩みに対する相談を協会職員が請け負うようになったらしい。

　他国であるここまで張り紙が広まってきていることを見るにそれなりに活動は成功しているのだろう。同じ協会職員として、職員仲間たちの仕事には多少の興味があった。

「ふうん……？」

　丁度ちょうど相談したい悩みもあるわけだし、投書とうしょを一つ送ってみるのもいいかもしれない。見れば相談資格の欄には『どなたでも』と綴つづってある。

　果たしてここでは喫煙者は『どなたでも』に含まれるだろうか。





相談者　夜闇の魔女シーラの場合






　というわけであたしは宿に戻ってペンをとる。

　相談内容は至いたってシンプルだ。

「最近、喫煙者に対する締め付けが厳しいから困ってる。喫煙者が落ち着いて煙草を吸うにはどうしたらいい？　対策を教えてくれ」

　その日の朝に手紙を投函とうかんすると、その日の昼頃には返事があった。魔法が発達している国ではしばしば郵便ゆうびんが無駄に早かったりするのだが、それにしても仕事が早い。なかなかやるじゃないかと身内ながら感心する。

　返ってきた手紙には綺麗きれいな文字でこう綴られていた。

『かしこまりました。喫煙者のお友達がヘビースモーカーで困っているから対策を教えてくれ、というお願いで大丈夫ですか？』

　あたしの感心を返せ。

「いや全然違うんだが」

『全然違う？　では知人がなかなか禁煙をしてくれないという相談でしょうか』

「いやそうじゃなくて……あたしが喫煙者で、最近煙草吸えなくて困ってるって話だ」

『ああ、そっちですか。すみません、そういうのはちょっと』

「ちょっとって何だ」

『そもそも禁煙すればいいのでは？』

「禁煙以外で何か手はないか」

『そうは言われましても、私、喫煙者の方からのご相談はちょっと想定してないんですよねぇー。ふぁっきゅー』

「何だその謎なぞの呪文じゅもん」

『私もよく分かりません』

「喧嘩けんか売ってんのか」

『でもこの国の人たち曰いわく、最大級の侮辱ぶじょくを込めた言葉だそうです』

「喧嘩売ってんのか」

　幾つかやり取りをした段階で気づいたんだがどうやらあたしの相談相手となった投書係は国の者でもなければ魔法統括協会の職員でもないヘルプの魔法使いらしい。

　まあ新規事業には人手不足と不測ふそくの事態じたいがつきものだしな……。

　ここで喚き散らして投書係をもっとまともな相手に変えてもらうという手もあるが、そんな強引な手に出て目立ってしまえばまたしても喫煙者に対する風当たりは強くなる一方だろう。

　仕方がない。

　ここは食後の一服をしている時のようなおおらかな気持ちでこの素人しろうとの相手をしてやろうじゃないか。

　あたしは慎重しんちょうに言葉を選んで手紙を書いた。

「てめえどこの誰だ。名を名乗れ」

　するとやはり速攻そっこうで返ってきた。

『ふふふ。名乗るほどの者でもありませんよ』

　いや名乗れや。

　なるほどやはり舐なめてやがるな、と若干イラついたものだったが、しかし意味のない茶番を続けることが面倒になったのか、それとも指摘でも入ったのか、投書係はようやく真面目まじめに相談に向き合う姿勢を見せた。『まあ真面目に質問に答えるとすると……そうですね、ひとまず喫煙者に対するイメージアップをしてみてはいかがでしょうか』

「イメージアップ？　どういうことだよ」

『よい喫煙者になるよう心掛けてはいかがでしょうか、ということです』

「よい喫煙者って何だよ」

『お腹なかを空かせている少女奴隷どれいを買ってまともな衣食住いしょくじゅうを与える心優しい成人男性みたいなもんですかね』

「奴隷買う時点でろくな奴じゃないだろ」

『あるいはパンを求めている少女に買い占めたばかりのパンをそこそこの値段で売ってあげるような人ですかね』

「買えなかったのそいつのせいじゃねえか」

『もしくは煙草を吸わない喫煙者ですかね』

「悪いが喫煙者は煙草やめた途端とたん四六時しろくじ中ちゅうイライラすることになるぞ」

『失礼しました。よい喫煙者は存在しません』

「断言だんげんするな」

　悲しくなるだろうが。

　というか真面目に質問に向き合うようになったと思った途端これか。何なんだこいつの適当さは。

　あたしはふいに知り合いの魔女のことを思い出した。あいつは今元気だろうか。何をしているだろうか。

　いい機会だし、一筆いっぴつしたためてもいいかもしれない。

「ようフラン。久ひさしぶり。お前、最近何やってんの？　何かお前に似た奴が魔法統括協会で仕事してるみたいなんだけど、お前じゃないよな？」

　すると一日で返信が返ってきた。

『そうなんですか。ひょっとしたらそれ私かもしれませんね』

「マジ？　ところでお前今何やってんの」

『王立セレステリアで相変わらず生徒たちにお勉強を教えていますが』

「じゃあお前じゃないじゃん」

『それもそうですね。ところで今どちらにいるのですか？　あのう、もしよければそちらの国で人気のパンとか送っていただくことってできますか？　できれば人気で行列ができるタイプの──』

　相変わらず元気そうでなにより。

　そうしてフランと他愛たあいもない手紙のやり取りを重ねている間にも、投書係とのやり取りは続く。面倒になれば無視をすればいいものを、嫌きらいな喫煙者に対して返信を律義りちぎに返してきているところから察するに真面目な性格ではあるらしい。

『なんかもう面倒くさくなってきちゃいました』

　ひょっとしたら真面目な性格に感じていたのはあたしの勘かん違ちがいかもしれない。

「とりあえず面倒なのは分かったがどうすれば喫煙者が報むくわれる世の中になるのか教えてくれ」

『それは不老不死の研究を成就させるよりも難題ですね』

「つまり？」

『ほぼ不可能ということです。いいですか？　そもそも煙草というのは百害あって一利なしなんです』

「聞き飽あきたフレーズだな」

『一度くらいは聞き入れてほしいものですね』

　そして投書係はそれから恐おそらく本で調べたであろう知識を書面であたしに綴った。

　恐らくはあたしの相談に向き合うよりもあたしに煙草をやめさせたほうが早いと判断したのだろう。

『ご存じですか？　ネズミに煙草の煙を吸わせた結果、他のネズミに比べて早めに死んでしまったという研究結果があるのですよ』

「そうか。でもあたしはネズミじゃないから関係ないな」

　ネズミが死んだという研究結果で得られるのはネズミが死んだという事実だけだろうよ。

『はいっ！　今のやり取りで寿命じゅみょうがちょっと縮まりました！』

「は？　なんで」

『ストレスで。私の寿命が』

「お前のかよ」

『分かりましたか？　煙草を吸うとその人以外にも悪影響を及ぼすということです』

「お前がその仕事辞めれば済すむ話なんじゃねぇの」

『それは私もちょっと思ってます』

　しかしながらそうはできない理由があるそうだ。

　曰くこの投書係はノリで短期募集のアルバイトに参加してしまい、期間が終わるまでは魔法統括協会から逃れられない運命にあるらしい。

　正直ちょっと想像以上に大変で困っていますと愚痴ぐちらしきものが綴られていた。

　いつの間にかあたしが相談受ける側になってないか？　とも思わなくもないが、あたしはため息をつきながらペンをとる。

「我慢がまんしてればそのうち慣れるだろ。人間、どんな環境だってしばらく過ごせば気にならなくなるもんだぜ」

　それが不幸な環境であれ幸福な環境であれ同様にな。

『そういうものですか』

「そういうもんだ」

　いいこと言うなぁという自惚うぬぼれと共にあたしは手紙を投函する。

　やがて返事はいつも通り迅速じんそくに届いた。

　さて一体どんな言葉が投書係からは綴られているだろうか？　感謝の言葉だろうか？　それとも感謝の言葉だろうか。あたしはほんの少しの期待を胸に手紙を開く。

『では煙草のない環境も同様ということでお願いします』

　期待したあたしが馬鹿だったよ。

「ところであたしは煙草がない環境が嫌だという相談をしたと思うんだが」

『はい。その場合はどうすればいいですか？』

　あたしは期日まで面倒な相談者たちの相手をしなければならない投書係に対して嫌味たっぷり交えながら答えるのだった。

「国を出ていく」
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　喫煙者の締め付けが厳しい昨今さっこんだが、隣国──つまり投書係のいる国ではまだ規制はそれほど厳しくはないらしい。

　通りに面した喫茶きっさ店てんのテラス席では時代に取り残されたような老人たちが寄せ集まって煙をふかし、親切なことに街のあちこちに喫煙所が設置されている。当然ながらそれら喫煙所では紳士淑女が煙草を静かに嗜たしなんでいる。

「お前ら動くんじゃねえぞ！　動いたらこいつの首を跳はね飛ばしてやるからな！」

　そしてついでに街に出た銀行強盗も煙草を嗜んでいた。どうやらこの国は愛煙あいえん家かが多いらしい。煙と共に叫びながら男はナイフを女性客の首へと向けていた。

　それから男は自身の不幸話を誰も聞いてもいないというのに滔々とうとうと並べ立て始めた。曰く仕事も見つからず世の中の人間全員が自身を馬鹿にしているように感じるなどなど。まあよく聞くありがちな理由といえた。

　なんと嘆かわしいことだろう。

「お前よりも、喫煙所が撤去てっきょされたせいで国から出なくちゃいけなくなったあたしのほうが辛いんだが」

　あたしは煙管きせるから煙をふーっ、と吐はきつつ男の口から煙草を奪い取ってやった。

　きょとんと目を丸くする男。

「え、いや、あんた誰──」

　そうして男はきょとんとしたままその場で気絶きぜつした。魔法で一撃食らわせただけで倒れるとは情けない。あたしはその場で男を拘束こうそくして、ひとまず保安局に引き渡すために男を引き摺ずり、歩き出した。

　その場に取り残されたのは、何が起きたのかも分からず目を白黒とさせる銀行員と客たち。

　それから命を救われた女性客一人だった。

「あ、ありがとうございました！」背中の向こうで深々と頭を下げる気配がする。「あの、どうかお名前を！」

　あたしはそこで振り返る。

　口に咥えた煙管からは煙が絶えず漏れている。

　灰が落ちないように気を配りながら、あたしはそして答えたのだった。

「名乗るほどの者でもねぇよ」
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「ぼくね、ぼくね、大人になったら魔女になるんだ」

　幼い頃の話。

　姉は祖母そぼに抱き着きながらそんな風に目を輝かがやかせていた。若い頃に魔女だった祖母は「そうなのかい」と嬉うれしそうに姉の黒い髪かみを撫なでる。

「それでね、魔女見習いになったらおばあちゃんの弟子でしになるから！」

　そんな風に無邪気むじゃきにはしゃぐ姉に祖母は優しく笑いかけながら、

「それは無理ねぇ」

　とやんわり断る。

「ええー！　なんでぇー！」

「私はもう大魔女だからねぇ……」

　魔女になり年を重ねると二つの道を選ぶことができるようになる。一つは魔女の称号しょうごうを返納へんのうし、普通の人間として生きてゆくこと。そしてもう一つが大魔女となること。

　歳としをとり、弟子をとらなくなるが、以後も変わらず魔法使いとしての職務しょくむを続ける者のことだ。

　祖母は私たちの故郷こきょう──東のイルメリルでもそれなりに名の知れた大魔女だった。

　そんな祖母の姿に姉が憧あこがれることは至極しごく当然のこととも思えた。

「ミナちゃんは何になりたいの？」

　祖母の茶色の視線が私を見つめていた。

　あるいは物欲しそうに視線を向けていたことに気づかれたのかもしれない。

「……私は──」

　考えながら、幼き日の私は答える。

　何になりたいのだろう。

「私も、魔女に、なりたい──」

　言いながらも、その言葉は私には何一つ響いていなかった。本当に魔女になりたいのか。私には分からなかった。

　ただ、私は大好きな姉の傍そばにずっといたいと、ぼんやり考えていたら出た言葉だったから。

「そう」

　祖母はそんな私に笑いかけながらも、ほんの少しだけ寂さびしそうな顔をしていた気がする。

「いつか、やりたいことが見つかるといいねぇ」

　きっと祖母には私の頭の中まで見えていたのだと思う。




　幼い頃から祖母に魔法を教えてもらっていた私たちは、それから十代の半なかばに差しかかったところで、魔法統括とうかつ協会──祖母が昔勤めていた組織の人間を紹介された。

　夜闇よやみの魔女シーラ。

　彼女は祖母が職員だった頃の知り合いらしい。歳としは若く、しかし煙草たばこを咥くわえておりどことなく柄がらが悪い。私はこの人苦手だなと思った。

　祖母はどうやら彼女に私たちの師匠ししょうとなるよう頼んだらしかった。こんな柄の悪い人間が師匠になんかなりたがるはずがないだろうと私は思ったけれど、見返りに煙草を要求しながらも二つ返事で承諾しょうだくしたらしい。私はこの人くさいから嫌いやだなと思ったけれど顔には出さないように努つとめた。

　それから更に祖母の下で魔法を学んだあとで、私たちは二人で遠くの国へと旅に出る。

　魔法使いの国。

　私たちが魔女見習いになるための試験を受けた国だ。

　そこで私たちは宿で働き日銭ひぜにを稼かせぎながら試験を受け続ける日々を送ることになる。勉強と仕事の毎日で大変だったのを覚えている。

「頑張がんばろうね、ミナ！」

　そんな日々の中でも姉の笑顔は眩まぶしかった。可愛かわいい。最高。

「ぼく、絶対魔女になるんだから」

　決意に胸を膨ふくらませる姉さん。

　しかし現実は残酷ざんこくだった。

「……あれ？」

　それが何度目の受験だったのかはよく覚えていないけれど。

　魔女見習い昇格しょうかく試験の実技じつぎ試験。

　毎回決まって一人のみ残れるこの試験で、私は偶然にも生き残り。

「……合格しちゃった」

　そして魔女見習いへと、なってしまっていた。

　私よりも必死に毎日頑張っていた姉はそんな私に涙なみだを流しながら「おめでとう！　やったね、ミナ！」と喜んでくれた。

　その涙にどんな意味があるのか、私は考えないように努めた。

「……私、姉さんが合格するまではずっと宿で働きながら、待ってるから」

　抜け駆けしてしまった代わりに、ここで合格するまで見守ろうと思った。それが大した情熱もないくせに魔女見習いへと先になってしまったことへの贖罪しょくざいのつもりだった。

　けれど。

　思えばその頃からなかなか人生が思い通りにならなくなっていた気がする。

『合格したらしいな。おめでとう。とっととあたしがいる国まで来い』

　ある日、宿で働いていると私宛あてに魔法統括協会から手紙が届いた。開いてみれば覚えのある名前と乱暴らんぼうな口調と顔をしかめる臭いと共に、やはり顔をしかめる内容が綴つづられている。

　夜闇の魔女シーラからのお呼び出しだった。

　一体どこで私が合格したことを知ったのかは分からないけれど……困った。

『ちなみに期日までに来なかったらあたしが直々じきじきにお前を強引に連れていくからそのつもりで』

　要するにどのみち拒否きょひ権けんはないということらしい。私の意思が介在かいざいする部分があるとすれば、自身の意思で行くかそれとも引き摺ずられるのか選ぶことのみらしい。

　……本当に困った。

　結局私は脅おどしに屈くっしてそのまま自らの意思で夜闇の魔女シーラの下へと舞い戻るに至った。

　彼女は私に会うとまずは魔女見習いとなったことを祝福してくれた。私は祝福する時くらい煙草手放せばいいのにと思った。

　それから彼女は私に、魔女になるための修業しゅぎょうをすぐにでも始めることを告げた。

　私は断った。

　するとゆっくりと煙けむりを吐はきながら彼女は首を傾かしげた。

「？　お前、魔女になりたいんじゃねえの？」

「姉さんより先に魔女になるつもりはないです」

　はっきりとした口調で私が答える最中、咥えた煙草の先端せんたんが熱を帯びていた。再び白煙が私たちの間に吐かれる。ため息のような深い息だった。

　私はきっと怒られると思った。

「……そっか、分かった」

　けれど彼女はそう答えたっきり何も言わなかった。

　それから彼女の下で私は魔法統括協会の職員として働くようになった。

　言われたことは何でもやった。潜入せんにゅう捜査そうさ、武装組織の鎮圧ちんあつ、人命救助にその他にその他。ありとあらゆる仕事を各地でこなし、それなりに組織内での評判も高めた。

「あなた、どうして魔女見習いなの？」「むしろ魔女よりも活躍してるんじゃないの？」「早く魔女になっちゃいなよ」

　色々な人が私を褒めてくれた。

「魔女としてふさわしいくらいの実力は手に入れたみたいだな。誰にも教わらずにやるとは大したもんだ」

　私の師であるシーラさんだってそんな風に評価してくれた。

　けれどそれでも私が魔女になる気にならなかったのは、姉さんの先を越してはならないという気持ちがあったからだ。

　やがて姉さんが魔女見習いのコサージュを付けて魔法統括協会の支部へと訪れたことを人づてに聞かされた。その当時、私は仕事で別の場所にいたけれど、早く魔女になった姉さんと再び会いたいと心から願った。

　ほどなくして姉さんが魔女になったことをシーラさんから聞かされた。

「そういえばお前の姉、サヤだけど、魔女になったぞ。ようやくな」

　まったく疲つかれたぜ──と彼女は凝こった肩を揉もみながら言っていた。姉さんが魔女になったのなら私も頃合いかもしれない。

「私も」

　だから私は言った。「私も魔女になりたいです」

　実力はシーラさんがご存ぞんじの通り。

　当然魔女になれるだろうと思っていたのだけれど。

　彼女は真新しい煙管きせるを吸って、またため息のような白い煙を漏もらす。

「ま、お前はもうちょっと大人になってからだな」

　などと。


　…………。



　大人になってから、とは？

　年齢がいけないの？　それとも魔女になるためには何か条件でもあるの？　大人になるってどういうこと？　よく分からない……。煙草の煙のように曖昧あいまいな回答に私の頭はもやもやとした。

　ともかく少し時間を置けば許可が下りるのかもしれないと思った私は、それからしばらく魔女になりたいと彼女に話すことはなかった。

　本気で魔女になりたいわけでもないし、別にそれでいいと思った。

　そして月日は流れて、昨日の話。

「……あ」

　とある国の通りを私一人で歩いていた時のことだった。通りの隅すみのほうから細い煙が空に向かって伸びている。

　苦手な臭いにつられて視線を傾けると、シーラさんがこちらに手を振っているのが見えた。

「はー……たまんねぇ」

　シーラさんの表情が幸福に染そまっていた。肺はいは有害なものに染まってそうだけど。「お前も仕事でこの国に来たのか？」

「はい。まあそんなところです」

　協会職員になってからもう随分ずいぶんな時間が経たつ。基本的には私は単独で仕事を振られることが多い。ほとんど魔女と同格どうかくの扱あつかいだ。

「最近は調子どうだ？」

　どうと言われてもいつも通りだけれど──私は近頃こなした仕事とこれからこの街に潜伏している武装組織の鎮圧を行うことを軽く話した。

　そんな会話の最中にふと思い出したのが、そういえば私が未だに魔女になっていないということだった。

　別に困りはしないけれども、いい加減魔女になってもいいのではないかとも思う。魔女と同格なんだし。

　だから私は、

「そういえば私っていつになったら魔女になれるんですか？」

　仕事の話のついでにそう尋たずねた。

　彼女は相変わらず煙を吐きながら、答える。

「……もう少し大人になってからだな」

　冷たい風と共に苦手な臭いが頰を撫でた。
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　……いやいや。

　そもそも大人になるって何？

　ぐるぐると私の頭の中で疑問が渦うず巻まく。

　意味が分からない。

　誰か教えて。

　大人とは？

「大人になる……ですかぁ、難しい質問ですね。お仕事をしていれば大人になったということになるのではないですか？」

　仲のいい協会職員はのほほんとしながらそう答えていた。その理屈りくつでいけば私も大人に分類されるはずなのだけれど。

　何が足りないの？

「この博識はくしきな私のように美しく気品溢あふれる身体からだを持ってこそ大人といえるのではなくって？」

　街角で男たちと騒いでいた女性に注意をするついでに尋ねたところそんな答えが返ってきた。

　身体……。

　確かに目の前のお嬢様に比べると私の体型はやや見劣みおとりするかもしれない……。

「だ、大丈夫だよお嬢ちゃん！　君も君で結構魅力的な体型してるぜ！」「そうそう！　大人かどうかはスタイルのよさだけじゃ決まらないから！」「むしろ君のような子を好きになる男もいるって。まあそんな落ち込むなって」

　なぜか女性の取り巻きに励はげまされた。

　とはいえやはり体型が成熟しているか否かという答えは私が求めているものとは少し違う気がする……。

　大人とは？

　堂々どうどう巡めぐりだった。

　同じ疑問の上を私はぐるぐると歩き回って答えを探し続ける。

「大人がどういうものか？　へへへ……、それじゃあ、俺たちが教えてやるよ……。てめえの身体に直接なあ！」

　気になるあまり仕事はまるで手につかなかった。

　本当にまったく……。

　大人って何なの？

「へへへ。魔法使いさん。大人ってのは俺たちのような悪党にも手心を加えてくれるような優しい人間のことを言うんじゃねえかなって思うんすよ。ね？　ねっ？　だから勘弁かんべんしてくださいよぉ……へへへ」

　まったくもって分からない……。

　誰か教えてくれないものかしら。

「大人になる……ですか。難問ですね。でも多分、私的には今ここで私に食事を奢おごってくれる人がいるとすれば、それが大人なのかなとは感じますけどね」

　魔法統括協会の食堂で昼食をとりながら頭を悩ませていたところそんな馴なれ馴れしい言葉が聞こえてきた。

　顔を上げると見覚えのある顔。

「どうもこんにちは」

　その辺で買ったパンをもぐもぐと食べているのは灰はいの魔女だった。

「……不法ふほう侵入しんにゅう？」

　あなた魔法統括協会とは何の関わりもない人間じゃないのよ。と私は目を細める。すると彼女は得意げな顔で、

「ふふふ、残念ですね。これが何だかお分かりですか？」

　すっ、と私に掲げられたのは一枚のカード。

　臨時許可証だった。

　事情はよく分からないけれどどうやら正式な手順を踏ふんで、一時的に協会への立ち入りを許可されたらしい。

　彼女がなぜここにいるかはさておき、いい機会だった。

　そういえば彼女とはあまり話したことがなかったから。

「何やらお悩みのようでしたけれど、何かあったのですか？」

「……まあ、ちょっとね──」

　ため息交じりに私はここ最近起きた出来事を彼女に漏らしていた。彼女に悩みを漏らしたなんて姉さんに伝わればきっと嫉妬しっとされるだろうなと思いながらも不思議と言葉は次から次へと私の口から零れてゆく。

「……なるほど、それで大人になれと言われたわけですか」

　我ながらこんなことで悩むなんて馬鹿らしいと思いながらも話していたつもりだけれど、ふと彼女の顔を窺うかがうと、思った以上に真剣に私の話を聞いてくれていて驚いた。

　もう少しふざけてて腹が黒い人だと思っていたんだけど。

　存外ぞんがい、根は真面目まじめなのだろうか。

　それから彼女は「ところで」と口を開く。

「そもそもミナさんって、魔女になって何がしたいんですか？」

「……え？」

　私は驚いた。

　灰の魔女の単純なその疑問に答えようとして、何ひとつとして言葉も考えも浮かんでこなかったから。

　そういえば私は何で魔女になりたいのだろうか。

「ええっと……、何となく、実力的に魔女にふさわしい、から……？」

　言葉を並べながら考える。ううん……しっくりこない……。

　そんな私のもやっとした心中は彼女には既に見透かされていたらしい。

「ま、そういうところが魔女にしてもらえない理由なんじゃありません？」

　灰の魔女は頰杖つきながら私を見つめ語る。「例えば私は旅人になるためには魔女になる必要があったから魔女になりました。つまるところ魔女になるという行為は目標のために辿らねばならない通過点の一つだったわけです。今のあなたにはそれがない。シーラさんはそう言いたいのではないですか？」


「…………」



　感心。と同時に考えに耽ふけって私はただ沈黙を返すばかりだった。

　私は一体何がしたいのだろう。

　──いつか、やりたいことが見つかるといいねぇ。

　思い出すのは祖母の言葉だった。

　小さい頃から私はずっとそうだ。

　興味とは。

　やりたいこととは。

　どうすれば見つけられるのかが、私には分からない。

　昔から今に至るまで、ずっと。

「ところでミナさん、今からお暇ですか？」

　私の思考を遮る灰の魔女。顔を上げると首を傾げた彼女と目があう。

「どうして？」

　単純に疑問を返してみせた私に彼女は端的に答える。

　曰く。

「ちょっとやりたいことがあるので」

　暇なら付き合ってくれません？　と。

　やりたいことのない私には、断る理由すら存在しなかった。




「ハァイ皆様！　パン教室へようこそ！　本日はよろしくお願いします！」

　そうして連れて来られたのが街角にあるパン作り教室だった。


　…………。



　いや何で？

「実は前々から美味しいパン作りというものに興味がありまして」

　私の表情から言いたいことを理解したらしい。魔女イレイナは髪を結ゆい、袖そでをまくりながら上機嫌に語る。「ま、暇ならいいじゃありませんか。こういうところって一人で行くよりも複数人で行ったほうが気が楽なんですよ」

　要するに暇そうにしていた私はまんまと彼女の休日の暇つぶしに付き合わされてしまったということらしい。

「……はあ、まあいいけど」

　どのみち私も暇していたのは事実だし。

　結局私はそれからしきりに「ハァイ！」とうるさい講師の話を聞きながら魔女イレイナの暇つぶしに付き合うこととなった。

　パン作りは初めてだったけれど、講師の話をまともに聞いていれば粉こなからパンが焼けるまでいともたやすくこなすことができた。

「あなた筋すじがいいわねぇ……」

　講師はそんな私を驚いていたけれど。

「……そうでしょうか」

　私は自身の手のひらを眺ながめながらぼんやり答える。言われたことを当然にやっただけなのだから褒められても反応に困るだけだった。

「確かになかなか筋がいいですね……私のよりも美味しい」

　私と自身が作ったパンを両手に持ちながらもぐもぐと咀嚼そしゃくする魔女イレイナ。

「いや何で勝手に食べてるのよ」

　私、食べていいだなんて一言も言ってないけど。

「今日あなたをここに誘ったのは一体誰でしょう？　そう、私です。ということはあなたが作ったパンを食べる権利も私にあるということなのです……」

「どうしよう……言葉が通じるのに言ってる意味が分からない……」

　存外、根は真面目なのだろうかと思った数時間前の私の純粋な気持ちを返して欲しい。何なのこのひと。

「どうでしょう？　ここまでパン作りが得意ならばパン職人という道もあるにはあるのではないですか？」

「それ魔女関係ないじゃない」

「そして私のために美味しいパンを上納じょうのうしてください……」

「ていうかあなたの都合じゃない」

　いやよ、と私は顔を背そむける。そんな私に彼女は「わがままですねぇ」と軽く呟きながらも緩く笑っていた。

　まるで拗ねる子供を微笑ましげに眺めるように。

　そんな様子に殊更ことさら私は頰を膨らませた。

「で、やりたいことはこれで終わり？」いかにも不機嫌そうな顔を浮かべつつ私は尋ねる。

　しかし私が目を向けると彼女はパンを食べながらチラシを眺めている。何かと思えばそこには『イチゴ狩り』の文字。

　嫌な予感。

　やがて私と目を合わせた彼女はにやりと笑い。

　そして語る。

「何を言っているんですか、これはまだまだ始まりにすぎませんよ」





○






　それから一日かけて私は彼女にあちこち連れ回されることとなった。

　まずはイチゴ狩り。

　二人してイチゴ畑を徘徊はいかいしてただただ地道にかごの中に突っ込んだ。

「あんた筋がいいねぇ」

　かごの中に山盛りになった赤いイチゴたち。曰く私は美味いイチゴを見分ける審美眼が冴さえているという。


「…………」



　私は手のひらを見る。つややかな赤いイチゴを触れた感覚と甘い匂いがまだ残っているような気がした。

　よくわからないけれど褒められて悪い気はしなかった。

「ほうほうどれどれ。……確かに美味しいイチゴばかりですね。さすが」

　ついでに魔女イレイナは私のかごからイチゴを奪って食べていた。自分のを食べなさいよと私が睨むと、「隣の芝生しばふほどいい色をしているものなんですよ」とよく分からない言い訳を並べていた。

　その次に連れて行かれたのは杖つえ作り体験だった。

　言葉の通り、魔法使いが使う杖の制作を体験できるらしい。

　大体このような体験学習というのは講師の言うことをしっかり聞いていればいいものができあがるのは当然の道理。

「筋がいいわね！」

　ここでも講師は私を褒めたけれども、私にとっては当然の話に過ぎなかった。

　その次に体験したのはピアノ教室。

　何だかよく分からないけれど体験ができるらしいからと魔女イレイナが私の手を引いた。これもまた講師の言うことを聞いていれば簡単な曲くらいは弾けるようになった。


「…………」



　指先で鍵盤けんばんを押す度に音色が胸に響いてくる。知らない感覚が私の中にしみ込んでくるような感覚だった。

　実に呑み込みが早いと絶賛する講師の横で魔女イレイナは指揮者のように杖を振っていた。

「何やってるのよ」

「私、指揮者の才能はあるようでして」

　ピアノは上手く弾けなかったらしい。

　それからも彼女は私を好き放題連れ回す。

　芋いも掘り、クレープ作り、お裁縫さいほう。それから再びパン作り。彼女のやりたいことはあまりに多すぎて一日では回り切れず、結局週末は二日とも彼女と二人で街中の体験教室の扉を叩いていた。

「いやあ大変満足できました」

　そして週末の夜。レストランの中。

　晴れやかな顔で彼女は美味しい料理に舌鼓したつづみをうっていた。

「よかったわね……」

「あなたはどうでしたか？」

　ふいに尋ねられる。私はテーブルに突つっ伏ぷしながら彼女を見上げていた。

「休日にこんなに動き回ったのは初めてだわ……」

　多分私は疲れ切った顔をしていたはずだ。

　けれど彼女はそんな私を見つめて楽しそうに笑っていた。

「何かやりたいことは見つかりましたか？」

　などと。


「…………」



　沈黙。私は彼女から目を逸そらし、何も答えなかった。

　手のひらを見つめていた。

　たった二日間。彼女の暇つぶしにひたすら付き合わされて疲れ果てた私の手のひらにはありとあらゆる匂いや感覚が宿っているような気がした。パンをこねたときの感覚。イチゴの甘い感覚。ピアノの音色。

　ひょっとしたら彼女は私のやりたいことを探す手伝いをしてくれていたのだろうか。

「ちなみに私的にはパン職人がおすすめですね。どうです？　パン職人」

　……そうでもないらしい。

「あなたが美味いパンを食べたいだけでしょ」

　馬鹿ばか言わないで、と私は頰を膨らませつつ返す。「残念ながら、やりたいことは何も見つからなかったわよ」

「それは残念」

　たった二日間。

　多少の経験を積んだくらいで、人生を決める選択ができるわけがない。


「…………」



　けれど。「まあ、でも──有意義ゆういぎな二日間ではあったわ」

　私は再び手のひらを見つめる。

　やりたいことが何一つ分からない私の手のひらは、知らなかった感覚で溢あふれている。何一つ興味がなかった私の周りには、数多くの知らないことが溢れていることを、私は知った。

「……ありがと、イレイナ」

　自然と漏れた言葉だった。素直に感謝とは私らしくもない。

　窺うかがうように顔をゆっくり上げると、ほんの少し意外そうな顔をした彼女の様子。ここで私は彼女をうっかり呼び捨てにしていることに気が付いた。ああどうしよう、姉さんの知り合いなのに。あまり親しくないのに。と言い訳を頭の中で考えていると、彼女はやがて表情を緩めて笑う。

「どういたしまして」

　ひょっとしたら私は少し大人になったのだろうか。

　私を見つめる彼女の視線には、まるで拗ねる子供を微笑ましげに眺めるような様子は、もう微塵みじんにも残っていなかったから。





○






「というわけで魔女のブローチをください」

　数日後のこと。

　私は三角帽子とローブを身にまとい、魔法統括協会所属である証の月をかたどったブローチをつけて、仕事中のシーラさんのもとへと赴いた。

「……何だって？」

　彼女はきょとんとしていた。

　もう一度説明しなければだめなの？　まったくもう……。

「ですから、私、やりたいことが今はまだよく分からないのですけれど、これから色々なことを経験したいので魔女にしてください」

　自分が何をしたいのかはまだ分からない。

　けれど、そもそも私はまだ目に見える範囲のごく一部しか知らないことをイレイナに連れ回された二日間で知った。いわば知らないことを理解したともいえる。

　それがシーラさんのいう大人になるということだったのかは分からないけれど。

　少なくとも間違いではなかったのだろうと思う。

「……ま、いいか」

　ぽつりとシーラさんが呟くと、その指先が私の胸元まで伸びた。いつもの苦手な匂いがふわりと漂う。

　視線を落とせば、星をかたどったブローチが、私の胸に括りつけられていた。

「ずっと前からお前の魔女名は決めてたんだ」

　小さな文字を指でなぞりながら、私はその名を読み上げる。

「煤すすの魔女……」

　それが私の、魔女としての名らしい。

　胸元はいつもよりほんの少しの重さを帯びていた。この重さに慣れることもまた、大人になる、ということなのかもしれない。

　一歩引いて、ブローチをつけたばかりの私を眺めながら、シーラさんは頷く。

「似合にあってるじゃねえか」

「まあ、こう見えても魔女にふさわしいと言われるだけのことはやってきましたので」

　髪を靡なびかせながら少し大人っぽい雰囲気を醸しながら語ってみせた。語りながらこういうところがまさに子供っぽいところなのではないかと一瞬で思い至った。今後は辞めよう。

　一瞬で反省できる女。さすが大人の私。

「しかしお前がイレイナとそんなに仲良かったとはなぁ……意外だ」

「は？」何を言っているのかしらこの先生は。「別に私イレイナとは仲良くないですけど」

「呼び捨てにするような仲じゃん」

「私は姉さん以外に対しては誰でもこうです。別に彼女が特別なわけではありません」

「ふうん……？」

　面白そうに私を見つめるシーラさん。

　何だか何を言っても言いい訳わけ臭くさくなるような気がした。顔を逸らして黙っていると、彼女は荷物をまとめて身支度みじたくを始めた。

　仕事中だというのに。

「どこに行くんですか？　シーラさん」

「ん？　喫煙所」


「…………」



　私が沈黙を返す最中、シーラさんの表情が一気に曇くもる。

「近頃は喫煙所の場所を制限してる国が多くてなぁ……こうして喫煙所に堂々と行ける国に巡り合うだけでもうれしくてたまらなくなるってもんなんだよ」

　たまんねぇ、と彼女は嬉しそうに顔を綻ほころばせる。

　だから私はため息で答えた。

「大人になってください」
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　とある国の魔法統括とうかつ協会には今日も多くのお悩み相談が届けられます。

　来る日も来る日もデスクに座り、協会職員たちは各地から送り届けられる投書とうしょの数々を日々捌さばいてゆきます。

　山のように積み重なる投書の数。その一つひとつが街の人々の悩みなのです。

　協会職員たちは当然ながらそのすべてに真摯しんしに向き合います。決して取り零こぼさないように、人々の痛みが和やわらぐように。

「……ふぁっきゅー」

　ところでそんなお悩み相談員──通称投書係の中に一人、旅の魔女が紛まぎれ込んでいました。

　髪かみは灰はい色。黒のローブを着込み、右手にはペン、左手にはお手紙。そして見据みすえる瞳ひとみは生気せいきが抜けた瑠璃るり色。

　募集の張り紙を見かけてノリと勢いで投書係に参加し、そしてその仕事量の多さにげんなりしながらアルバイトしている彼女は一体どなたでしょう。

　そう、私です。

「……一体いつ終わるんですかこれ」

　予定ではあと四日ほどで終わるはずですけれども、同じことの繰り返しですし、なにより座りっぱなしの単純作業ですし、その割に頭を使いますから疲労ひろうが日々溜たまるばかりで困ってしまいます。

　ついでに、同じ場所に留とどまり続けると、しばしば余計な人間関係のしがらみにも巻き込まれてしまうものです。

　例えば派閥はばつ争い、陰口かげぐち、嫌味いやみ、噂話うわさばなし。

　ひそひそひそと、耳を傾ければ聞こえるものです。

「ねえ、あそこに灰色の髪の魔女の子がいるの、見える？」

「？　うん。ちょっと前からアルバイトに来てくれてる子だよね？　優秀だし、いい子だよね。私も早く魔女になりたいなぁ」

「……ふん。魔女だから何？　仕事できるから何？　私、聞いたんだから。みんなあの子のこと嫌きらってるらしいわよ」

「ええー？　ほんとぉ？」

「本当よ。あなたも嫌われたくなかったら近寄らないことをお勧すすめするわ」

　などとなどと。

　何やらよく分かりませんが、どうやら私は周囲から悪い意味で注目を集めてしまったようです。

　困ったものですね。

　ひとまず今私の噂をしていたお二人──特に噂を吹き込んでいたほうの顔は憶おぼえましたが、口ぶりから察さっするに彼女自身も誰かから私の悪評あくひょうを耳打ちされたのでしょう。

　噂の元を辿たどらない限りは私の悪評は流れ続ける一方。しかしここで働いている魔法使いたちの中から噂を流している張本人ちょうほんにんを突き止めるのは至難しなんの業わざ。というより残り数日でいなくなるのにそこまで労力を割く必要性を感じません。

　しかしながら余計な雑音を耳に入れるのは仕事の妨さまたげにもなるのです。これは単刀たんとう直入ちょくにゅうにいうなれば面倒めんどうな事態というものでもあります。

　いやはやまったく困ったものです。


　…………。



　などと。

　そんな風に思いを巡めぐらせながら、私はふと不思議な感覚を抱きました。

　昔の私ならば恐おそらく噂話をされた時点で報復ほうふくを決め込み、椅子いすとくっついて離れなくなる魔法でもかけていたことでしょう。今日こんにちに至るまで律儀りちぎに毎日投書と向き合っていることにも驚きですが、私は自身に対する悪評を聞きながらも感情にさざ波すら起こらなかったことにも同様に驚いていました。

　大人になったということなのでしょうか？　よく分かりませんが仮にそうなら悪い気はしませんね。

「どうしましょうかねー……」

　私はあくびをしながら投書の山に手を突っ込んで、すぽん、とお手紙を抜き取りながら呟つぶやいていました。

　来る日も来る日も様々な相談事と向き合う私でした。私のほうこそこの面倒な状況の打開策をどなたかに相談したいところなのですけれども。

　ひとまず無駄むだなことを考えるのは置いておいて、仕事に戻るとしましょう。

　さて本日最初のお悩み相談者はどこのどなたでしょう？

「……むむ？」

　手紙を開いた途端とたんに私は首を傾げるに至りました。相談内容が奇妙きみょう奇天烈きてれつでおおよそ手紙を出すに値しない問題、というものは今までも多々あり、その度に首を傾げてきた私でしたが、今回の投書は少し毛色が違っていました。

　そもそも投書と認識していいのか迷うような内容だったのです。

『あのう、急に返信が来なくなったのですけれども、ひょっとしてアレですか？　要件が済んだらもう返信する必要はないということですか？　まあ！　なんと身勝手なのでしょう。私はあなたをそんな妹弟子に育てた覚えはありません！　お詫わびにパンを送ってください。早急に。よろしくお願いします』

　手紙に綴つづられていたのはそのような文言もんごん。はて？

　私は手紙をくるりと返して差出人を見ます。

　どうやら王立セレステリアのとある女性からのお手紙のようです。文面から無類むるいのパン好きであることが窺うかがえます。容姿はよく分かりませんがなんとなく黒髪でいつも蝶々ちょうちょうを追いかけている大人の女性という雰囲気ふんいきを感じますね。というか普通に署名しょめいがありますね。

　送り先はお隣の国の魔法統括協会。この国の魔法統括協会には日夜多くの投書が集められるものですから、恐らく誤ってここに辿り着いてしまったのでしょう。

　文面から察するにお手紙のやり取りの最中に返信が来なくなってしまい急激きゅうげきに不安になってしまったのでしょうか。

　恐らく本来の送り先のお相手はとうの昔に返信する意思をなくしていそうですし、このまま見なかったことにしてお仕事に打ち込んでしまってもいいのですが。

「──ねえ、あそこの魔女の子の話なんだけど……」

　なんとなくですが、特に深い理由はありませんが、この手紙の送り主に対して間違いを指摘して差し上げる気に、私はなりました。

　そしてお返しの手紙を綴りながら、ふと私は思うのです。

　こんな時、私の師匠ししょうならばどのように考えるのでしょう？





間違い投書　王立セレステリアのとある魔女






「まあ！」

　その日、いつものように王立魔法学校へと赴おもむき執務室の扉を開けると、やけに大きなお荷物が私を出迎えてくれました。これは一体何事でしょう？　思わず声が出てしまったではないですか。

　戸惑とまどいながらもくるりと箱の周りを一周する私。箱から漂ただようのはほのかにいい香り。

　差出人の欄らんにはとある国の魔法統括協会の名があります。私はそこでシーラからの贈り物であることを察しました。

「あらあら……まったく、素直すなおじゃないですね」

　しつこく言ったらパン買ってきてくれるのですね。今度から手紙を送る時は毎回頼みましょうかしら──などと空想しながら、私は箱に手をかけました。

　さて遠くの国のパンとはどのようなものでしょう？

『残念ながら箱の中にパンはありません』

　んー？

　開いた途端、妙な手紙が私とご対面。

　パンがない？　どういうことですか？　紙切れを跳はね除のけつつ箱の中身を覗のぞき込むと、詰め込まれていたのはクッキー、ワッフル、マドレーヌ。輸送にも耐えられるようにひんやりとした冷気の中で、お菓子たちが凍えるように身を寄せ合っていました。

　私はお菓子を救い出しつつ手紙に再度目を向けます。

　再び見て気づきましたがどうやら手紙を送ってきた相手はシーラではないようです。

　私が送ったはずの手紙が、箱の中に一緒に収められていましたから。

『まず先にお詫びしなければならないのですが、貴女あなたがお送りしたお手紙はどうやら何かの手違いで、魔法統括協会の別の部署へと紛れ込んでしまったようです。よって相手方にはお手紙は届いていません。お手数おかけしますが再送いただけないでしょうか。このお菓子はお詫びの品としてお送りしたものです』

　あらあら。

　なんと親切な方なのでしょう？

　見ず知らずの人の優しさに笑みが零れる私でした。

　お手紙には続きがあります。

『ちなみにお望み通りにパンをお送りしようとも考えたのですが、そもそもパンは長期保存に向いていませんし、出来立てのほうが美味おいしいのは周知の事実です。輸送しても美味しいパンを味わえるとは限りません。無類のパン好きであるにもかかわらずなぜこのような提案をしてくるのか甚はなはだ疑問でしたがひとまず何かしら買ったほうがいいだろうという個人的な判断により、その辺で買ったお菓子をテキトーに詰め込んでおきました。ご要望があればまた送ります。よろしくお願いします』

　まあ！

　浮かべたばかりの笑みを収めて箱を見た時とは別の意味で声を上げる私でした。

　むむむとお手紙を睨にらみます。初対面の相手になんと馴なれ馴れしい態度をとるのでしょう。まるで旧知の仲の相手に綴るような皮肉ひにく交じりの文章ではないですか。

　まだお互いの距離を測りかねている時に放つ皮肉はただの悪口です。初対面ならばもってのほかです。なんと無礼な方でしょう。

　教師としてこのような無礼者は矯正きょうせいせねばならないでしょう。

「仕方がありませんね……ここは厳しく注意してあげなければ」そして私はペンをとりました。「あら……このクッキー美味しい……」間違えました。

　無意識のうちに食べていたクッキーをひとまず食べ終わってから私はお返しの手紙（という名のクレーム）を書くことにしました。

「ええっと……そういえば差出人はどなたなのでしょう？」

　魔法統括協会宛あてにすると誤って別の方に送ってしまうことにもなりかねません。一度送り間違えているからこそここは慎重しんちょうにやらねばなりません。

　よく見れば手紙の末尾まつびにはやはり綺麗きれいな文字で署名がなされています。

「……あらら？」

　差出人の名がそこにはありました。紛れもなく。

　私はペンを置いてもう一度手紙に目を通します。綺麗な筆致ひっち。丁寧ていねいな言葉。けれど皮肉交じりの文章。署名の欄に綴られた名はイレイナ。

　旧知の仲の旅の魔女の名でした。





相談者　投書係のイレイナさん






『あなたそんなところで何やってるんですか？』

　お菓子を送ってすぐに私宛にフラン先生からのお返事がありました。私としてはフラン先生こそシーラさんにパンせびったりして一体何やってるんですかと聞きたいところなのですが、まあいいでしょう。

「たまには真面目まじめに働いてみるのもいいものかもしれないと思いまして」

　特に意識したわけでもありませんが、私はその日からお仕事の合間にフラン先生とお手紙でやり取りを交わすようになりました。

　ごく自然な流れで息をするように話題が指先から零れ落ちて連なります。

『ところでそちらの国にはクッキー、ワッフル、マドレーヌの他にも美味しいお菓子などはありますか？』

「お菓子の食べすぎは太りますよ」

『食べたいとは言っていませんが』

「隠しても無駄ですよ、先生」

『あら、私の本音が分かるのですか？』

「本音が行間ぎょうかんから透すけてますからね」

『で、あるんですか？　お菓子』

「ありますけど……」

『まあ！　じゃあ後日幾いくらか送ってください。よろしくお願いします』

「別に本音を隠さなければ従うというわけでもありませんけど」

『あらまあ冷たい弟子だこと。それで、お仕事の調子はどうですか』

「まあまあ頑張がんばっています」

『私はいいか悪いかを聞いたのですよ、イレイナ』手紙の向こうでフラン先生が相変わらずの笑みを浮かべている気がしました。『ひょっとしたらそのお仕事はあなたの性分しょうぶんにはあまり合っていないかもしれませんね』

　あらあら、と目を細めながら、先生は手のかかる生徒を見るような目を向けている、そんな気配を感じました。

　大人になったかもしれない。

　などと思った直後にこんなことを言われてしまうのですから困ってしまいますね。どうやら大人になったと思っていたのは単なる幻想であったようです。


「…………」



　こんな先生だからこそ分からないことを聞いてみたくなるのです。「これは私の知り合いの話なのですけれども──」

　私はここ最近の出来事を、綴りました。

　あくまで架空かくうの知り合いに起こった出来事として。一から十までつらつらと。

『──ふむふむ、なるほど、要はそのお知り合いを嫌っている人間が誰なのかが気になる、ということですね。誰が敵かは分からない。けれど敵がどこかにいるかもしれない。そんな環境だから気になって集中力が削そがれると。随分ずいぶん小さいことを気にしているのですね、その方も』

「私もそう思います」

『ですが気持ちは理解できます。クッキーを食べている時にふと残りの数が気になってなんとなく今食べているクッキーも心の底から味わうことができないような、そんな些細ささいな惜おしさのような話ですね』

「……そういう話なんでしょうか」

『ええ。そういう話です。よければアドバイスを差し上げましょうか？』

　見返りはおかわりのクッキーでいいですよ──と綴りながら、フラン先生はそれからとある物語を手紙にしたためるのでした。





とある少女の話






　とある街で人気の魔法使いの少女がおりました。

　人々に笑顔を届けたいという前向きな信念を持つ少女は、街の路上で魔法を用いた演舞えんぶを披露ひろうして、道行く人々に幸せを振りまきました。

　街の人々はすぐに彼女の虜とりこになりました。注目は更なる注目を呼び、彼女はすぐに街中の人気者になりました。私も同様です。

　一時は彼女のためによそから人が来るほどでした。

　しかしながら素敵すてきな彼女の笑顔は、ある日、とある新聞記事によって曇くもることとなります。

『批判ひはん殺到さっとう！　路上で演舞する魔法使いの黒い過去』

　そのような見出しの下に綴られていたのは、彼女の過去を暴露ばくろする記事でした。

　曰いわくどうやら彼女は昔は少々好き放題な生き方をしていたようで、元恋人の年上男性と日夜お酒に溺おぼれて煙けむりをふかす日々を送っていたとのことで。

　そんな爛ただれた過去を持つ女性が街で人々に笑顔を振りまいている現状が不純ふじゅん極まりないとして多くの人から批判の声を集めているとのことでした。

　この記事に対して女性はすぐに反応を返しました。元恋人との関係を認めつつも、そんな過去を恥はじて今ではまっとうに暮らしていると、人々に訴えかけました。

　そんな彼女を取り囲む人々は彼女の真摯な姿勢に拍手はくしゅを送りました。しかし見るからに彼女のファンと呼べる人の数は減っています。

　そんな逆境ぎゃっきょうの中でもいつもと変わらぬ笑顔を振りまく彼女に胸が締しめ付けられるような思いでした。一時は彼女の笑顔に魅了みりょうされていたというのに、彼女を取り囲んでいた人々はなぜ去ってしまったのでしょうか？

　批判の声とは具体的にどのようなものなのでしょうか？　一体どこの誰が、彼女の過去の行いを責めているのでしょうか。

　ですから私は彼女のファンだったという方も含め、様々な人に聞き込みを行ったのです。

　その結果どうだったと思いますか？

　単刀直入にいえば、彼女に対して怒っている方はどこにもいませんでした。

　私が聞き込みをした限りでは大半の方が「批判されているらしい」という情報だけを知っていて、どこで、誰が批判をしていたのかを知らないのです。私と同じく、彼女を応援している気持ちがあるのに、周りの空気の変化に戸惑っている方ばかりだったのです。

「別に過去なんてどうでもいいじゃないか」「彼女が過去に恋人がいたかどうかは関係ない」「魅力的な女性なのだから恋愛くらいはするでしょう」「俺だって若い頃はやんちゃしたもんだ」

　街ではむしろそのように非難の声に対する憤いきどおりを覚えている方ばかりを見かけました。

　なぜでしょう？　批判の声が相次いでいるはずなのに、実際には「批判の声が相次いでいるらしい」と騒がれているだけで、しかし誰も批判の声そのものは聞いたことがないのです。

　本当に彼女の過去の行いは非難されていたのでしょうか？

　その答えを知る者はどこにもいませんでした。

　ただ、彼女が非難されているらしいという空気だけが、街で笑顔を振りまく彼女の周りに漂うようになってしまったのです。

　そうして、彼女の人気はいつしか輝きを失ってしまったのです。

　本当は、誰もそんなことを望んではいなかったのに。





相談者　投書係のイレイナさん






『結局のところ、人はその場の空気に流される生き物だということです。過激かげきな言葉で彩いろどられた記事につられた人々が、頭の中に架空の敵を作り出し、憤った結果が、結果的に彼女の人気を奪うこととなってしまったのです』

　フラン先生の手紙はそのように締しめ括くくられていました。

　これは、つまり魔法統括協会での出来事に言い換えるのであれば。

「……つまり実際には私の知り合いを非難している敵など存在しない、ということですか」

『そうですね。まあ強しいていえば、そのお知り合いの悪い噂を聞いたと吹聴ふいちょうして回っている人が敵と考えるべきではないでしょうか』

「なるほどやはりそうですか」

　私もそんな気はしてました。杖つえを振りながら頷うなずく私です。

　すると突然遠くのほうの席から「ぎゃあああああっ！」と悲鳴が上がりました。何かあったのでしょうか？　ちらりと視線を傾けてみるとまあなんということでしょう。私の悪い噂を流していた方と椅子がくっついてしまっておりました。噂話ばかりしていないで真面目に働けと見えない力が働いたのかもしれませんね。

『まあ、架空の他人から聞いた体で話すことなんて、噂話では常套じょうとう手段ではないですか？　特にあなたの知り合いに降りかかったような悪い噂に限っていえば、「嫌い」と話すよりも「嫌われているらしい」と話すほうが説得力がありますからね』

　前者は個人の意見。しかし後者はより客観的な意見、という風に読み取れますからね。説得力は割り増しでしょう──とフラン先生は綴ります。

　なるほどなるほど。

　まあ、私も架空の知人を作り出してフラン先生に意見を求めていますし、その辺りの考えに関しては概おおむね同意見ですね。

　しかしながらフラン先生のお話で気になることが一点だけ、ありました。

「ところでその魔法使いの女の子はその後どうなったのですか？」

　変な噂を流されて大層たいそう困ったことでしょう。可哀想かわいそうに。

　その後も無事に活動できていることを祈ってやみません。

　などと純粋に私は魔法使いさんのその後を心配していたのですけれども。

　しかし私の純情じゅんじょうを弄もてあそぶのがフラン先生という方でした。

『ああ、人気の魔法使いさんのことですか？　その子なら実在しませんよ』

　手紙の向こうでなんとなくくすりと笑っているような気配を感じました。

「どういうことですか？」

　私は「は？」という意図を存分に込めつつ返信しました。

　実在しないとは？

　頭の上で疑問符がくるくると渦巻き、妙みょうな陰口を噂されていた当初よりももやもやする私の元にフラン先生からお手紙が届けられたのは、それからほどなくしてからでした。

　先生は相変わらず朗ほがらかな様子で手紙を綴っていました。

　曰く。

『架空の知り合いの話です』

　でも、そのほうが説得力があるでしょう？
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学生二人の歴史探訪たんぼう






　歴史探訪。

　それは歴史好きの女子による歴史を辿たどる素敵すてきな旅の日々のこと。学生の身でありながらこの歴史探訪の旅をするのは二人の魔法使い。共にほうきに乗って平原の上を飛んでいました。

　一人は紫むらさき色の髪かみを後ろ一つで結むすんでいる凛り々りしい少女。名はリナリアさん。

　そしてもう一人、旅の同行人は、栗くり色の髪の少女。その名はアルテ。早い話がわたしです。

「ふわああ……」

　こんな情けない声であくびをしているのも、わたしです。朝早くに国を出たばかりで頭がまだまだぼんやりでおねむでした。

　寝ぼけた眼でぼーっと平原の向こうを見つめます。

　それからほどなくして隣となりでほうきを飛ばしているリナリアさんのほうへと視線を傾かたむけます。

「ええっと……この平原を真まっ直すぐ進めば次の国がここで……」

　歴史探訪の発案者である彼女は次の国への地図を睨にらんでむむむと唸うなっていました。

　旅に慣れていないわたしや彼女にとって地図は読み辛づらく、尚なおかつ迷まよい易やすく、度々悩なやみの種となるのです。例えば今飛んでいる平原であれば、細い道が通っていたり、ところどころで木々が身を寄せ合っていたりするのですけれども、そのような記載きさいは地図上にはどこにもなく、ただシンプルに『平原』としか書かれていません。おお酷ひどい手抜き。買った地図が悪かったのかな？

「まったく……！　何なのよこの地図は……！」

　そんな酷い出来の地図をくしゃくしゃに握にぎり潰しながら怒いかりを露あらわにするリナリアさん。お怒りでした。わあ大変。

　わたしはそんな彼女をなだめるためにも、彼女が知らないであろう耳よりの情報をこっそりお漏もらしすることにしました。

「クールなリナリアさんでも思わずはわわわってなっちゃう話、してもいいですか？」

「は？　私がそんな間抜まぬけな声を上げるわけないじゃない。馬鹿ばかにしないで」

「わぁめっちゃ怒おこってる」

「今機嫌きげんが悪いの。ごめんなさい」

「すぐ謝あやまるんですね」

「あなたには怒ってないもの」

「わぁ可愛かわいい」

「怒るわよ」

「ごめんなさい」

「それで話って何？」

「あ、はい。えっと──」

　歴史探訪の最中。つい昨日さくじつ、偶然ぐうぜん思い出した物語を彼女に語ります。

　これはわたしが実家にいた頃にまことしやかに囁ささやかれていた噂話うわさばなし。

　この地方に伝わる逸話いつわ。

「実はこの辺りの平原でとっても凄い噂話が独り歩きしてるらしいんですよ。あ、独り歩きしてるっていうのは比喩ひゆ的な意味でもあるんですけど現実的な意味でもあって、実はなんと──」

「移動式いどうしき宿屋やどやルノワの噂ね。当然知ってるわよ」

「そうなんですか」

　わたしまだ何も話してないんですけど。

「この辺りではとても有名な話だわ」

　わたしたち二人の歴史探訪の発案者でありながら重度じゅうどの歴史フェチでもあるリナリアさんは、クールな顔をしながらもやや高揚こうようした様子でぺらぺらと語り始めました。

「移動式宿屋ルノワは翼つばさのない黒い竜りゅうのような外見をしているといわれているわ。平原に人間一人収まる程度の足跡あしあとがついているのを見つけて、それを辿たどっていけば巡めぐり合うそうね……ふふ、素敵すてき」

　曰いわくこの地で広く知られている移動式宿屋には次のような特徴とくちょうがあるようです。

　まず今リナリアさんが言ったように、翼のない黒い竜のような外見。平原を悠然ゆうぜんと歩いているこの竜は、旅人や迷い人に遭遇そうぐうすると立ち止まり、長い尻尾しっぽをだらりと下げつつ背中せなかへと登るように促うながすのだといいます。

　そうして竜の背の上を辿ると見えてくるのは質素しっそな宿屋。

　木き造づくりの三階建てで、お庭つき。古くから竜と共にあり、年季ねんきが窺うかがえるほどに苔こけまみれ。

　宿の扉とびらを開けば、それはそれは素敵な日々が待っているのだといいます。

　かつて宿泊したことのある旅人は、この宿屋に対してこのように語っています。

『何度も通いたくなるいい宿屋です』

　それが移動式宿屋ルノワという不思議ふしぎな宿屋。

　会おうとしても簡単に巡り合えるものでもなく、この近辺を旅する誰もが羨うらやむ宿屋なのだといいます。

　わたしはしたり顔で話し始めたものですが、よくよく考えてみればド田舎いなかのわたしの実家のほうにすら伝わっているような話を歴史大好き人間であるところの彼女が仕入れていないわけもありませんでした。

「歴史探訪の中で一度でいいから泊まってみたい場所の一つだわ」

　ふふふふ、と目を輝かがやかせるリナリアさん。「で、その移動式宿屋ルノワがどうしたの？　ひょっとして足跡をどこかで見つけた？」

「うーん……足跡は見つけてないんですけど」

「ああ、そう……」

　露骨ろこつに落胆らくたんしてみせるリナリアさんでした。

　ひょっとして足跡がなければ移動式宿屋に辿り着けないと思ってません？

「リナリアさん、あっち見てもらえます？」

　わたしはそんな彼女の凝こり固かたまった考え方を変えさせるべく、指差しました。「ひょっとしてあれって移動式宿屋ルノワじゃない？」

「え」

　わたしたちがほうきを進めている先。

　そこには小さな木々が身を寄せ合っており。

　そして、会おうとしても簡単に巡り合えない黒い竜が、ごく普通に木々の中に紛まぎれて葉っぱをもしゃもしゃと咀嚼そしゃくしていました。つまりお食事中の移動式宿屋ルノワの姿があったのです。

　わたしは見間違いかなぁと思ったものですけれども、どう見ても姿かたちは噂通り。背中には古びた建物が乗っかっていますし、それにリナリアさんの反応から見てもそれが移動式宿屋ルノワであることは疑いようもない事実でしょう。


「…………」



　彼女はしばし啞然あぜんとしながら口をぽかんと開けたのちに、言いました。

「はわわわわわわわ」





○






「も、申し訳ございませんお客さま……はしたないところをお見せしちゃいました……」

　わたしたちが黒い竜の背を辿って宿屋の扉を叩たたくと、若い店主さんがこれまたあわわとしながらカウンターから出てきて迎えてくれました。

　髪は薄うすい紫。肩かたを過ぎる程度。深い緑みどりの制服を着ている彼女は自らをルノワと名乗りました。

　このお店の店主であり、曰く、わたしたちが宿屋に入った直後に再びのそのそと歩き始めた黒い竜の分身ぶんしんなのだといいます。

　わたしは流れ始めた窓の外の景色に目を向けながら「ほえー、そうなんですかぁー」凄すごいなぁ、としきりに感動したわけですが、

「分身ですって……？　一体どういうことなの？　こんな小さな子が竜だというの……？　竜らしき証拠しょうこはどこにあるの？　ひょっとしてこの髪に付いているヘアピンらしきものが竜である証拠なの？　素敵だわ。ふふふふふふふ……」

　念願ねんがんの夢かなって移動式宿屋ルノワへと足を運ぶことができたリナリアさんは気分が高揚しすぎて少々おかしくなっておりました。歴史好きの彼女にとってはこの宿屋の中で空気を吸うことができている時点でただの感動だけでは済すまない事態なのかもですね。

「私この宿屋に来ることが長年の夢だったのところでルノワさん。あなたのことを色々と教えて？　いつどこで生まれたの？　どうして宿屋をやっているの？　ところで竜の分身ということだけれど昔からこの姿かたちなの？　何歳？」

　でもちょっと落ち着いてほしいですね。
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「あわわわわわ……お、お客様、困ります……！」

　リナリアさんに顔や髪をぺたぺたと触さわられながらあわあわするルノワさんでした。


「…………」



　これではお話どころじゃないですね。

　わたしは静かにリナリアさんとルノワさんの間に立って、二人をぐい、と引き離しました。

「どうしたのアルテ」

「んー何でもないです」

　リナリアさんから解放されたルノワさんは「ふ、ふう……驚きました……」と胸を撫なで下ろしつつ三歩ほどわたしたちから離れました。

　ちょっと警戒けいかいされてる……。

　それから落ち着きを取り戻したルノワさんがこの宿屋に関して一から説明をしてくれました。とはいえその大半はリナリアさんもわたしも知っているような宿そのものについてのご紹介でした。ですからわたしたちは揃そろって頷うなずき「知っています」と話しました。

「え？　そうなのですか？　あららら……うちの宿も有名になったものですねぇ……」

　店主であるルノワさん自身はこの宿が有名になっている自覚はないのでしょうか。「そんなにたくさんの旅人さんをお招まねきしたことはないですけど、不思議ですねえ」

　首を傾げながらもその顔は嬉うれしそうに緩ゆるんでいました。

「ここを訪れた旅人たちが各所でいい宿屋だったと触れ回っているのでしょうね」

　見れば分かるわ──とリナリアさんが頷きながらルノワさんのほうを見つめます。

　おやおやー？　またルノワさんに対して悪さする気ですか？　とわたしは一瞬いっしゅん身構えましたが、どうやらリナリアさんは既すでに平静へいせいを取り戻していたようでした。

　彼女はゆっくりと歩み、ルノワさんの脇わきをすり抜け、カウンターの向こう側にある壁かべを見上げます。

「え……？　凄い！」そこにあるものに遅れて気づいたわたしもリナリアさんの背中を追いかけます。

　壁一面に貼はり付けられていたのは、数えきれないほどの写真たち。

　恐おそらく今日に至いたるまでこの宿屋を訪れたお客さんたちの記録でしょう。魔法使い、剣士けんし、弓手きゅうしゅ、観光客、商人──飾かざられた写真たちの中で様々な人が笑顔を向けていました。

　同様に写真の中で笑う、ルノワさんの横で。

「写真を貼るようになったのはちょっと前からなんです」

　確か七年くらい前のことだったはずです、とカウンターの中へと戻りながら彼女は教えてくれました。七年前はちょっと前って感じではないのですけれども。

　ご長寿ちょうじゅの竜からするとつい最近の出来事という分類になるのでしょうか。


「…………」



　写真を見つめるリナリアさんの瞳ひとみは好奇心に満みち満ちていました。

　爛々らんらんと光る瞳が詳くわしく教えてお願い、と語っています。

　そんな子どものような彼女のルノワさんはくすりと笑いました。

「……この写真に写うつっているのは旅行中の新婚しんこんさんですね」

　一つひとつ写真を指差しながらお客さんとの思い出を彼女は語ります。曰くルノワさんを挟はさんでいるお二人の女性はとある国の王女様と騎士きし様なのだとか。

「このお写真は故郷こきょうに帰ってる最中の弓手さんと一緒いっしょに撮とった写真ですね」

　指差した写真の中で弓を構えている少女とルノワさん。泊まった記念にと弓術きゅうじゅつを少しだけ教えてもらったそうです。

「それからこれは文字通り二人一組の旅人さんと一緒に撮った写真ですね。瓜二うりふたつの姉妹しまいに見えるでしょう？　実はこの人たち、刀かたなと魔法使いさんのペアなんですよ」

　まるで鏡かがみ合あわせのようにルノワさんを挟んで笑い合っている桃もも色の髪の旅人の正体は、片方が刀で、もう片方が普通の魔法使いさんなのだとか。どちらがどちらか分かりますか？　と言われたので首を横に振ると、右側の人が刀ですと即答そくとう。よーく見れば右側の人のほうが少しだけ気が強そうな顔をしていますね……。

　無数にある写真たちを眺めながら彼女は語ります。

　一つひとつの写真に込められた思い出の数々を、彼女は多分、すべて覚えているのでしょう。

「このお写真は移動式宿屋ルノワを筋肉きんにく一つで止めようとした男の人と記念に撮った写真」「それからこのお写真は吸血鬼の姉妹さんと一緒に撮った写真」「あとこれは競箒けいそうという競技の選手さんが来た時に撮った写真です。サインもあるんですよ」

　文章を読むようにすらすらと言葉が流れていました。

　どうやらルノワさんという店主さんは、この宿屋を訪れたすべての人々との思い出をしっかり胸むねに仕舞しまっているのでしょう。

　わたしたちも壁に貼られている彼女たちのように、隣に並びながら笑顔で写真を撮ることになるのかと思うと少々ほっこりしますね。

「この写真は他とは違ちがうの？」

　わたしの横のリナリアさんが視線を落とします。カウンターに置いてあった写真たて。その中で、数人の女性たちに囲まれてルノワさんが笑っています。

　特別なものだから、他の写真とは別の場所に置いてあるのでしょうか。

「……そうですね」

　こくりと頷きながら、ルノワさんは写真たてを手に取ります。「これは少し違う事情の籠こもったお写真なんです──」

　きっと彼女にとっては特別な一枚なのでしょう。

　静かに見つめるその瞳は、他のどれを見ている時よりも懐なつかしさと優しさに満ちていました。

　そして彼女は、他の写真を指差し語ったように思い出話を語ります。

　それは七年前の物語。

　多くの思いが詰つまった物語でした。





移動式宿屋ルノワの記憶






　その日は数か月ぶりの来客らいきゃくでした。

　平原で偶然拾ひろい上げたのは、黒い髪の魔法使いさん。ご来店の際にはじめましてのご挨拶あいさつと共に、宿泊記録のために彼女自身について尋たずねたところ、彼女は自らをカエナと名乗り、

「職業は写真家だよ」

　と言いました。

　はてはて？

「写真家、とは何でしょうか……？」

　恥ずかしながら滅多めったに来客がない当宿は近頃の世間様せけんさまの流行りゅうこうにはすっかり置いてきぼりにされておりました。いつも歩き回っているのに今の世の中のことを何も知らないなんて不思議な話かもしれませんが、誰とも会う機会がなければ人は無知むちまであっという間なのです。

　世間知らずな私めに対してカエナ様は親切に写真家とは何かを教えてくれました。

「写真家っていうのは、この世で最もすさまじい力を持った仕事の一つだよ。その気になれば何だってできる。私一人の力で国一つ動かすことすら容易よういだよ。はっきりいって写真家はどんな国の王様だろうと悪人だろうと誰だろうと場合によっては従したがわせることができると言っても過言かごんじゃないね。つまり写真家というのはすなわちこの世界の影かげの支配者のことを指す」

「おおー！」

　なんだかよく分かりませんが凄いことだけは理解しました。私は宿泊記録に『すごい人！』と但ただし書きを加えます。

　このカエナ様というお客様は少し変わった方でいらっしゃいました。

「ところで君さ、この宿屋は行きたい場所に連れていってくれるのかな」

　宿泊の案内が済んだあと、私は彼女を三階の一番いいお部屋に案内しました。かと思ったら彼女はすぐに出てきてそのように尋ねてきたのです。

　もちろんお客様の喜びが私の喜びですから、私は「もちろんです！」と頷きました。

「なるほどね」納得なっとくしたように頷くカエナ様。「ところで料理は好きな物を出してくれるの？」

「はいっ！」

　同様の理由でお客様のご要望ようぼうがあれば何でもご用意させていただく所存しょぞんですとも。

「なるほどね」

　ふむふむと再び頷くカエナ様。

　頼めば何でもしてくれるってことか──と小さく呟つぶやきにやりと笑うと、

「ところで話は変わるけど、君にしかできないお願いが一つある。頼める？」

　と私の背の向こう側にある壁に手をつき、そこそこ近い距離から私を見つめつつ彼女は仰おっしゃいました。私はどきんとしました。同時にぴんときました。

　この流れ、もしや……？

「それはひょっとしてえっちなことですか……？」

「違うけど」

　違いました。

「ではどのようなご要件でしょうか……？」

　お客様の要望ならば喜んで引き受けるつもりではいますけれども。

「まあ単刀たんとう直入ちょくにゅうにいうとさ、助手じょしゅをやってほしいんだよ」

「まあ！」

　私は感動しました。それはつまり、影の支配者様の助手を任せていただけるということではないでしょうか。

　長年、宿屋の店主として生きてきましたがこのような展開は一度としてありませんでした。

　私が胸むね躍おどったのは言うまでもありません。

「是非ぜひ！　是非やらせてください！」

　故ゆえに私は喜び舞い上がりながらも彼女の提案を承諾しょうだくするに至りました。

　それから私とカエナ様は移動式宿屋の中で素敵な日々を過ごすこととなりました。

　写真家という職業の方々はカメラ、という道具を用いてお仕事をなさるようでした。彼女は杖つえを用いて四角い煙けむりをふわふわと宙に浮かせると、これがカメラだと語りました。

　私にはそれは綿わた菓子がしか変わった形の小さな雲としか思えませんでしたが、カエナ様が杖を指で叩く度に、ばつん、とカメラと呼ばれた四角いモノから光が放たれ、直後に紙が宙に舞い踊りました。

　何が起こったのかとどきどきしながら目を瞬またたかせていると、カエナ様は舞い降りる紙を摑つかみ取り、私に手渡してくれました。

　そこに描えがかれていたのはカウンターの向こう側で今にも「わひゃあっ！」とでも言いそうな顔をしている十代後半程度の少女の姿。薄紫の髪で、深緑色の制服を身にまとっています。

　つまり、ばつん、という音を聞いた瞬間の私の姿が描かれていたのです。なんと恥ずかしい顔をしているのでしょうか。突然の出来事にびっくりどきどきしているではないですか。

「ま、こんな感じに目の前の瞬間を切り取り収めることが、写真家の仕事だ」

　だから慣なれてよ？　と影の支配者を自称じしょうする者としてふさわしい悪い顔を浮かべるのでした。それはつまり言い換かえるならばこれから何度も私をカメラに収めるからよろしく、と言っているようにも聞こえました。

　そして実際それから何度も私はカメラの前に立たされることとなります。

「ひゅー！　いいねえ！　もっと宿屋っぽい表情してくれると尚いいけどな！」

　ばつん、ばつん。

　カエナ様の手で何枚もの写真が撮られます。

　宿屋っぽい表情って何ですか？

「じゃあ次はカウンターの向こうで黄昏たそがれている感じの写真を撮るから。ちょっと向こうで眠そうな顔して」

「こうですか？」

「もっと自然な感じで」

「こ、こうですか……？」

「いいね！」

　ばつん、ばつん。

　退屈たいくつそうな私の顔に何度も光が当たります。カメラを構える彼女の顔には張はり詰めるような緊張感。言い換えると動いたら殺されそうな雰囲気ふんいきがあったため、私は自身が震ふるえていることを悟さとられないように必死でした。

「じゃあ次は三階のテラスから外を眺めてまだ見ぬ客を待ちわびている感じのシーン撮ろうか。はい。待ってる感じの表情して」

「こうですか？」

「いや全然違う。もっと自然に！　可哀想かわいそうな女の子みたいな表情で！」

「こ、こうですか……？」

「全然違う！　お前今何聞いてたんだよ！」

「ふええ……よく分かんないです……」

「あ、今の表情いいね！」

　ばつん、ばつん。

　なんだかよく分からないのですがたまたま浮かべた表情がいい感じに評価されることもありました。

「ちょっと可愛い顔してみて」

「えへっ、こうですか？」

「いやその表情はあんまりそそらないかな……」


「…………」



　逆ぎゃくも然しかり。

　私はそんなカエナ様に絶えず振り回されました。

　けれど彼女といる時間は慌あわただしいながらも、心躍る日々でもありました。

「この宿、深夜は動かないの？」

　ある日の夜、暗い空に浮かぶ星々にカメラを向けたまま、彼女は呟きました。

　退屈そうにあくびをする彼女の両肩にはブランケット。先ほど淹いれたばかりのコーヒーは既に空っぽになっていました。

　あわわわ。

　なんたる失態。私は慌てて新しいコーヒーを淹れながら答えます。

「す、すみません！　普段は深夜帯になると休憩きゅうけいをしたりしているのですけれども──動いたほうがよろしいですよね！　今すぐ動かします！」

　だから怒らないでくださいー！　と心の中で祈りました。

　しかしカエナ様はそんな私に柔やわらかく笑いかけるのです。

「あはは。ごめん、勘かん違ちがいさせちゃったか」

　そんなつもりで言ったんじゃないよ──と彼女は首を振ると、「むしろこのまま動かないほうが好都合こうつごう」と言って一枚の紙を私に手渡してくれました。

　それは星空の写真でした。

「わあ……！」

　息を呑のむほどに美しい星空の写真でした。

　暗がりの中でそびえる山々。その上に広がる瑠璃るり色の空の中を通っているのは白く細い線の数々。まるで櫛くしを通したように美しく並び、弧こを描いて渦うずになっています。

　それは芸術的で、けれど非現実的な光景でもありました。

　少なくとも、私が見上げている星空は、物足りなそうにただ輝いているばかりでしたから。

「それは星が辿った軌跡きせきを写した写真だよ」彼女は私の隣で言いました。「何枚も何枚も同じ場所で写真を撮り続けて、一枚にしたためると、そういう風になる」

　現実にはあり得ない光景。

　しかしそれは紛れもなく私の目の前に広がる星空を用いて撮られた写真なのです。

「凄い……」

　私はただそれだけしか言葉を漏らすことができませんでした。ずっと星空の下を歩いていたというのに、私は夜空の本当の美しさすら知らなかったのです。

　世の中が私の知らないことで満ち溢あふれていることを、私は改めて実感するのでした。

「だから言ったでしょ？　写真家はその気になれば何でもできるって」

　上機嫌なカエナ様は、新しく淹れられたばかりのコーヒーに口をつけて、美味おいしい、と呟き目を細めるのでした。




　しかしながら、そんなカエナ様との日々を過ごす中で、私の中で一つ欲が生まれました。

　少し前、とある魔女さんがこの移動式宿屋ルノワを訪れてから、少しずつ旅人さんがこの宿屋目当てに訪れてくれるようになりました。今まではこの宿屋の外観を見ただけで逃げ出してしまう人ばかりだったのですが、噂で聞いた宿屋だからと足を運んでくれる人も現れるようになりました。

　最初のうちはそれだけで満足でした。

　けれどやはり人の欲とは底そこのないものなのですね。

　人がたまに来るようになれば、次はもっとたくさんの人に来てもらいたいと心の奥深くで願うようになってしまっていました。

　たくさんのお客さんに囲まれて、そして一緒に笑い合えるような日が来れば、きっと私の心はこれ以上ないほどに満たされましょう。

　写真家さんの彼女ならば。

　その気になれば何でもできる彼女ならば、ひょっとして私のそんなささやかな願いすらもかなえてくれるのでしょうか。

「……あの」

　いつものように写真を撮られる毎日の中で。

　私は気づけば欲に背中を押されて声を漏らしてしまっていました。

「？　何？」

「あ、いえ……」

　カメラから顔を離して首を傾げるカエナ様を前に、私は慌てて口を押さえて首を振りました。

　駄目です、駄目です。私はこの宿屋の店主です。お客様に頼み事など本来できる立場ではないでしょう。まして彼女の写真撮影を中断してまでするような話ではありません。

　冷静さを取り戻すために私は一つ深呼吸をしました。

　息を吸すって、吐いて、しかしその時私の頭の中に黒い私と白い私がぽわんと浮かび上がります。二人の私は私の頭の上を舞いながら耳元で互いに囁きます。

『いいじゃない、ルノワ。これまでわがままをたくさん聞いてあげたのだから、一つくらいわがままを言ったって、許してくれますよ』

　黒い私が誘惑ゆうわくします。一理いちりありますね。

『ちょっと待ってください』しかしそこですかさず白い私が割って入ります。『二つとか三つでもいいんじゃありませんか？』

　白い私はちょっと欲望強めでした。なるほどなるほど。

　しかしそんな白と黒の私二人に挟まれながらも、当の私自身はもじもじとするばかりでした。

（で、でも……拒絶きょぜつされたらどうしましょう……）

　肝心かんじんなところで意気地なしなのがこの私なのです。

　そんな私の肩を叩くのは黒い私。

『もう忘れてしまったのですか？　ルノワ。少し前にこの宿に来た灰はい色の髪の旅人さんの言葉を思い出してください』

　彼女が何と言っていたのか。

　言葉に詰まる私の代わりに白い私が囁きます。

『──思いはきちんと伝えてあげてください』

　でなければきっと伝わらない。彼女は確かそのように言っていました。

　なるほどなるほど。

　つまりちょっとくらいのわがままは許されると思って勇気ゆうきを出すべき、ということですね？

「……？　何か言いかけてなかった？　どうしたの」

　訝いぶかしむカエナ様。

　私は再び深呼吸をしました。

　もう私の傍そばに白い私も黒い私もいません。

　だからたった一人、勇気を振り絞って言いました。

　とてもとても小さな悩みを、彼女に打ち明けました。

　独りぼっちは、寂さびしいのだと。





とある写真家の記録






　ばつん、とシャッターを押した。

　最後に撮った一枚は偶然撮れた一枚だったけれど、これまで私が指示して無理やり作ってもらったどの表情よりもよほど自然で、真に迫っていた。

　思いを打ち明ける彼女の表情は他のどの写真よりも綺麗きれいで儚はかなく美しかった。とはいえ別に残すようなものじゃないな──可哀想だし。

「独りぼっちが寂しい、ね──」

　ルノワの言葉を嚙かみ砕くだくように復唱ふくしょうする。「アドバイスが欲しいってことでよい？」

「……！」

　こくこく、と目を丸くして頷くルノワ。きっと私ならば何らかのアイデアを提供できると見込んで頼んだのだろう。

　この店では毎日美味うまい料理も食わせてもらっているし、各地の絶景ぜっけいポイントまでわざわざ送ってくれるし、被写体ひしゃたいになってくれるし、いい写真を何度も提供してくれるし、しかも宿泊代タダだし、いい子だし。

　何だったら、この先一年間この宿で働けと言われても断れないほどの恩おんがあるくらいなんだけど。

「いいよ。じゃあ寂しくなくなる方法、教えてあげるよ」

　その程度のお願いならばお安い御用ごよう。

　まずどこから話せばいいだろうか。私はカメラを構えたまましばし辺りを見回した。

　移動式宿屋ルノワは尚も平原を歩いている。

「まず大前提として、この宿屋は素晴すばらしい。窓の外から見える景色はいつも絶景そのもの。内装ないそうは綺麗だし、料理も絶品ぜっぴん。ここまで素晴らしい宿は今まで泊まったことがない」

「そ、そうですかぁ？　えへへ……」

「ところがこの店には圧倒あっとう的に足りないものが一つだけある。何だと思う？」

「セクシーさですか？」

「全然違うけど」

　おうおう今そんな話してたかー？

「ええっと……じゃあ何でしょうか？」

　早々に答えを求めるルノワ。

　私にとっては当然分かることでも、彼女にとってはそうではないらしい。

　私は答える。

「単刀直入にいえば、この宿屋に足りないのはプロモーションだね」

「ぷろもーしょん？」

　こてん、と首を傾げるルノワだった。何それと言いたげ。

「プロモーションっていうのは要するに宣伝せんでん活動のことだよ。この宿屋に関していえば、存在を知っている人間が圧倒的に足りない」

「でも……この前来た旅人さんが宣伝してくれたおかげで、ちょっとはお客さん来るようになりましたよ？」

「旅人の客はね」

　その旅人とやらとどんなやり取りを交わしたのかは分からないけれど、旅人が関わり合いを持てる人数なんてたかが知れている。

　そして主に情報交換をする相手は同じ旅人か商人が主だろう。

「もっと多くの人を呼びたいのなら、この宿屋を目指して来てくれるような観光客をもっと呼び込むべきだろうね」

　そしてそのための活動をプロモーションと呼ぶんだよ──私は言った。


「おおおー……！」



　単純たんじゅんなことでたったこれだけの話だけでルノワの瞳は輝いた。ピュアすぎて眩まぶしい。

　そして同時に羨望せんぼうのまなざしが気持ちよくて私は少し調子に乗った。

「この宿をもっと有名にしたいのなら、私が少し手伝おうか」

　どのみちしばらく宿での滞在は続ける予定だし、暇ひま潰しに写真を撮る以外のことに手を出しても面白いかも。ついでにいい写真が何枚も撮れたりしたら最高だし。

「まあ見てな。私の手にかかればこの宿屋の評判ひょうばんが広まるのなんてあっという間だから」

「あっという間なのですか？　凄い！」

　ちょっと言いすぎたかも。

「あっという間どころか一瞬いっしゅんで超有名店になるかも」

「一瞬なのですか？　凄い！」

　マジで言いすぎたかも。

「まあとりあえず、今よりはよくなることは間違いないかな」言い直しとこ。

「おおおお……！　でも、そこまでしていただいていいのですか？」

「別にいいよ」

　まさに写真家の腕うでの見せどころだし、こんな穴場あなばを知っているのだと今すぐにでも自慢じまんしたかったくらいだし。

　それくらいしないとこの宿屋で散々さんざんいい思いをしてきた今までの日々と釣り合いがとれないだろうし。

　それに、

「おかげでいい写真が撮れたから」

　ばつん、とシャッターを押す。

　そして私の手元に写真が一枚舞い降りる。

　そこには嬉しそうに自然な笑顔を咲さかせるルノワの姿。

　我ながらなかなかいい出来だ。





○






　ルノワ本人は恥ずかしがって嫌がったけれど、いい写真は使ってこそ輝くものだ。

　早速さっそく私はここ数日で撮った数々の写真を持って、最寄もよりの国へと立ち寄った。黒い竜は国に近づきすぎるとパニックが起こるかもしれなかったから、近くの森に身を潜ひそめてもらった。

「どうだ？　この写真の竜が近くまで来てるんだけど。気にならない？　なるでしょ？　なるって言えよ」

　正直なことをいえば反応は半々といったところだった。

「何をそんな馬鹿なことを」「竜なんているわけないじゃない」「で、この偽物の写真はどうやって作ったんだ？」「悪いがこんな写真を信じるほど夢見がちな人間じゃないんでね」

　私が写真を見せた途端に鼻で笑う者が半分。

　残り半分は夢見がちな人間だった。

「これ、本当かい？　凄いなぁ……」「森に行けば会えるの？　私行きたいかも！」「宿屋になる竜か……いいねえ」

　そいつらは目を輝かせて私から写真を受け取り、国を発たっていった。

「あなたたち、知っていて？　海洋かいよう生物の中で身体からだが大きい生物ほど微生物や小魚といった小さきモノを食べる傾向にあるのよ？　つまりこの竜も同じく小さい物を食べるに違いありませんわ！　多分この竜は草を食べますわ！　そうに決まってますわ！　私分かりますの。なぜなら博識はくしきだから」

　あとお嬢様然ぜんとした女の子も食いついた。

　変な子だった。まあどうでもいいけど。

「おお……さすがお嬢様。博識だぁ……」「海洋生物までお詳しいとは恐れ入ったな……」「今回ばかりは本当に博識と言わざるを得ません」「常識では？」「お前の常識がお嬢様の常識だと思うなよ」「常識を疑え」

　あとお嬢様の取り巻き複数人も変な奴だった。

　まあ来るなら誰でもいいけど。

　とにもかくにもそうして変わった人々がとある国から集まって、移動式宿屋ルノワへと入店した。

「ま、ざっとこんなもんよ」

　あっという間に三階までの全室が埋まった。

　来客した彼らの反応は言うまでもないだろう。

　竜の背の上で過ごす日々に驚愕きょうがくし、感動し、出される料理に笑みを漏らし、そして自由な日々を心ゆくまで楽しんだ。

　あまりの美しさに泣き出す者もいた。

「うううう……、宿が満室になるなんて……わた、私、嬉しいです……！」

　もちろんそれは店主も例外ではなかったけれども。

　ともかく存在さえ広く知られてしまえば、移動式宿屋ルノワに人を集めるのは容易だった。私はルノワの竜に移動先の指示を出しつつ、客を入れ替えながら色々な国で移動式宿屋ルノワの宣伝をして回った。

「移動式、宿屋……。こんなものがあるのですか」

　クソみたいな国だった場所、で広く知られるとある国を訪れた際は、メガネをかけた女性が写真に興味を示してくれた。

「もう少し早く来てくれていれば、新婚旅行をこの宿屋にしていたかもしれませんね」

　残念、と女性は笑いながらも、彼女は宿屋の宣伝を手伝ってくれた。興味本位で結婚相手は誰なのかと尋ねると彼女は王宮を指差しくすりと笑った。再来月には挙式が盛大に開かれるらしい。私の再来月の予定が決まった瞬間だった。

　彼女が国専属魔女であったことを知ったのは後日になってからだった。

「ほう……これはなかなか……」

　一方で彼女とは別の国の専属魔女様は今のところ結婚の予定はないらしい。

　二人目の国専属魔女と遭遇したのは私が月光げっこうのイーヒリアスで写真を配っている時のことだった。水色のショートカットの彼女は、「こいつは面白い」とあっさり食いついてきて宿へと乗ってきた。

　国専属魔女なのに国を放っておいてもいいのかと、私の中でとうの昔にくたばっていたはずのモラルがむくりと起き上がり疑問を抱く。そして結果彼女にそのまま尋ねるに至ったが、湖畔こはんの魔女カロリーネは「ふん」と鼻はなを鳴らしながらルノワが淹れたばかりの紅茶こうちゃに口をつけた。

「休んできたらどうかと国王様に言われてね。だから今は休暇中なんだよ。……おかげで少し手元が寂しいけどね」

　そうしてティーカップを皿に置きながら、吐息かため息かよく分からない息を漏らす。

　根っからの仕事人間は四六時しろくじ中ちゅう働いていないと気が済まないらしい。

「なるほど、そうですか」

　手持てもち無沙汰ぶさたのまま過ごして、移動式宿屋での日々が退屈だったなどと根も葉もない悪評あくひょうを国中で言いふらされたら面倒だ。「……そんなに仕事がしたいなら、ちょっと面白い話がありますけど」

　私はカメラを構えながら彼女に話す。

「……ほう？　詳しく話を聞こうじゃないか」

　そして彼女はティーカップをテーブルに置くと、私を向かい側の席へと促うながした──。

　ばつん、とシャッターを切る音が鳴り響く。

「──あわわわわわ！」

　客が頻繁ひんぱんに出入りをするようになってからルノワは多忙たぼうの日々を過ごしていた。料理を作り、部屋に運び、ラウンジでゆっくりしている客にコーヒーを淹れ、かと思ったらチェックアウトした部屋を清掃せいそうして、新しい客を迎え入れる準備をする。

　あちこち忙しそうに走り回るルノワは私がシャッターを向けていることになど到底とうてい気づくはずもない。自然な表情撮り放題。最高。

「……いい表情じゃん」

　客と向き合っている時に見せる花のような笑顔。客のために部屋を用意している時の真剣しんけんな表情。料理の味見をしている時の幸せそうな顔。

　仕事の合間に両手でカップを抱えてほっと息をついている時の気の抜けた顔。

　どんな顔も絵になった。

　彼女はどんな時でも嬉しそうだった。

　カメラ越しに彼女を見つめながら考える。私だったら彼女と同じような立場に陥おちいった時に彼女のように前向きに生きることができるだろうか。きっと無理だ。

　私だけでなく、多くの人にとっても同様だ。

　だからこそ、そんな彼女が運営するこの宿屋に、人々は惹ひきつけられるのかもしれない。

「ありがとう！　とっても素敵な宿屋だったわ」「こんな素敵な体験は初めてだよ！」「夢のような日々だった」

　この宿屋を去ってゆく人々は口々にルノワに感謝の言葉を口にした。

　その度に彼女は泣き出しそうなほどに嬉しそうな顔でお辞儀じぎする。

「またのご来店、お待ちしていますっ！」

　こうして私は何度となくルノワの出会いと別れを見送ってきた。

　カメラに収められた写真はどれも素晴らしいものばかりだった。

「カエナさん、ありがとうございます」

　夕日に包まれた街へと消える客の背中を眩しそうに眺めながら、ルノワは語る。「カエナさんに出会えていなかったら、もしかしたら私のお店は、こんな綺麗な景色を見ることもできなかったかもしれません」

　私は幸せ者ですね──嬉しそうに笑う彼女がそこにいた。

　だから私も彼女と同じ景色を眺めながら、カメラを構える。

「そりゃこっちの台詞せりふなんだけど」

　私だけではこんなにも多くの人の笑顔を撮影することなんてできなかっただろう。私は他人に嫌われてばかりの人間だったから。

　そんな私でも、いいことの一つに嚙むことくらいはできるのだと、彼女は教えてくれたのだ。

　本当に感謝しなければならないのは私のほうだ。




　そんな日々の中。

　偶然にも客がゼロになり私たち二人だけになったタイミングがあった。突然暇になった私たちはラウンジで向かい合って座りながら紅茶に口をつけた。

　そんな最中にふと私は気になってルノワに尋ねたことが一つある。

「この仕事、いつまで続けるつもり？」

　そもそも金を貰もらわない彼女の宿屋を仕事と定義していいのかは少し迷う部分もあるけれども、私はともかくそのように尋ねた。

　彼女は「んんー」と少しだけ考えてから、やはり笑ってこう答えた。

「飽あきるまで、ですかね？」

「なるほどね」

　彼女が宿の運営に──人と顔を合わせることに飽きる日など来るのだろうか。私には彼女の答えは寿命じゅみょうが尽つきるまで永遠に続けると言っているようにも聞こえた。

「正直のところ、今はあんまりやめたあとのことは考えてないんです」

　ルノワは語る。「今は目の前のお客さんたちにたくさん幸せになってもらうのが先ですから」

「……でも客だっていい人間ばかりじゃないはずだよ。噓うそをついてばかりのろくでもない人間だっているし、他人を攻撃してばかりの連中だって中にはいる」

「そんな人たちも私の宿屋で一緒にお休みできるようになったら素敵ですよね」

「……世の中が皆あんたみたいな人間ばっかりだったら楽なのにね」

「？」

「いや、何でも」

　少し故郷を思い出していただけだよ──と私は漏れかかった言葉を温かい紅茶と一緒に飲み込んだ。

　それからほどなくして、移動式宿屋ルノワは平原と国を経由けいゆしながらも三度ほど立ち止まり、合計三人の客を乗せるに至った。

　その誰もが変わった客だったから、私の記憶にもよく残っている。

「こちらが噂に聞く移動式宿屋ルノワですか」

　まず一人目は青紫の髪の旅人だった。見かけは二十代中頃程度。旅人らしい動きやすい装いを着込んでおり、銃剣じゅうけんを背中に抱えていた。

　名をハルベリーと名乗る彼女は、チェックイン時に自身は特別な身体だから飲食の必要がないとルノワに対して宣言していた。私は新手あらての面倒くさい奴が来たなと感じながらシャッターを押した。

　その数日後に来た二人目の客は自身を「マトリシカちゃん」などと呼ぶこれまた変な客だった。


「シンパシー……！」



　珊瑚さんご色の髪をした彼女の背丈せたけは恐らくルノワと同程度。見かけ上の年齢も同程度。そのような外見的特徴に感じるものがあったのだろう。入店と同時にぴこんと髪をひと房ふさ立たせながら「初めて会った気がしないです！」とルノワの両手を摑んできゃーきゃーと騒いだ。幸せになるのが早すぎる。

　そうして一癖ひとくせも二癖ふたくせもありそうな客二人が立て続けに訪れたあとに、ルノワの竜が立ち止まったのは平原の真ん中。

　その日、三人目の客が移動式宿屋を訪れた。

「いらっしゃいませ！」

　笑顔で出迎えるルノワの前に現れたのは一人の女性だった。

　髪は金色。強いウェーブのかかったウルフカットで、胸を過ぎる辺りまで伸びている。

　服装は黒のマント、その下に黒のベストと白のブラウス。黒いロングスカートを穿はいている。旅人として身を守る術すべは持っているようで、腰には銃と短剣たんけんが一つずつ備えられている。


「…………」



　まるで人生を諦あきらめているかのような、退屈そうな、暗い顔。移動式宿屋に入店してそんな表情を浮かべた人間は彼女一人だけだった。

「……お客様、どうかなさいましたか？」

　具合ぐあいでも悪いのですか？　と気遣きづかうルノワに、女性はゆっくりと首を横に振った。

「……いえ、少し疲つかれているだけよ、ごめんなさい」

　答える女性はそうしてようやくこちらに目を向けた。

　蒼あおの右目。左目は怪我けがしているようで、斜ななめにかけられた包帯ほうたいで覆おおわれていた。

　そうして彼女はようやくルノワと向き合い言葉を交わす。

　フレデリカ。

　それが彼女の名前だそうだ。





フレデリカ






　お金を出す準備はあったのだけれど、店主を名乗る小さな子どもに拒こばまれてしまった。どうやらこの宿屋はお金を貰わないことにしているらしい。

　お金を貰わずにどうやって運営しているのだろう。というか小さな子どもが宿屋を切り盛りしているとはどういうこと？

　親は一体何をしているの……？

　しかし何はともあれ彼女の宿屋に救われたのは事実だった。拾ってもらえなければ今頃干ひからびて死んでいたかもしれない。

「ところで、平原の真ん中で何してたの？　もしかして徒歩とほで旅してるとか？」

　顔を上げて店主の女の子に礼を言おうとしたところで、隣でカメラを構えていた黒髪の女に尋ねられる。

「……いつもは馬うまで旅をしているのよ」ほとんど反射的に左を向きながら私は答えていた。

「その馬はどこに？」

「さあ……？」私はため息交じりに答える。「今頃、のびのびと野生やせいに戻ってるんじゃないかしら……」

「なるほどね、逃げられちゃったわけか」

　女はカメラを仕舞いながら私に同調するようにため息を漏らしていた。「そりゃあ運がよかった」

　聞けば彼女は撮影を趣味しゅみとしておりこの宿屋には成り行きで訪れて、そして成り行くままに店主の活動を支援しているらしい。要は赤の他人だ。

　それから店主の少女は私に簡単に宿屋の説明をしてくれた。

　曰くこの移動式宿屋ルノワは客をどんな場所にも届けてくれる移動拠点らしい。望めばどこへでも連れていき、その間はずっと泊めてくれる。当然のように食事も提供してくれるとのことだ。あまりにもできすぎた話に私は詐欺さぎと自身の正気を疑ったがどうやら彼女の話は正真しょうしん正銘しょうめい事実らしい。

「いやぁしかしこんな素敵な宿があるとは長生きしてみるもんですねぇ。マトリシカちゃんびっくりです」

「ふっ、そうですね」

　宿のラウンジには先客らしき人物が二人。店主と同じような年頃で珊瑚色の髪の少女と、青紫の髪の女性。二人は窓の外の景色に見惚みとれながら宿屋の素晴らしさを語っていた。先客がいるのならば少なくとも新手の詐欺というのも考えにくい。この二人までグルで私を嵌はめようとしているのなら大したものだけれども。

「何かご質問はありますか？」

　一通り説明が終わると、店主のルノワが首を傾げる。

「……いえ、特にないわ」

　私が首を横に振ると、店主のルノワは「よかった」と胸を撫で下ろし鍵かぎを手渡す。一番見晴らしがいい場所──三階に私の部屋を用意してくれたらしい。

「ごゆっくりどうぞ」

　階段へと向かう私に深々ふかぶかとお辞儀をして見送る店主のルノワ。未いまだ半信はんしん半疑はんぎではあるけれど、ひとまず私は促されるままに部屋へと向かった。

　疑うたぐり深いのが旅人というものだ。

　他人の噓には敏感びんかんでないと、生きていけないから。


「…………」



　もっとも、今の私から奪うばえるものなんて何もないのだけれど。

　私には何もないのだから。

　そうして自分自身をあざ笑いながら私は階段を上った先で、鍵を挿し込み部屋の扉を開く。

「……綺麗」

　その先に広がる光景は、拍子ひょうし抜ぬけするほど綺麗なものだった。




　この宿の主であるルノワはとにかく気が利きく女の子らしい。

　部屋のテラス席に腰掛けて、流れゆく平原に目を向けながらぼうっと佇たたずんでいると、どこからともなく彼女が現れ、「お飲み物はいかがですか？」と微笑ほほえんだ。

　いや、ここ、私が借りてる部屋の中だけど……、テラス席といえどプライバシーってもんはないの？　というかいつの間に？

　あれこれ言いたいことが胸の奥から湧わき上がり、すんでのところでつっかえる。そしてこの時私は自身の喉のどが少し渇かわいていることに気が付いた。そういえば平原を放浪ほうろうしている間もほとんど何も飲んでいない。

「ええっと……、それじゃあ、冷たい水を頂戴ちょうだい」

「かしこまりましたー！」

　まるで私に傅かしずくことが我が喜びとでもいうように嬉しそうにお辞儀をしながら彼女は私の前から去ってゆく。

　一人になった。

　だから私はテラス席で流れゆくなだらかな緑の景色に目を向け──

「お待たせしましたー！　お水です」

　早いね。

　帰ってくるの早いね。

「さあどうぞどうぞー」

「あ、うん……」

　戸惑とまどいながらも受け取り喉に流し込む。あっという間にグラスは空になった。二杯目が欲しいと思った時には既にルノワが二杯目を注そそいでいる。気が利きすぎる。

　あまりに尽くされてしまうからなんだか私が特別な客にでもなったのかと錯覚さっかくしてしまう。心地よい空間のおかげで、私がこれほどまでに丁重ていちょうに扱われるべき人間なのだと勘違いしてしまいそうになる。

　ただ拾われただけなのに。

「他には何かご所望しょもうですか？」微笑む店主ルノワ。「何でも私にお申し付けください！　お客様のお望みに応えるのが私の信念ですので！」

　えへへ、と微笑む彼女。

　しかしその視線はほんの一瞬だけ私の左側──包帯へと向けられた。

　きっとデリケートな部分だから無暗むやみに踏み込まないように配慮はいりょしてくれているのだろう。けれどその視線で、私自身がこんな素敵な子に尽くされるに値あたいしない人間であることを思い出した。

　私の左目は罪つみの証あかしだ。

　一人の人間の人生を変えてしまった罪を償つぐなうためのものだ。

　人の気持ちに鈍感どんかんだった頃の私の失敗を償うためのものだ。

「……要望ようぼうはないわ」私は首を横に振った。

「あ、そうですか？　では行きたい場所などはありますか？　よければ──」

「ううん、大丈夫だいじょうぶよ」もう一度首を振る。「強いて要望を言うなら──私はあまり人と関わり合うのが得意じゃないの。だから、よかったら少しの間、一人にしてくれると嬉しいかもしれないわ」

　せっかくお部屋まで尋ねてきてくれたのに、ごめんなさい。

　私が言うと、彼女は「いえいえ滅相めっそうもございません！」と首こうべを垂たれた。

「では、何かありましたらお呼びください！　あ、それとお食事はどうなさいますか？　一人がいいとのことですし……あ、お部屋の前に置いておくことにしますね！」

　本当に気が利きすぎている。

　店主ルノワはそれからポットをテーブルの上に置くと、そそくさと部屋から去っていった。

「それではごゆっくりどうぞ」

　入室した時と同じ言葉と共に、彼女は部屋の扉を閉める。

　去さり際ぎわの彼女の顔は、どこか寂しそうだった。

　ちくりと罪悪感が胸を刺す。

「……ごめんなさいね」

　人の気持ちに鈍感で傷をつけてしまうなら、そもそも人に近づかなければいい。だから極力人に近づくべきじゃない。

　これは私が私自身に科した罰だ。

　誰も傷つけないために、私はきっと誰もいない場所に行くべきなのだろう。誰にも会うことなく、一人で生きていくのが一番いいのだろう。

　結局そう思いながらもあてもなくふらふらと旅を続けてしまっていた。生きて傷つく覚悟もなければ潔いさぎよく死ぬ勇気もない。私はそんな私が嫌いだ。

「……どこに行くんだろ」

　緑の草原が広がっている。その向こうには深い緑に覆われた山々。快晴かいせいの下に広がる青い空には雲一つない。

　このどこでもない場所から、移動式宿屋はどこへと向かうのだろう。どこに向かっているのかも分からないまま、私は一体いつまで旅を続けるのだろう。

　空になったグラスをテーブルに置く。注いでくれる彼女はもういない。

「……あ」

　彼女に礼を言うのを忘れていたことに、今更いまさらながらに気が付いた。

　ここに泊めてくれたことも、水を注いでくれたことも、本当に嬉しかったのに。

　結局いつも過ぎてから後悔してばかりだ。





○






　ぼんやりと眺めているうちに緑と青だけの景色は少しずつ色を変え、小さな川と土くれの道が流れ始めた。街が近づいている。

　テラスの柵さくに手をかけて身を乗り出すように眺める。道を進む馬車から人がこちらに手を振っていた。

　笑顔で手を振り返すようなことは私にはできそうにない。だから私は目を背けるようにくるりと背を向けた。

「やほ」

　振り返った先に女が一人立っていた。移動式宿屋の屋根やねの上に立ちながらカメラを構えつつ、彼女は手をひらひらと振っていた。

　その手が私に対してなのか馬車に対してなのかは分からないけれど、視線は私を見下ろしていた。

「奇遇きぐうじゃん。また会うとはね」


「…………」なんとなくこの人が苦手だと思った。「そんな場所に立って何してるの？」



「ちょっと写真撮影をね。ちなみに貴女あなたもレンズに入ってるよ。写真、見る？」

「私にはプライバシーがないの？」

「こんなお外にいながらプライバシーを主張されてもね」

　困るなぁ、と言いながら彼女は私の部屋のテラスまで勝手に下りてくる。ずかずかと踏み込む図々ずうずうしい人。

　彼女はカメラを仕舞うと私に写真を見せてきた。

　退屈そうにテラスから景色を眺める一人の女の背中と手を振る馬車の一枚。宣言通り勝手に彼女の作品の一部に私が組み込まれていた。

　いい写真でしょ、と言われたので私は売らないでと首を振る。

「もとよりそれはお近づきのしるしにあげるつもりだったし、売るつもりは毛頭もうとうないよ」

　へらへらと彼女は話す。名はカエナというらしい。店主ルノワの前で説明した通り、世の中を放浪しながら目に映る物を写真に収める日々を気ままに送っているらしい。

　仲良くなったつもりもこれから仲良くなるつもりもないんだけど……。

「で、貴女のお名前は？」

「……フレデリカ」

　苦手だ。

「そ。ところでフレデリカ、座っていい？」

「もう座ってるじゃない」

　苦手だ。

「え、水しか頼んでないの？　紅茶とか飲めば？」

「べつに喉が潤うるおせればそれでいいし」

「そっか。まあいいや。ちょっと貰っていい？」

「もう注いでるじゃない」

　苦手だ。

「ところでその目、どうしたの？」

　本当に、苦手だ。


「…………」



　大抵の人は私の目を覆う包帯を見てまずは目を逸そらすか無理して笑って誤魔化ごまかそうとしてくる。聞いてくるのは大抵何度か会って言葉を交わすようになってからだ。

　別にそのような対応をされて気持ちがいいわけではない。けれど私の中で「普通はそうする」という常識がいつの間にか備わっていた。

　初対面のうちから平然と聞かれることは稀まれだ。水を注ぐついでに聞かれたのは初めてかもしれない。

「モラルがないのね」

「写真家だからね」

「意味が分からないわ」

　私が首を振ると彼女は勝手に注いだ水を一口飲み、深く息を吐いてから言った。

「美しい物も目を逸らされる物も問わず平等に扱あつかい記録に収める。そうするためには時に周囲に合わせることが枷かせになることもある。だからずっと前にモラルみたいなもんは捨てたってことだよ」

　なるほどね。

「生き辛そうね」

「そう見える？　私は全然生き辛くないけど」

「あなたの周りの人の話よ」私はため息をついていた。「誰かが好き放題に迷惑をかけるということは周りの人が我慢がまんをしなければならなくなるということでしょ」

「ああそういう意味ね。まあ周りのことは別にどうでもいいかな」

　モラルがないからね──と彼女は一人笑う。周りに対する配慮はいりょもその時一緒に捨ててしまったらしい。

　清々すがすがしい表情で、彼女は語る。

「でも、一度きりの人生なら、どうせだったら楽しく生きたほうがいいとは思わない？　その周りの人間にだって迷惑をかけられることだってあるだろうし。お互い様でしょ」

「私は誰にも迷惑をかけずに生きたいし誰からも迷惑をかけられたくないわ」

「誰とも会いたくないって言ってるように聞こえるけど」

「そう言っているのよ」

「そういえばルノワに行き先はもう頼んだ？　大体どこへでも連れていってくれるけど」

「……頼んでないわ。別にどこかに行きたいわけじゃないから」

「何かやりたいことは？」

「ないわ」

「で、話は戻るけど目の怪我、それどうしたの？」


「…………」



「使われてる包帯の古さから察するに昨日今日怪我したものじゃないでしょ。ずっと前の怪我の後遺症こういしょうで見えなくなってんじゃないの」

「……よく観察してるのね」

「写真家だからね」
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　観察眼が優れているとでも言いたいのかしら。

　本当は言いたくはないけれど、モラルがないと自称じしょうしているような人だし、話さない限りずっとつきまとわれる気がした。

　彼女の狙い通りに動くことは少しだけ腹立はらだたしいけれど、それで一人にしてくれるのならば話したほうがいいのかもしれない。

「……小さい頃に父にやられてね」

　それ以来、左の瞳はすっかり見えなくなってしまっている。私に双子ふたごの姉妹がいることは伏ふせて、目を怪我した経緯けいいだけを私は簡単に話した。

「……そう」

　私の話がひとしきり終わったところで彼女は頷いた。「……そりゃ大変だったね。それで、それ以来外を放浪してるの？」

「まあ、そんなところ」

「でも目を怪我したままじゃ不便ふべんでしょ。よかったら治せそうな人、紹介するけど」写真家だから顔は結構広いんだよねー、好かれてるかどうかはさておき──と彼女は得意げに語る。

「いえ、結構。余計なことしないで」

「余計なこと？」

「私、別に治してもらいたいだなんて、思ってないから」

　明確に拒絶きょぜつした。

　これは私の罪の証なのだから。

　一生背負せおってゆくものなのだから。


「…………」



　沈黙ちんもくがあった。彼女の顔は見えない。私の視線は指先へと落ちているから。彼女がどんな顔をしているのかも分からなかった。

「ふうん……そっか」

　つまらなそうな返答だった。

　私の視線は右に逃れる。

「ごめんなさい……もう出ていってくれる？」

　話すことはないし、これ以上詮索せんさくされたくもなかった。詮索したところでどうせ何も残ってなどいないのだから。

　故郷に帰って拒絶されて以来、私の手元には何も残されていなかった。生きる希望も何もかも失った私は空っぽだった。

　きっと、これからもずっと──。

「邪魔じゃまして悪かったね」ほんの少しだけ苛立いらだたしげに向かいの席の彼女が立ち上がる。「ま、貴女のことはよーく分かったよ」

　いくらモラルも配慮もなくしたと自称していたとしても拒絶すれば引いてくれるらしい。

　もしくはカメラに収める価値も、これ以上情報収集する価値すらないと判断したのかもしれない。だとしたら正解だ。

　過ぎ去ってゆく彼女の背中を眺める。

　その時ふいに彼女が振り返る。

「生き辛そうだね」

　そう言った彼女がどんな顔をしていたのか、私は憶えていない。





長寿の少女の記録






「生きるためには娯楽ごらくが必要不可欠です」

　彼女は言いました。

「娯楽ですか？」

　向かい側の席できょとんと首を傾かしげるのが私でした。

　マトリシカちゃん分かんなーい、みたいな顔を浮かべていると、彼女──ハルベリーさんは「ええ娯楽です」と表情を変えずに、しかしどことなく嬉しそうな様子で語り始めます。

「人生に娯楽が加わると毎日が豊かになります。毎日の終わりに明日を迎えることが楽しみになるのです。つまり娯楽は生きるための燃料といえましょう」

「生きるための燃料……」

　嚙み砕くだいて言い直すならば要するに楽しいことがあると人生ハッピーと言いたいようです。深いことを言っているようでそうでもないような何とも言い難がたいお話ですね。

「そうですねえ」

　とはいえうふふふ、と私は小さな女の子の夢物語を聞いてあげるように頷きました。これぞ年長者の役割。まさか私が百歳近いおばあちゃんだとは夢にも思わないでしょう。

　ハルベリーさん。

　数日前から滞在している一風変わった宿屋で出会った彼女は、とっても変わり者の変な子でした。

　青紫の髪に緑の瞳、ショートボブな髪。なにより特徴的なのはそのお身体です。なんと彼女は身体が魔法人形でできており、しかしながら人間のように意識を持っているのだそうです。

　一体何の因果いんがでそうなったのかは定かではありませんが、本人曰く「娯楽が私の意識を呼び覚ましたのです」と語っていました。なるほどぉ。

　そして今は見識けんしきを広げるために世界中を旅している真っ最中。

　思えば彼女は初対面の時点でかなりの変わり者ぶりを発揮していましたね──。

　もう随分と前のことのように思えますけれども。

　私と彼女が初めて出会ったのは、私が宿に着いた当日。

　ラウンジでゆっくり外を眺めていた時のことです。

　彼女のほうから声をかけてきました。

「こんな場所に子ども……だと……？」

　驚いたような声に振り向けば目をまんまるにしたハルベリーさんの姿。

　彼女はすぐさま私の元に駆け寄るとそのまま両肩を摑んでぐわんぐわんと前後に揺ゆさぶり始めます。

「き、君！　父上は？　母上はどうしたのですか？　もしかして虐待ぎゃくたいを受けているとか？　これは大変な事態だ……！　お名前は？　出身はどこ？　困っているなら私が力になりましょう！」

「はわわわわわわ」

　いやいや突然何なのですかやめてくださいマトリシカちゃん困っちゃいますし力になりたいならまずはこの揺さぶりを止めてください……と言っています。はわはわしか言っていないように見えるかもしれませんけど。

　突然の出来事に私の頭は物理的にも心情的にも大パニックでした。誰か助けてください！

「お、お客様？　どうかなさいましたか？」

　ほどなくして助け船。

　狭せまい店内でこれだけ騒いでいれば否いやが応でも目立つものでしょう。

　宿屋の奥で作業をしていた店主のルノワさんがぱたぱたと駆け寄ってきました。事情を説明することのできない私は、助けてください！　と視線を送ろうとしましたが相変わらず揺さぶられ中であわわわわ。

「店主殿！　なぜこのような幼い子を一人で泊めたのですか！」

　おまけにハルベリーさんはルノワさんに対してそのように叱しかりつける始末しまつでした。

「えっと……子ども、ですか？」

　きょとんとするルノワさん。

　私の実年齢は入店時に既に伝えてあります。

　ですからルノワさんはとても困ったような顔でハルベリーさんを見つめるのです。

「そちらのお客様でしたら年齢は百歳とのことなのですが……」

「……何ですと？」

　ぴたり。

　手が止まります。精密せいみつな動きでした。

　そして、ぐぐぐぐ、と油の切れた歯車のように彼女の首がこちらへと向き直ります。

「これが、百歳……？」

　驚愕に見開かれた目。

　ここ最近年上ばっかりに囲まれて私の年齢に対してろくに驚かれない日々を送っていたせいで感覚が麻痺まひしていましたが、私の外見年齢で百歳というのは世の常識的には少しだけ特殊な存在であることは間違いありません。

　このような反応をされるほうが普通なのです。

　故にこの時の私には急に揺さぶられたことに対する憤いきどおりなどは微塵みじんもなく、私がこの中で一番の年長者さん（多分）であるということへの矜持きょうじというか余裕というか簡潔かんけつ明瞭めいりょうにいうと優越感のようなものだけが胸の内に広がったのでした。

「えへへ、そうですね、だいたい百歳くらいです……」

　もっと驚くがいいです！

　私はちょっと胸を張りました。

「だいたい百歳……」

　沸騰ふっとう直前のお鍋なべのようにかたかたと震えるハルベリーさん。「この外見で、百歳……？　私の中にそのような人間のデータなど……、お、おかしい……人間とは一体……？」

　一歩、二歩、私から離れるハルベリーさん。

　そんなハルベリーさんの異変に、店主のルノワさんがとてとてと歩み寄りました。

「あのう、どうかなさいましたか？」

　見るからに少女のような外見のルノワさん。

　この時私にふと疑問が舞い降ります。

「ところで店主さんて今お幾いくつなのですか？」

　ひょっとしてこの店内で私が一番の年長さんなのではないでしょうか？

「ええっと……五百……六百……？　どれくらいだったっけ……？」

「あ、もう大丈夫です」

　最年長さんではなかったようです。私は静かに顔を背けました。

「ご、五百……？　六百？　ば、馬鹿な……！　そんな……」

　今の会話を聞いていたのか尚更パニックに陥るハルベリーさんの姿がありました。目がぐるぐると回っていて足元がふらふらとしています。

　明らかに調子が悪そうです。

　ですから私は彼女に歩み寄って、少し背伸びをして額ひたいに手を当ててみました。

「大丈夫ですか──って熱っ！」

　外見と中身の年齢の誤差ごさに混乱して発熱してる……。

　それからハルベリーさんは、

「に、人間が分からない……」

　という不思議な台詞を残してその場でばたんと倒れました。

　魔法人形さんはひょっとしたら自身の理解を超える物事が起こると思考が停止してしまうのかもしれません。

　何はともあれそのような摩訶まか不思議な初対面を経て、私たちは同じく一人旅をする仲間として、今日のようにラウンジで仲良くお話をするような仲になったのです。

「マトリシカ様にとっての生きるための燃料とは何ですか？」

　向かい側の席のハルベリーさんは尋ねます。

　生きるための燃料。

　と言われましても私はうーんと唸ってしまいます。

「難しい質問ですね。何のために生きているのかってその時によって変わるものだと思いますけれども」

「そう難しく考えることはありません。要は自分自身の命の使い道が何かを答えていただければいいのです」

「余計に難しくなった気がしますけれどもー？」

　首を傾げてうふふと笑う私に対してハルベリーさんは文庫本を片手に目を輝かせながら話します。

「ちなみに私は先ほども申し上げた通り、そしてご存じの通り娯楽こそが我が人生です」

「いやぁ、ご存じの通りと言われてもまだ出会って数日なのでハルベリーさんの中身まではよく分かりませんけど」

「ならばお見せしましょう。ほら」

　がばー、と胸元をはだけさせるハルベリーさん。

「いや物理的な中身の話ではないんですけどー？」

　というか公衆こうしゅうの面前めんぜんで服を脱がないでくださいねー？　と私は年長者らしく彼女の若気わかげの至りに対してこらこらと注意をして差し上げるのでした。

「駄目だめでしょうか……？」

　注意されるなどと思ってもいなかったのかハルベリーさんの眉まゆがしゅんと下がります。

「駄目ですっ。あなたが魔法人形であったとしてもそのようなはしたないことはいけません」

「私が読んでいた本の中にはそのような行為が駄目だとは書いていなかったのですが」

「やっていいことだとも多分書いていなかったはずだと思いますけれど」

「それに貴女ならば見せても構わないと感じていたのですが」

「えっ」きゅん。

　唐突にときめく私でした。そんなことを言われちゃうともう何も言えなくなっちゃいますね。

　自身のあまりのちょろさに私自身もびっくりでした。

「──駄目だな。まったくこっちに靡なびく気配がない」

　私とハルベリーさんののほほんとした会話がほどよく盛り上がってきた頃に、カエナさんがラウンジまで降りてきました。

　彼女は私が泊まるよりもずっと前からこの宿に滞在している写真家さん。

　初対面は私が偶然この宿を見つけて入店した時のこと。懐に仕舞った写真を取り出せば、その時の思い出がついさっきのことのように私の頭の中を流れます──。

「はい。じゃあ入店した記念に一枚撮ってやるよ。何かポーズとってみ」

「え、本当ですかぁ？」

　だらけきった顔で両手でピースする私。彼女はそんな私を可愛い可愛いと言いながらぱしゃぱしゃ撮るものですから、身の上話にも花が咲きました。

「へえ。百歳なの？　可愛いじゃん」

「えへへへ」

　わぁ好き。

　何はともあれそんな感じでまるで溶けたようにだらけきった表情を浮かべた私の写真がその後完成したのでした。

　話が逸れましたがともかく入店した時にちょっとお世話になった彼女が少々沈しずんだ表情で上の階から降りてきたのです。

　気づけば私の意識はそちらに流れていました。

「──なんとか情報収集でもできないかと思って色々話しかけてみたんだが駄目だな。完全に心を閉ざしてる。写真なんて撮れる状態じゃない」

　肩をすくめるカエナさん。

「目の怪我のことは何か聞けましたか？」首を傾げるルノワさんは心配そうにカエナさんを見上げていました。「もしも目が見えなくて困っているのなら、お助けしたいです」

「強欲だねえ。でも、残念ながらその辺りの情報に関しても空振りだったよ。そもそも彼女は目を治したいとは思ってないそうだ」

「目を治したくないとはどういうことですか？　不便なだけだと思いますけれども……」

「さあ？　目を治すよりも大事なことでもあるんじゃないの」

　知らないけど──と投げやりな様子で、カエナさんは肩をすくめます。上でよほど嫌なことでもあったのでしょうか。

「……私はこの宿に来たお客さんには、みんな幸せになってもらいたいです。彼女も、同じようにそうなってもらえたら嬉しいのですけれど……」

「本人がそれを望んでないんじゃそれも厳きびしいだろうよ」

「幸せが嫌な人なんているんですか？」

「三階にいるよ」

　そこまで答えたところでカエナさんは大きくため息をつきました。「ともかく、彼女はこれまでの客とは別で扱ったほうがいいだろうな。ルノワだって話していて感じた部分はあるだろ」

「それは……そうですけれど……」

　途端にもごもごと口籠ってしまうルノワさん。まるでわがままを言って大人に叱られている小さな子どものようです。

　話の内容から察するにきっと三階にいるお客さんというのは、ついさっき入店したばかりの片目に包帯を巻いていた女性のことを言っているのでしょう。

　一度しか見かけてはいませんが、確かに暗い暗い顔をしていたことはよく覚えています。

　何をするのも嫌で、これからも続く長い長い人生に絶望しきっている顔。生きることも死ぬこともできずにただ息をしているだけの顔。

　私はその顔をよく知っています。

　自身が不老ふろう不死ふしであると思い込んで誰とも関わり合いを持てなかった頃の私がそうでした。

　きっとあの女性は、自分が今何をすればいいのか、何がしたいのかも分からず途方に暮れているのです。

　そんな時、胸の内を明かせる人が近くにいればとても心強いことを知っています。自分だけがおかしいわけじゃないと知ることで肩の荷が下りることを私はつい最近知りました。

　彼女が知らないのならば、きっと誰かが伝えてあげなければならないのです。


　…………。



　その役割は、果たして私に務まるでしょうか。

「ハルベリーさん」私は目の前の魔法人形さんに尋ねます。「ハルベリーさんは、目の前に困っている人がいたら手助けをしますか？」

「？　質問の意味が分かりません」ハルベリーさんは不思議そうに首を傾げていました。「困った顔をしている人がいれば手を差し伸べるのが常識なのではないですか？　少なくとも私が読んだ本ではそうでしたが」

「……そうですよねぇ」

　ハルベリーさんとお話をしていて、私の頭の奥に疑問が生まれました。

　生きるための燃料とは、私の命の使い道とは、何なのでしょうか。

「……？　どうかしたのですか？　マトリシカ様、随分真剣な表情をされていますが」

　不思議そうに私を見つめるハルベリーさん。

　私は首を振ってとりあえず笑って返しました。

「いえ、何でもないです」

　そして「ちょっと用事を思い出したので失礼しますねー」と席を立つのでした。

　自身の手を見つめます。

　この手に流れる血はどんな病も立ちどころに治すことができるはずです。

「そう難しく考えることもないですよねー」

　命の使い道がはっきりしているのならば、使わないと損というものでしょう。





○






　こん、こん。

　ゆっくりとした二回ノック。

　これを三度ほど繰り返した頃に、ようやく包帯を巻いた彼女がお部屋の扉を開けてくれました。

「……何か？」

　じとりと私を見下ろす冷たい視線。

　目は口ほどにものを言うといいますが、彼女の視線はまさしく「帰れ」の一言をシンプルかつ熱烈ねつれつに私に対して注いでいました。

「あ、えーっと……」

　私は彼女の前に立った時に初めて一つ重大なミスを犯したことに気が付きました。

　ノープラン！

　格好つけて「私が助けなきゃ！」みたいな雰囲気を醸かもし出してここまで来たものの、どんなことを話して彼女を諭さとせばいいのかを私は何一つ考えていなかったのです。

　想像を絶するほどのお馬鹿さんですね私は。

「あ、えーっと……」

　どうしましょー？　と私は逡巡しゅんじゅんしたのちに、結局深く考えなくてもいっかと思考を投げ捨て彼女に向けて手を差し出すのでした。

　こんなセリフと共に。

「実は私、どんな怪我でも立ちどころに治すことができるスーパー魔法使いさんなんです。その目のお怪我、治して差し上げましょうか？」

　はい。

　初対面でこんなことを言ったら間違いなく気味悪がられるであろうことを失念しつねんしていました。

「は？」

　そして案の定気味悪がられました。「気持ち悪い」という感情が目から駄々だだ漏れです。結果私がいたずらに傷つくだけで最初のやり取りは終わりました。泣いてもいいですか？

「悪いけれど、宗教の誘いなら結構よ。私、あまり全知全能の存在とか信じてないし」

「いえ、そういう感じのお話ではなくて……」

　まどろっこしいですね。

　やはりこういうのは直接お見せするに限ります。

　私はその場でナイフを取り出し、自らの手のひらをすっ、となぞりました。痛みと共に血がじわりと滲にじみます。

「……は？」と困惑の声。

　私はそんな彼女の右目の前に手をかざします。

「見てください！」

　それから手を何度か開いて、閉じて、そして開きました。水滴すいてきのようにたらりと手のひらを血が一筋ひとすじ伝います。しかし痛みはもうありません。

　傷跡が消えたのです。

「それ、どういう……」

　魔法は使っていません。私の身体がどんなものなのか、彼女はきっと片目で理解したはずです。もう片方の目を治す力があることも、きっと。

　だから私は改めて言いました。

「その目のお怪我、治させてください！」

　言いたいことがまとまれば、言葉はすらすらと私の口から流れ出ました。

　他の人と寿命が異なり、誰とも関わり合えなくなったこと。一時は心を閉ざしたこと。何度も自殺をしたこと。それでも死ねなくて生きることも死ぬことも選べず途方に暮れたこと。

　旅の最中で自分の胸の内をさらす相手がいると気持ちが楽になること。

　世界中の人は悪い人ばかりではないこと。

　たくさん話しました。

「きっと目が見えなくて辛い思いをしているんですよね。でも大丈夫です！　私が治します！　目が見えるようになれば、きっと見えてくることも変わってくるはずです、だから──」

　その目を治させてください！

　私は彼女の目に、訴えかけました。

「……そう」

　私の思いは彼女に届いたでしょうか。

　彼女は目を伏せ、それから深く息を吐き。

　そして私を右目で見つめて、口を開いて言いました。

「嫌」

　一言！

　何か色々と複雑な事情でも語ってくれると思ってたのに、一言！

　何一つ彼女の心に響いてないじゃないですか！　私びっくりですよ！

「他人に何と言われようとも私は自分の考えを変えるつもりはないわ」

「えっと、いや、でも──」

「それとも、こうしないと分からない？」

　かちゃり。

　私の眉間みけんに冷たい物が当たります。ひゃっ、と声を上げて見上げると氷のように冷たい彼女の顔。

　それと、黒くてごつごつした物が私の目の前にあることに気づきました。

　これは一体何でしょう？

　わあ拳銃。

　銃で脅されてます私。

「……あのう、さっきのお話、聞いてましたか？　マトリシカちゃんはほとんど不老不死みたいなもので、銃撃を食らっても死ぬことは──」

「けれど痛みは感じるでしょう？」

　私の呑気のんきな言葉を遮さえぎって彼女は言います。「悪いことをする子どもに立場を分からせるには痛い思いをさせるのが一番効果的なのよ」

　彼女は笑いました。

　もう何もかもどうでもいいと言いながら。

　そして私の眉間に突きつけた銃を握る手に、力を込めました。

「誰も私に、近づかないで──」

　ばんっ、と炸裂音さくれつおん。

　そして私は撃たれて倒れ──。


　…………。



　あれれ？

　倒れてないですね。

「大丈夫ですか」

　落ち着いた声。顔を廊下ろうかの先へと向けるとそこには青紫の髪の女性──ハルベリーさんがライフル銃を構えて立っていました。


「……っ！」



　一方で私の正面に立っていた彼女は、二、三歩退ひきながら手を抑えていました。血は出ていません。握っていた銃だけを弾き飛ばされたのでしょう。

　凄い精度ですね……！

「マトリシカ様。お怪我はないようですね」

　ハルベリーさんは私の隣まで来ると、涼すずしい顔で私を見下ろしました。まあ撃たれずに済みましたので確かにお怪我はありませんけれども。

「えっと、でもハルベリーさん、どうしてここに？」

　私が尋ねると、ハルベリーさんは優しそうな顔で言いました。

「先ほど、マトリシカ様が困った顔をしていましたので」

　なるほどそれは有難──んん？

　おやおや？

「……それならもうちょっと早く来てくれてもよかったですよ？」

「いえ、私が読んだ本では救援きゅうえんは遅れてやってくるものと書いてありましたので」





フレデリカ






　困った事態になった。

「あなたは確かフレデリカ様、ですね？　店内に入った時そのように名乗ったことを記録しています」

　部屋に逃げ込んだ私を追い詰めるように青紫の髪の女が一歩踏み出す。

　後ろで心配そうな視線を向ける少女を守るように。

「か弱い百歳の少女に銃を向けるなど一体何を考えているのですか？」

　いや、私には百歳の少女という存在が守るべきか弱いものだとは思えないけれど……。

　銃は弾き飛ばされて使えない。

　魔法は──使わない。

　あるのは短剣一本のみ。

　銃剣を持った相手と対峙たいじするにはあまりにも心もとない。

　こんなの丸腰まるごしとさして変わらない。

「あなたを危険人物と認定します。詳しい事情は拘束こうそくしたあとに聞かせていただきましょう」

　なのに作戦を考える暇も私には与えられない。青紫の髪の女は一気に私との距離を詰める。

　応戦するため私は短剣を引き抜き彼女めがけて突き出した。ほんの少し痛い思いをしてもらえば引いてくれるかもしれない。甘い期待と共に矛先ほこさきは彼女の脇腹わきばらへと導かれる。

　こんなことをしたら相手が傷つくのに。思いながらも私の勢いは止まらずそのまま彼女の脇腹を突き刺した。こつん、と音が鳴る。

　こつん？

「無駄むだです。私にそのような攻撃は効きません」

「……！」

　得意げな顔で彼女は自らの服をはだけさせてみせた。

　人の皮膚ひふと同じ色をしていながら継つぎ目のある身体。

　魔法人形だ。

「あなたのいかなる攻撃も私には通じません」

　ごつん。

　鈍にぶい音が響く。まるで鉄球でもぶつけられたかのような重みと痛みが脇腹に走る。私の身体は簡単に部屋の壁に叩きつけられた。

「……っ、クソ……」

　床ゆかに転がり天井を見上げながら、らしくない言葉が漏れた。左腕がしびれる。指先は動く。血は出ていない。折れてもいない。銃底じゅうしょうで殴られたらしい。

　ライフルに備え付けられている剣で斬きられなかっただけマシかもしれない。

　単純な身体能力では彼女に勝てる気がしなかった。この場で許しを請こうて逃げ出すことができればなにより楽なのけれど。

「さあ、お覚悟かくごを」

　か弱い百歳に武器を向けた私にはそんな選択肢は与えられないらしい。

　私を見下ろす瞳は冷徹れいてつそのものだった。


「…………」



　立ち上がり、短剣を拾い上げながら、息を吐く。

　やることすべてが裏目に出ている気がした。

　私はただ放っておいてほしかっただけなのに。

　だから店主の厚意こういを拒み。写真家に言いたくもない皮肉を言って。小さな彼女に向けたくもない銃を突きつけて脅したのに。

　一体どうやったら私を一人にしてくれるのだろう。

「お願い……私のことはもう放っておいて……！」

　胸の内を明かせば引いてくれるのだろうか。

「危険人物を見逃すわけにはいきません」

　冷淡れいたんな言葉が返ってくる。

　冷たい銃口じゅうこうが私に向けられる。

　きっと私はそもそもこの宿に来るべきじゃなかったのだろう。

　結局いつも過ぎてから後悔してばかり──。

「だ、駄目ですよハルベリーさん！　何やってるんですか！」

　まったくもう！　と声を張りながら私と魔法人形の間に立つのは、先ほどの自称不老不死。名前は確かマトリシカ。百歳くらいのか弱い少女。

「私と彼女は大人の話し合いをしてる最中だったんです！　傷つけたいわけじゃありません！」私に背を向けたまま、彼女は声を張り上げる。「叩いちゃ駄目です、銃も向けないでください！　彼女が傷ついてるのが見えないんですか」

「しかし彼女はあなたに銃を向けていました。あのままでは死んでいたかもしれませんよ」

「あ、私そのくらいじゃ死なないんで大丈夫です」

「いやそういう問題じゃない気がするのですが……」

「ともかく大丈夫ですので！　ちょっと武器を下ろしてくださいっ」

　それから彼女はくるりと私に振り返って見上げる。強い意志を感じる目をしていた。「あなたも素直になってください。目が見えなくていいことなんてあるはずがないです」

「この目は私の咎とがを忘れないために残してあるの。だから治すつもりなんて、ない」

「あなたが何をしてそんな怪我を負ったのか、私は知りませんけど──」

　彼女は私の服を両手で摑み、そして言った。

「悪いことをしたなら反省はんせいすればいいです。罪を負ったのなら償いをすべきです。目の怪我をそのままにしていることと、あなた自身の罪は本質的には別問題のはずです」

「……っ、貴女に何が──！」

　ずっと頭に血が上っているのかもしれない。

　私は声を荒あららげていた。びっくりした。私もこんな声が出るのだと。

『お客様？』

　ついでにもう一つびっくりしたことがあった。

　店主のルノワの声が突然耳に響いたと思うと、彼女が背後から私の肩に手を置いていた。いつの間に部屋に入ってきたのだろう？

　不審ふしんに思って振り返ったところで私はそういえば壁際に追いやられていたことを思い出した。古びた木目が視界を覆う。

「……え？」

　当然ながら店主のルノワの姿はない。それなのに肩には手が置かれている。


「……ええ？」か弱い百歳の間の抜けた声が響く。「な、何ですかそれぇ……？」



　それ。

　私は自身の肩に置かれた手を見つめた。

　まるで影のように真っ黒な手だけが、そこにはあった。

　これは、何？

『お客様』『お客様』『喧嘩けんかですか？』『お客様』『争いごとはやめてください』『困りますお客様』『あわわわ』『仲裁しないと』『怒っちゃ駄目です』『私が止めないと』『はわわ』『はわはわ』

　異変はその時始まった。

　店内の床や壁から無数の黒い手が蛇へびのようにずるずると出てきて、私たちめがけて伸びてきた。

「……！　一体何なのですかこれは！」

　まず最初に動いたのは魔法人形だった。迫り来る黒い手の数々を躊躇ちゅうちょなく銃剣で斬り裂さく。驚くほど俊敏しゅんびんな動きで私たちにまとわりつく黒い手も払い除のけた。

　どうやら彼女は私に対してかなり手加減をしていたらしい。

「この無数の手……ひょっとしてあなたの仕業しわざですか、フレデリカ様！」

「いや、私も知らないけど……」

　斬った傍そばから黒い手たちは生えてくる。私たちは追い詰められるようにテラスへと逃れた。


「ぬぎゃーっ！」



　杖を握り、マトリシカと呼ばれていた彼女は黒い手を魔法で燃やしていく。

　その間もずるずると手が私たちめがけて伸びてきた。テラスだろうとお構いなしに、四方しほう八方はっぽうから襲いかかる。その手の正体が何なのかを考える余裕なんてなかった。

「ああー！　お客様！　すみません！　私の手が勝手に！」

　遅れてやってきたのは店主のルノワだった。慌てた様子でぱたぱたと部屋まで飛び込んできた彼女は、黒い手の一つひとつに手を伸ばし、摑んで、私たちから引き離すように、引っ張った。

「あの、実はちょっと私、ストレスが溜たまっちゃうとこういうのが出ちゃう体質でして！」

　それから彼女はよく分からない言い訳をしていた。

　どんな体質？

「今は争っている場合ではありませんね」

　魔法人形と私、そしてマトリシカの三人が寄り集まり、黒い手から逃れる。銃剣が斬り裂き、魔法で燃やし、そして私の短剣が、すがりつくように伸びる手の数々を拒み続けた。

　何度も、何度も、何度も何度も、私たちはその手を払い除ける。

「……しつこい！」

　斬っても斬っても追ってくる。遠くのほうで店主のルノワが「ごめんなさいー！」と悲鳴ひめいのような声を上げるのが聞こえる。姿は見えない。私たちの視界は既に黒い手で覆われつつあるから。

　先に限界が来たのは私たちのほうだった。

　最初に倒れたのは魔法人形。

「……おや？　お二人とも、背が縮みましたか？」

　私の頭上から声がした。振り返ってみると魔法人形の頭が黒い手にわし摑みにされていた。


「ぬぎゃーっ！」



　マトリシカが悲鳴をあげる中、魔法人形の頭はぽいぽいと黒い手から黒い手へと渡る。それから手と手の間でキャッチボールするように弄もてあそばれた。

「あわわわこれは困りましたね」

　大して困っていなそうな声を上げながら彼女の頭部は私たちの視界からいなくなる。やがて頭を失った身体には襲いかかる手たちが覆いかぶさり、黒の中に消えた。

　最も俊敏に動いて黒い手を遮っていた彼女が倒れれば、私たちが崩くずれるまであっという間だった。

「わ、ど、どうしましょう……！」

　慌てふためくマトリシカ。魔法人形が黒い手に押し負けたことに分かりやすく動揺どうようしていた彼女の元に、黒い手は集まる。

「ぎゃー！　どこ触ってるんですか！　えっち！」

　ぐるぐると足元からマトリシカへとせり上がる黒い手たち。「お嫁よめに行けなくなっちゃいます！　やめてくださ──」

　それが彼女の最後の言葉になった。

　そうして私が一人、取り残された。

　きっと三人の中で一番手をかける必要のない相手だから、後回しにされたのだろう。舐なめられている。けれど不思議と苛立つことはなかった。

　私が弱いのは事実だから。

「……はあ、もういいわ」

　私を壁に叩きつけることができる魔法人形でも、不死身の魔法使いでも敵かなわなかったような相手に、私が勝てるわけもない。

　魔法も使えない。

　左腕も使えない。

　左目も見えない。

　手に持つ物は短剣だけ。

　こんな私じゃ、どうしようもない。

　だから私は諦めて、深くため息をつきながらその場にただ立ち尽くして、蠢うごめく手の数々の餌食えじきになるのを待った。

　そして私の周囲を手が取り囲む。視界が黒に染まってゆく。

「フレデリカ様！」

　声がした。光が差し込んだ。

　顔を上げると店主のルノワが私に手を伸ばしていた。

「申し訳ありません、少し手間取りました！　こっちです！　来てください！」

　必死な顔だった。私を助けようとしてくれているらしい。

　私に助ける価値なんてあるのか。彼女の手を取れるほどの人間なのか。この店にやってきてから、すべての人を拒んできた私に手を取る資格なんてあるのか。

　私は彼女の手を見つめながら、ほんの一秒、考える。

「早く！」

　店主のルノワに急かされて、ほとんど反射的に私は手にしていた短剣を捨てて、手を伸ばす。けれど彼女に触れる間際まぎわになってもう一人の私が囁く。

　このまま生き続けてどうなるの？　ついさっきまで疲れたと諦めていたくせに、また他人に迷惑をかけ続けるの？

　いっそのことこのまま死んだほうがいいのだろうか。

「フレデリカ様──」

　悩む私に彼女が手を伸ばしてくれた。けれど触れ合うことはなかった。

　黒い手たちが彼女から私を引き離し、そのままテラス席の外へと──移動式宿屋ルノワの外へと、追い出してしまったから。

　叫ぶ彼女の次に見えたのは青空だった。

　手を伸ばしてもどこにも届かない。視線をずらせば遠ざかる巨大な竜の姿。視線を下ろせば緑が見える。

　きっとこのまま地面にぶつかってもきっと即死そくしはない。身体中を地面に打ち付けて、あちこち骨は折れるかもしれないけれど、きっと息の根は止まらない。

　結局生きることも死ぬこともなく、ただ身体中に痛みを抱える結末になった。中途半端な私らしい末路まつろともいえるかもしれない。

「いつも過ぎてから後悔してばっかり……」

　空の中でため息をつく。

　もっと早く手を伸ばしていれば、よかったのに。

　そして私は、後悔を抱えたまま、草原の上に、落ち──

「──えいっ！」

　ぐい、と右腕を摑まれる。草原の上を私の影が走っていた。

　ほうきに乗った、誰かの影と一緒に。


「ま、間に合ってよかったぁ……！」



　顔を上げると、呑気な顔を浮かべたマトリシカの姿があった。

　だらしなく顔を綻ほころばせながら、彼女は「ちょっとこのまま落ちちゃいますね！」と笑う。額からは一筋の血が流れ出ていた。

　やがて移動式宿屋ルノワの尻尾の先に向かうようにほうきは走り、そして地面の上を滑り、そのまま落ちた。

「うぎゃっ」

　彼女の声が頭上で響く。私は背の小さい彼女に頭を抱きかかえられながら、草原の上で転がっていた。

　流れる風に揺られるようにさらさらと涼しい音が耳に響く。痛みはなかった。落ち着く匂においがした。やがて勢いが止まった時、瞳を開くと青空が広がっていた。

　そして私を覗のぞき込むマトリシカの姿があった。

「すみません、黒いのから出てくる時に、ちょっと怪我しちゃいまして」

　私の左目を覆う包帯の上に血が落ちる。私に覆いかぶさっている彼女は、怪我をしている割に何ともないような顔をして笑っていた。

「大丈夫ですか？」

「……それはこっちの台詞だけれど」

「マトリシカちゃんはこの程度なら無傷むきずと同じです」

「……痛みが麻痺してるのね」

「困ったものですよね、本当は辛いことなのに辛いと思えないのは、悲しいことです」

　自身のことを言っているのか、私に対して言っているのか。

　分からない。

　ため息が零こぼれる。

「……疲れたわ」

　今日、しつこく何度も迫られたことも。魔法人形と戦ったことも。黒い手の数々から逃げたことも。これまでのことも全部。

　疲れた。

「フレデリカさん」

　彼女は語る。

「私は百年生きてる年長さんですから分かります。自分と関わった人間が全員不幸になると思っちゃってるんですよね？　だから誰とも関わろうとしないんですよね？」


「…………」



「あなたが過去にどんなことをしてしまったのかは知りません。あなた自身にどんな秘密があるのかも知りません。でも私やこの宿屋の店主さんたちは、みんな今のあなたと仲良くなりたいと思ってるんです。辛いことも悲しいことも、楽しいことも分かち合うのが人なんです」

　彼女の言葉から目を背けるように私は視線を外す。

「こんな包帯をしていたら、大事な今の景色が見えなくなっちゃいますよ。もったいないです」

　彼女の指先が包帯に触れていた。

　視線の先にはほうきが一つ、転がっていた。

　──フレデリカさん。

　その時思い出したのは、故郷に帰るためにほうきを飛ばしてくれた一人の魔女のことだった。灰はい色の髪で、私より少し背が低い彼女は、別れの間際に語っていた。

　──もう、自分のために生きてもいいんですよ。

　彼女の言った通りに割り切って生きることができたらどれほど楽だっただろう。

「今からでもまだまだ全然遅くないです。治しちゃいましょう？」

　ゆっくりと包帯がほどけてゆく。古びた傷が露あらわになることを恐れて、私の指先が強張こわばる。けれど拒めなかった。私は疲れていたから。

　する、と柔らかい音とともに私の左目を覆っていたものが取り払われる。

　ずっと昔に殴られて、そのまま治さず放っておいた左目は、きっと目も当てられないくらいに醜みにくい有様ありさまになっていることだろう。

　けれど彼女はそんな私を見下ろして、尚も優しく笑いかけ、そして血の付いた指先で、ゆっくりとなぞる。

「私はあなたにも、綺麗な世界を見てほしいんです」

　やがて私の左目から、温かいものが頰ほおを伝って落ちる。血が零れたのだろうか。

　拭ふかなきゃと思って私は顔を上げて左手で拭ぬぐってみたけれど、何度拭ってもずっと温かいものが零れ落ちてやまなかった。

　しばらくしてから無駄な努力だと気づいた。

　右目と左目。

　両方の目で見つめる広大な景色を前に、私は子どものように大声を上げて泣いていたから。





○






　ほどなくして移動式宿屋が私たちの元へと戻ってきた。

　巨大な竜が伏せて尻尾を私たちの前へと垂らすと、店主のルノワが駆け降りる。

「だ、大丈夫ですかフレデリカ様！　お怪我はありませんか？　具合は？　生きていますか？」

　本当に大変申し訳ありませんでした！　と頭を下げる彼女は今にも泣き出しそうな顔をしながら事の顚末てんまつを話してくれた。

　この移動式宿屋ルノワは黒い竜が本体であり、宿と店主である彼女はその中の一部だそうだ。

　不満や不安が彼女自身に溜まると先ほどのような意思を持った黒い手が現れて不満を取り除こうとするらしい。

「不満や不安……」

　とは具体的に何なのか。

「はいっ……。先ほど三階のお部屋から銃声じゅうせいを聞いてしまい不安な気持ちが溢あふれてしまいまして……。それで出現してしまったようです」

　本当はそれよりも前──私が彼女に対して酷く冷たく当たった時から、不安な気持ちというのはきっと始まっていたのだろうけれど、彼女はそれを口にすることはなかった。

　優しい子だった。

　可愛らしい子だった。

　両方の瞳で見ると尚更に。

「あれ……？　その瞳、どうしたんですか……？」

　きょとんと首をかしげる彼女。

　私の横でマトリシカが「詳しい事情は後で話しますねー」と笑っていた。その視線は黒い竜の尻尾へと続いている。ルノワは頷いた。

「あ、そうですね。まずは店内に戻ってから詳しいお話をしましょうか」

　それからマトリシカが先に尻尾でできた道を辿り始める。彼女の背中を眺めていると、ルノワが「さあどうぞ」と手で促した。

　私は頷き。

　口を開きかけたところで、ふと思い出す。

　まだ私は、彼女に言っていない言葉があった。

　だから私は彼女に手を伸ばし、たった一言、彼女に伝える。

　短く深い、感謝の気持ち。

「ありがとう」

　私の言葉に彼女はほんの少しびっくりした表情を浮かべてから、伸ばした手を両手で優しく温かく包み込む。

　そして笑った。

「改めていらっしゃいませ、フレデリカ様」





移動式宿屋ルノワの記憶






「はー？　んな姉に遠慮えんりょする必要なんてある？」

　フレデリカ様がお店に戻られたあと、彼女は目を怪我した理由を私たちにお話ししてくれました。

　人数分の紅茶を用意し、私も席について聞かせていただきました。

　それはとてもとても悲しくて、辛いお話。

　聞いているこちらも涙が出てしまいそうになるくらいに怖いお話でした。

　彼女が心を閉ざしてしまうのも無理からぬ話です。それほどまでに凄惨せいさんな経験をなさっていたのですから。

　カエナ様はシンプルに怒っておられましたけれども。

「私だったらそんなクソ姉ぶっ飛ばすのに。優しいね、フレデリカさんって。……いやルナリークさんって言ったほうがいい？」

「いえ、今の私はフレデリカよ。そう呼んで」

「自分のための人生歩んだ方がいいんじゃない？　姉の罪まで背負う必要ないと思うけど」

「……昔、偶然会った旅人にも同じようなことを言われたわ──今まではその決心がつかなかったけれど」

「何かやりたいことでもあんの」

「……具体的なことは、まだ」

　包帯を取り、お店に戻ってからの彼女はそれまでとはまるで別人のように穏やかでとても優しい顔をされていました。「けれど、人と関わり合うような仕事に就つきたいわね」

「そんなのどの仕事でもそうでしょ」

「それはまあ、そうだけれど……」

　くすりと笑いながら、フレデリカ様は紅茶を一口飲み、「ありがとう。好きだわ、この紅茶」と笑ってくれました。

　宿で紅茶を飲むのが好きなのだと彼女はそれから少し変わった趣味をお話ししてくれました。

　これが本来のフレデリカ様の表情なのかもしれません。

　一緒にいるだけでぽかぽかと胸が温かくなるような、そんな穏やかな雰囲気に満ちた素敵な方でした。

「……事情も知らず申し訳ないことをしました。……申し訳ありません、フレデリカ様。お怪我の具合は？」

　ハルベリー様がフレデリカ様の左腕にそっと触れていました。

「大丈夫。ありがとう」

　短く答えながら首を振るフレデリカ様。見つめ合うお二人の横でマトリシカ様が「ふっふっふ」と得意げな表情をされていました。

「実は今日新発見だったのですけど、マトリシカちゃんの血は打撲だぼくにも有効みたいです」

「血が有効……？」

　私は首を傾げます。何を仰っているのでしょう？

　するとマトリシカ様は狙ねらい定めるように私をじっと見つめ、「気になりますか？　そうですよね、では教えて差し上げましょう！」とそれから自身の身の上を明かしてくれました。

　曰く彼女はどんな病でも立ちどころに治すことができる特殊な血の持ち主なのだとか。一体どういう理屈りくつかは分かりませんが、特殊体質故にとてもとても長寿さんなのだといいます。

　ほほーなるほど、と私が頷いていると、ハルベリー様が先ほど着け直したばかりの首の具合を確かめるように左右に振りました。マトリシカさんはそんな彼女に「じゃあ次はハルベリーさんが身の上話をしてください」と指名しました。

「え、なぜです？」

　きょとんとしているハルベリー様でしたが、マトリシカさんは、

「やっぱり首が取れても平気な魔法人形さんが旅をしているって、ちょっと気になるじゃないですか。そういえば私、ハルベリーさんの過去を詳しく聞いてない気がします」

　この際なので話しちゃってくださいー。

　と彼女は提案します。頼まれれば断われない性格なのでしょうか、ハルベリー様は、

「仕方しかたがありませんね……」

　と呟きながらも、自らの過去を話してくれました──。

　それから私たちは互いにこれまでのことを明かし合いました。

　話せば話すほど不思議なものでした。今、この宿屋に集まった人々は誰もが替えの利かない特別な過去を持っていて、そして偶然、この宿屋に立ち寄ったのです。

　誰もいない空っぽの宿を背負いながら平原を歩いているだけでは、決して出会うことのなかった素敵な物語の数々と、私は出会うことができたのです。

　嬉しくて、私の頰はいつしか緩んでいました。

　そんな最中、ばつん、と私の横で音が鳴ります。

「いい表情」

　顔を向けるとカメラを構えるカエナ様の姿。

　思えば、彼女がこの宿屋に偶然立ち寄らなければ、こんな未来にはなっていなかったはずです。

　感謝してもしきれないくらいに大きな恩が彼女にあります。一体何をお返しすればいいでしょう？

　そうして見つめ合う最中、私はふと彼女がこの宿屋に来た直後のことを思い出しました。

　私を題材に写真を撮ってくれていた彼女は、カメラを構えながらしきりに「自然に！」と仰っていましたね。

　以前はカメラを向けられれば緊張して強張ってしまいましたけれど──今ならば彼女が求めているものが何なのか、分かる気がします。

　ですから私は感謝の気持ちを込めて、カメラに向かって笑いかけました。

「……！」

　すると彼女は少し意外そうな顔をしてから、またシャッターを押します。

　それから出来上がった写真を彼女はすぐさま確かめます。その目は真剣そのもの。私は彼女の手元を覗き込みながら、尋ねます。

「どうですか？」

　私に気づいて彼女は答えます。

「……いい出来だよ、本当に」

　私もカメラを持っていればよかったのに。

　そんな風に思えてしまうくらいに、カエナ様は素敵な表情を浮かべていました。




　宿は出会いと別れの繰り返し。

　偶然集まって、偶然意気いき投合とうごうしたカエナ様たちもそれは例外ではありません。彼女たちは元々別々の場所を目指して旅をしていて、偶然、私の宿で寝泊まりをしているに過ぎないのですから。

　しかし共に苦難……というか私の黒い手から逃れた間柄あいだがらだからか、妙みょうに仲良くなった彼女たちは、ほどなくして誰ともなく皆で一緒に記念撮影をする流れとなりました。

　撮影係として私も馳はせ参さんじなければ、と私は、一緒に写りたい欲を堪えて彼女たちと共にお店の外へと出ました。

　三階建ての質素しっそな宿屋の建物。

　入口を背にして、彼女たちが並びます。

　カエナ様はそこから竜の尻尾のほうへと少し離れて、台座をぽんと置き、その上に大きめのカメラを設置しました。

　いつも彼女が使っているものではなく、真新しい宝石が嵌め込まれた不思議なカメラでした。今回は彼女はカメラに写る側の人間ですから、いつもの魔法が使えないのでしょう。

　ここは撮影者として私が頑張るところですね。

「どのように使えばいいのですか？」

　私が尋ねると、カエナ様は丁寧に教えてくれました。曰くこのカメラは魔力を溜め込むことができ、カエナ様のカメラと同じく、シャッターを押すとその場ですぐに紙に写すことができるそうです。

　ほほー、凄いですねー、と私は感心しながら頷きます。

「──で、このボタンを押してから一分間待つと自動でシャッターが切られる。簡単だろ？」

　当然できるよな？　という圧を感じますね。

　ですが心配無用です！

「大丈夫です！」

　お任せください！　と私は胸を張りました。

　それからカエナ様は「じゃ、やってみな」と私の背中に触れます。カメラが見つめる先では、フレデリカ様、マトリシカ様、ハルベリー様が待ち構えています。

　あの中に混ざりたいという気持ちを抑えながら、私はカメラの前で身構えます。

「さあどうぞカエナ様。撮影は私に任せて行ってくださいませ」カエナ様が彼女たちと合流したらシャッターを押すことにいたしましょう。

　少々無理して胸を張る私でしたが、カエナ様はそんな私にばつが悪そうに顔を背けます。

「今後もルノワ一人で写真撮れるか不安だし、今回はシャッター押すまで一緒にいてやるよ」

　などと。

　……ん？　今後も？

　とは？

「えっと、どういうことですか？」

「……いや、そのまんまの意味だけど」

　彼女は言いました。少し恥ずかしそうでした。「それ、湖畔の魔女に作ってもらったカメラ。暇そうにしてたんで私が使ってる魔法と同じようなカメラ作れないかって持ちかけたんだよ。で、お前のために作ってくれたのがそれ」

「……！」

　なんと……！

「それさえあれば、いつでも私と同じような写真が撮れる。ま、今後客と写真を撮りたくなったら使えばいいさ。そうすれば客を待ってる暇な時間に思い出を見返すくらいはできるだろ」

　ななんと……！

「で、今回はその予行演習。とっととシャッター押しな」

　なななんと……！

　私が接客に走り回っている間にそのようなことを頼んでくれていたとはまるで知りませんでした。私は驚き喜び何を言えばいいのかも分からなくなりとにかく感動で胸がいっぱいになりました。

　なんと嬉しいことでしょう。

　独りぼっちは嫌だと話した日のことを、彼女はちゃんと覚えてくれていたのです。

　感動で泣き出してしまいそうでした。

「こらこら泣くなよ？　これから記念撮影だっていうのに」

「わ、分かってます……！　申し訳ありません……！」

　ぐっと涙を堪えて、私はシャッターに触れました。

　そして一回、強く押します。

　写真が撮られるまで、残り六十秒。

「じゃあ行こうか」

　カウントが始まると同時に、彼女は私の手を取り駆け出します。

　長いようで短い六十秒の中、私たちがお店の前まで駆け寄ると、カエナ様は私を真ん中に立たせてカメラを見つめました。

　左右に視線を傾けると、彼女たちは一様に肩の力を抜いて微笑んでいました。

　だから私も彼女たちと同じように、笑いました。これからもずっと、長い長い時間を過ごすこの宿屋で、変わらぬ日々が送れるように祈りながら。

　思い出に満ちた、この竜の背の上で。





学生二人の歴史探訪






「おおー。これ、いいかもです！」

　──その日、私は出来上がったばかりの原稿げんこうを掲げて目を輝かせていました。

　移動式宿屋ルノワに泊まり、穏やかな日々を過ごしてから数日後のこと。ごく普通の宿屋のラウンジで急に大声を上げたわたしは当然ながら周囲からの注目を集め、新聞を読んでいた宿泊客には不思議そうな顔を向けられ、受付さんにはくすりと笑われ、そして旅の相方のリナリアさんには大きなため息をつかれるに至りました。

「アルテ。もうちょっと静かにできないの？」

　そんな目で見んでください……。

「ごめんなさい……ちょっと興奮しちゃって」

「こんな公共の場で大声を上げるの、あなたくらいよ」

　リナリアさんは今日もつんつんです。

「とはいってもこの国ってみんなのほほんとしてますし、あんまり大声出しても気にされてる様子がないというか……」

　店内を見渡す限り、受付さんは紅茶を飲みながらのんびりお仕事してますし、お店の外を見れば近くの雑貨屋さんで店員さん同士が雑談に花を咲かせています。ここはどうやらなかなか陽気な、言い換えるなら全体的に雰囲気が緩い国のようです。

「あなたや周りの人が気にしなくても私は気にするのよ」

「リナリアさんこの国の人じゃないじゃん」

「は？」

「ごめんなさい」

「ところで何書いてたの？」

　首を傾げるリナリアさん。「随分と真剣に書いてたみたいだけれど」

「はいー。ちょっとこの前の移動式宿屋で聞いた話の内容をまとめてみたんです」

　わたしは書いたばかりの紙の束たばをずずい、とリナリアさんに手渡しつつお話しました。移動式宿屋で店主さんが語ってくれた話をわたしなりの文章でまとめてみたのです。

　とても長くて、けれど忘れたくないお話だったから、こうして記録に残そうと思ったのです。

「やっぱり人があるところに物語ありって感じですね。いい感じに書けた気がします！」

　昔からある旅人さんの手記というものはこうして紡つむがれてきたのでしょうか。きっと本を出している旅人さんの多くが、出会いと別れの中で忘れたくない物語を今のわたしと同じように記録に留めてきたのでしょう。

「なんだか旅人という生き方の魅力が分かっちゃった気がしますね……」

　ふふふ……と腕を組みながら笑みを漏らすわたし。

　ひょっとしてわたしって文才があるのでは？　と少し思ったほどです。褒ほめて褒めて、と目を輝かせてリナリアさんの様子を伺います。

　彼女は「ふうん……」と声を漏らしてから一言。

「まあ、いいんじゃない」

　えー？

「それだけですか！　もっとこう……何かないんですかっ！」

「何かと言われても……私、この手の本はもう散々さんざん読み慣れてるもの。まあいいんじゃない。初めてにしては上出来だと思うわ」

「なんという上から目線……！」

「ところでこれ貰ってもいい？」

「え？　嫌ですよ。頑張って書いたんですし。わたしの記録として残しておくつもりですし」

「……むー」

「頰を膨らませて拗すねてもだめです！」

「それ、今後も続けるつもりなの？」

「そうですねー。わたしはまだ自分の体験を面白おかしく書くことはできませんから、移動式宿屋でのお話をまとめたみたいな感じに、今は趣味とかお仕事の体験談をまとめたいなーと思ってる次第です」

「そうなのね」

「はいー」

　と、いうわけで。

　わたしはペンと紙を持ち立ち上がりました。

「早速ですのでこの国の人たちにもお話を聞いてみましょう」

「……なんとなくそんなこと言い出すんじゃないかと思ったわ」

　やれやれと言いながらいかにも嫌々いやいやといった雰囲気を醸しつつリナリアさんは立ち上がっていました。なんだかんだと言いながらも彼女は付き合いがいい人であることをわたしは知っています。

　そうしてわたしたちはふらふらと宿屋の店内にいる人たちから手始めに話しかけてみることにしました。

　まずはラウンジのソファに座っていたおじ様。わたしが声をかけた理由は要約すると「へいへい何か趣味とか仕事の話で面白いトーク披露ひろうしてくださいよぉー」というものだったのですが、おじ様は快こころよく引き受けてくれました。


　曰くおじ様は七年ほど前まで博識な女の子のストーキングをしていた過去があり、博識な女の子が何らかの蘊蓄うんちくを披露する度に「博識だぁ……！」と驚く変な趣味を持っていた時期があるそうです。



「なるほどですねー」

　ささささーっ！　とわたしは紙にペンを走らせてメモをまとめました。

　なんだかよく分かりませんが世の中広いので色々な趣味をお持ちの方がいるということなのでしょう。

「変な趣味……」

　まあリナリアさんには理解できなかったみたいですけど。

　それはともかくおじ様にお礼を言ってわたしたちはそれから受付さんの元へとすたすた歩いて同じく要約すると大体「へいへーい」みたいな内容になるお願いをしてみるのでした。

「ええ、いいわよ。……学校の課題か何か？」

　にこにこと優しそうな笑みを浮かべるお姉さん。オトナな色気に満ちた彼女の髪はウェーブのかかった金色のロングヘア。そして蒼の瞳の女性でした。

　わたしは彼女に頷きました。

「そうですね。大体そんなところです」

「噓つき……」

　わたしの隣からぼそりと刺すような言葉が漏れましたがわたしは華麗かれいにスルーしました。

　丁度そのタイミングでお姉さんが「そうね──」と口を開いたのです。

「私がこの仕事を始めたきっかけは……人と関わる仕事がしたかったから、かしら」

　人と関わる仕事。

「……それはどのお仕事でも一緒ではないですか？」

　こてん、とわたしの首が傾きます。斜めの視界の中で受付さんは穏やかに笑っていました。

「そうね、昔、同じようなことを言われたわ」

「他には何か理由とかってあります？」

　面白い話でもいいですけどー？

　と尋ねるわたし。

　店員さんは相変わらず笑っていました。

「そうね──」

　のんびりと考えるような素振りを見せてから、どこにでも売っている市販品の紅茶を手に取り、そして彼女は言いました。

「あとは仕事しながら紅茶が飲みたかったからかしら」

　とても嬉しそうな顔で、言いました。

　その言葉の意味は一体何でしょう？　わたしは尋ねました。彼女の言葉から、何やら面白そうなお話の気配を感じ取ったのです。

　なんとなく、確信がありました。

　きっと彼女がこれから話す物語は、とても長くて、けれど記録に残したくなる物語なのだろうと思いました。

　彼女が座るデスクの傍ら。

　どこかで見た写真とまったく同じものが、大事そうに飾られていましたから。
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投書とうしょ係がかり　魔法使いイレイナさんの悩なやみ






　気まぐれで魔法統括とうかつ協会のお仕事を手伝い始めてしばらく経たちました。

　今日はいつもよりもほんの少しだけ私のお仕事に気合きあいが入っていました。

「ふふふふふ……」

　私は慣なれた手つきで投書の山の中からお悩みをピックアップしてふぁっきゅーしました。結局ふぁっきゅーがどういう意味なのかよく分かりませんけどまあもうどうでもいいですね。

　なぜなら本日は最終日。

　魔法統括協会でのお仕事は本日で終わりなのです。

「いやあしかしこうしてみるとなんだか少しだけ名残なごり惜おしいですねー」

　私は心で一切思っていないことを口にしながら仕事に打ち込みました。最終日なので気持ちがふわふわなのです。

　振り返ってみれば長いようで短いようでまあやっぱり結構けっこう長い日々でしたね。

　私にはやはり旅をしながらふらふらと過ごす日常のほうが性しょうに合っているようです。

　一日中椅子いすに座って山積みの仕事と向き合う日々というのも、新鮮さという面でいえば充実していた日々だったかもしれませんけれども、多分ふらふらと外の世界を放浪ほうろうしているほうが私の性には合っているのでしょう。

「はろー。イレイナさん。今日が最終日だねっ！　頑張がんばって！」

　通りすがりにぽん、と私の肩かたを叩たたいたのは仕事仲間。いつもドーナツを食べてばかりの包容力ほうようりょく溢あふれる投書係さんです。

　私は彼女に手を振りながらパンをもぐもぐ咀嚼そしゃくしました。

　それから一日は流れるように過ぎていきました。恐おそらく最初の一日が最も長かったことでしょう。同じことの繰り返しになればやはり一日の体感時間はそれなりに短くなろうものなのです。

　気が付けば退勤たいきん時間となっていました。

「……案外あんがいあっけなかったですね」

　何か特別な出来事でもあるかもと少し身構えながら仕事をしていたため拍子ひょうし抜けしてしまいました。

　私の仕事は最終日とはいえこれからもまだ投書係のお仕事は続くわけですし、つまりは今日は繰り返す毎日のうちの一日でしかないわけですから当然といえば当然なのですけれども。

「ま、何はともあれ、これでおしまいですね」

　いやあ疲れましたねー、と私はぐい、と伸のびをしました。

　お仕事が終わったのならとっとと帰るとしましょう──なんとなく今日が最終日だからか、早く帰らねば何かに巻き込まれるような気がしたのです。

　拍子抜けしたとはいえ、家に帰るまで気を抜くことはできません。

　私はすぐに立ち上がりました。

　直後でした。

「あなた、イレイナさんね？」

　穏おだやかな声と共にぽん、と叩かれる私の肩。

　びっくりしながら振り返ると、そこには声と同様に穏やかな顔を浮かべた女性の姿がありました。

　とっとと帰ろうとしていた私はなんとなく後ろめたい思いを抱きながら彼女の目から視線を外しました。胸元に魔法統括協会のこの国の支部の代表を示す名札なふだが付けられているのが目に入って更に居心地いごこちが悪くなる私でした。

　ひょっとして私何かしちゃいましたか？

　首を傾かしげる私に、代表さんは語ります。

「ちょっとこちらにいらっしゃい。あなたに話があるの」

　などと。

　わあ面倒めんどうくさそうな予感。





○






　そうしてこの国の支部の代表さんに通されたのは応接室でした。

　私にソファに座るよう促うながすと、彼女は向かい側に腰こしを下ろし、そしてため息を一つ。それから苦い顔を浮かべ、んん……と低く唸うなります。

　何でしょう？

　少なくともヘルプの仕事をねぎらう空気ではないことだけは確かです。

　それから私が彼女の言葉を待って少しだけ首を傾けていると、やがて、再び、んん……と低く唸ったのちに、非常に申し訳なさそうな顔を浮かべつつ、彼女は言いました。

「あのー……イレイナさん」

「はい」

「もう一週間だけいてくれないかしら？」

「はい？」

　ん？　何と？

　もう一週間？

　聞き間違いですか？

「投書係の仕事、もう一週間だけやってみない？」

　聞き間違いじゃなかったみたいですね。

「え、いや……それはちょっと」

　当然ながら穏便おんびんにお断りする私です。

「そこをなんとか！　このとーり！」

　深く深く頭を下げる代表さん。

　一度やんわり断られた程度で引き下がるような要件ならばそもそもわざわざ代表直々じきじきに出向いてお願いなぞしてこないでしょう。

　私と直接面会するのは相当切羽せっぱ詰つまっているということなのでしょう。

「実は人出不足がまったく解消してなくて……今の投書システムを改修かいしゅうして、相談の受け付けを絞しぼり込んでいる最中なの。もうちょっとしたら投書係の負担も軽くなるから……それまでの間、一週間だけ！　お願いできない？」

　やはり。

「……と言われましても」

　私は旅人です。

　過度な期待は困るというものです。

　そもそも私そろそろ旅に戻りたいんですけど。

「お願い！　他の職員の子たちもあなたのこと凄すごい評価してるのよ！」

「いや評価されてると言われましても」

「あと周りの投書係に迷惑をかけてた職員を懲こらしめたのも貴女あなたでしょう？」

「ばれてたんですか」

「あなたの噂うわさ流してた子、あの子ね、他の子の仕事を妨害ぼうがいして回ってて職員からも苦情が入ってたのよ。よくやったわ」

「はあ……。それはどうも」

「というわけでもう一週間、どう？」

「それは嫌ですけど……」

「お願い！　あともう一週間だけやってくれたら、特別許可証をあげるから」

「特別許可証って何ですか」

「うちの施設の一部にいつでも入れる許可証。食堂とかラウンジとか図書館を使えるわ」

　ほほう？

「そんな大事な物、軽いノリで渡しちゃっていいんですか」

「それだけあなたは魔法統括協会の新規事業に貢献こうけんしているということね」

「ははあ……」

　評価されること自体は悪い気分はしませんでした。それに特別許可証なる物の存在も非常に気になります。

　追加で一週間の仕事。

　特別許可証。

　私の頭の中で天秤てんびんが揺ゆれ動きます。

　現時点でも魔女のブローチをしているだけで魔女という証明は容易よういですが、これから先、特別許可証を持ち歩いていれば、魔法統括協会相手にもある程度顔が利きくようになる、ということではないでしょうか。

　既に何人か協会内部に知り合いはいますが、今後は更に情報収集が容易になるということではないでしょうか。

　それはつまり、魔法統括協会とのコネクションが、魔法統括協会に所属することなく手に入るということです。

　面倒な仕事を一週間我慢するだけで。

「……ふむ」

　なるほどなるほど、いやしかし。「一週間だけといっても、けれど大変な仕事であることは事実ですしね……」

　もう一声欲しいなー、という意図を込めて私は上目うわめ遣づかい。

　協会職員さんはすぐさま目を見開きました。

「じゃあ給料を今の三倍にするわ！」

「やります」

「よし！」

　そうして私は協会代表さんと固い握手あくしゅを交わすのでした。

　何やら体よく利用されてしまった感もありますけれども、しかしこれからほんの少しだけ我慢すれば、私にとっても都合のいい物が手に入るのです。

　私と協会代表さんはそうして互いに相手を利用する気満々で「うふふふふ」と乾かわいた笑みを漏らすのでした。

　さてさて。面倒な仕事は明日以降の私に期待して、今日の私はひとまずお休みをするとしましょう。

　英気えいきを養やしなわなければなりませんからね。

　まだまだ私のお仕事はこれからも続くのですから。













あとがき









　皆さんが大学生の頃、わざわざコンビニで水を買って飲んでいるちょっと意識高い感じの同級生はいなかっただろうか。

　僕の学生時代にもそういった類たぐいの人間は当然ながらいた。しかしながらいつも僕はそんな彼らを見ながらそもそも蛇口じゃぐち捻ひねればすぐ出てくるようなものに金払うってどういうことだい？　という至極しごくまっとうな疑問を抱いだいていた。

　この疑問に対する彼らの答えがこれである。

「いやね、一周回ってもう水が美味うまいんだわ」

　お前は一体どこからどこを一周してきたんだ？

　それとこんな珍回答もあった。

「いやね、水道水って不味まずいのよ」

　僕は金出して水を買っている理由を聞いたんだけど？

　とにもかくにも端はなから彼らの言い分が理解できず、「多分水を飲んでると格好かっこういいみたいに思ってるんだろうなぁ」と当時ちょっと性格が腐くさっていた僕は輝く未来に向けて躍進やくしんしている彼らを眺ながめながらそんな風に思っていた。

　コンビニに行けばありとあらゆる飲料水が並ぶ昨今さっこん。

　そんな中でわざわざ水を買うことなんて生涯しょうがいないだろうなと思っていた。

　それから数年が経たった今、僕はとても悩なやんでいることがある。

「はー……ウォーターサーバー欲しいー……」

　はい。

　数年前にコンビニで水を買っていた同級生たちを「意識高い系」とあざ笑っていたくせに、素知そしらぬ顔でウォーターサーバーの通販サイトを見比べている。この恥はじ知らずが。

　というのも、近頃のご時世的にやはり味覚を大事にしなければならないという意識が僕の中に芽め生ばえてきていて、そんな中で水で口の調子を整えたのちに食事をとると美味いのです。決して「一周回って水が美味おいしい」だとかそんな理論をかざすつもりはまったくないけどはー一周回って水が美味い！　同級生ごめんと大人になってから強く思いました。美味しいお水で毎日幸せ。

　そんなわけで引っ越したらウォーターサーバーを買おうと思っています。

　僕の過去の発言を知る同級生に「お前いっつもコンビニで水買ってる奴らのこと『毎日大して疲つかれることしてないのに、お疲れー、が口癖くちぐせの人たち』とか言ってたやんけ」と指摘されたらもう切腹せっぷくするしかない。

　別にこれは特定の件に対する発言ではないけれど、過去の発言を掘り起こされてそこから色々な人に幻滅げんめつされるという出来事が増えてきましたよね。でも人は大人になると水を飲んで美味しいなぁと思えるようになる生き物なんです（一応念ねんのために言っておきますが特定の誰かを庇かばう発言ではありません。過去の発言も程度によりますし。でも水飲んでた人たちを馬鹿ばかにしてた過去の僕のことは許して……お願い……。これからいっぱい水買うから……）。

　そんなわけで『魔女まじょの旅々たびたび』18巻でした。

　色々と語りたいことがあるので簡単に各話コメントに入りますね。いつも通り、まだ本文読んでない方は回れ右でお願いします！




●投書とうしょ話ばなし１『まったく減へらない投書とうしょの話はなし』

　これはアニメイトさんの冊子さっしで書かせてもらったショートストーリーをリライトしたものですね。18巻の合間あいまにこんな話を挟はさんだら面白おもしろいかも？　とこの話を書いたあと辺りで思い、結局そんな風な構成に今回の巻はなりました。アニメイトさんにお仕事貰もらえて感謝ですね。へへへ（ごますり）。

●第一章『吸血鬼きゅうけつきたちの晩餐ばんさん』

　姉妹しまい同士の話ですね。帰郷ききょう途中とちゅうのオロネラたちと、新たな故郷こきょうを探さがしているアムネシアたち姉妹の出会いの話は書きてえ、とずっと思ってましたがなかなか機会なくてですね……。

　結構けっこうノリノリで書いた話でした。パペット探偵たんていというキャラクターは単発で出すにはもったいないですよね。ビジュアルも可愛かわいいですし。

●投書とうしょ話ばなし２『とある協会きょうかい職員しょくいんの悩なやみ』

　ミナがメインの話ですね。いつも通りなミナとサヤの姉妹の話でした。

●第二章『不死身ふじみの退屈たいくつ』

　意外に思われた方もいるかもしれませんがマトリシカさんがメインの話です。というかそもそもマトリシカさんがルシェーラさんたちのところに向かうことは「不死ふしの病やまい」のオチ部分でも語っていましたね。ようやく書けてほっとしています……。

●投書とうしょ話ばなし３『禁煙きんえんを勧すすめる世よの中なかの風潮ふうちょうに対たいする苛立いらだちが抑おさえられない』

　長文タイトルの時点で既になんとなくイライラしてるシーラさんのお話。今となっては日本にほんも喫煙きつえん所じょはすっかり姿を消しましたね。喫茶きっさ店てんに行くと元喫煙席だったところは結構空いていたりするので臭においに鈍感どんかんな僕は結構助かってます。

●第三章『ほんの少すこし大人おとなになった日ひ』

　引き続きミナがメインの話ですね。水を飲んでた同級生をあざ笑っていた過去のある僕からするとやっぱり人は絶たえず変わり続けるもので、人に対して投げかけるべき言葉はその都度つど変わるものでもあると思います。

　人と同じで言葉も生きているということなのかもしれません。発する人間、聞き取る人間によってどのような形にも変容へんようするのです。とげとげしいものだったり、柔やわらかかったり、腐くさってたり、新鮮しんせんだったり、色々。

●投書とうしょ話ばなし４『旅たびの魔女まじょの些細ささいな悩なやみ』

　最近ネットで情報を漁あさってると「いかがでしたか？」みたいな台詞せりふをぬかすサイトばかり辿たどり着いて欲しい情報を見つけられないのと同じで、話題のニュースがあっても、ニュースに反応している人の情報ばかりで肝心かんじんの情報そのものの真意しんいがいまいちぼんやりしているってこと多くないですか？　それで掘ほって掘って掘った挙句見つかった情報があまり騒さわがれるような内容じゃなかったときの拍子ひょうし抜け感たるや。アニメとかでよくある「あの子、男をとっかえひっかえしてるらしいわよ……」と噂うわさされてたやさぐれ系の女子生徒が喋しゃべってみると結構ピュアなキャラだった時のような衝撃を毎回受けてます。人生は楽しい。

●第四章『竜りゅうの背せの上うえで』

　張り切って書いた挙句物凄ものすごい長い話になってしまいました。フレデリカの目を治なおす話もずっと前から考えていたことで、このタイミングで差し込むことができたのは本当に嬉うれしいことだと思ってます。というかこんな長い話、今回のような構成の巻じゃないと書けなかったので本当に18巻はイレイナさん以外のキャラがメインの巻にしておいてよかったなと感じてます。

●投書とうしょ話ばなし５『まだまだまったく減へらない投書とうしょの話はなし』

　ここで語っている通り、実は次の巻に続く感じの話でした。




　何？　近々ちかぢか『魔女の旅々』終わるの？　みたいな反応を最近たまにされるのですが（主に18巻の予告で過去キャラばんばん出ることを告知した辺りから）、今のところ完結の予定は特に考えてないです。というか普通に20巻辺りまでは大体プロットできてるので頑張がんばって書かなきゃと思い胃いを痛めている毎日です。ちなみに21巻も大体定まってきました。22巻辺りはまあいつかのタイミングでネタ思いつくでしょ……と思って楽観らっかんしてます。いつもよりも大分だいぶ先まで予定が組めていることに人知れず感動している白石しらいし定規じょうぎ。

　まあそもそも今回の18巻に至いたるまでに『魔女の旅々』は色々なキャラクターたちが出てきたわけですけれども、「このネタやりたい！」「この子もう一回出したい！」そんな願いを毎巻積み重ねてきたのです。けれど巻のバランスを考えたり、ストーリーの流れを整理する中で既存きそんキャラを再度出す話というのはなかなかタイミングが難しく、ごく一部のキャラだけしか再登場をさせることができませんでした。

　そんな折おりに17巻で一巻丸々まるまる一つの国という結構時系じけい列れつの整理に頭使う感じの内容を書いたことで疲弊ひへいした僕は、「ここで過去キャラ出す話をまとめてやればいいのでは？」と思い至るわけです。それに18巻のタイミングでリリエールも出るし、両方に新キャラ大量に出てきたら凄いややこしいことになりそうだなぁという懸念けねんもあって、思い切って過去キャラたちのその後の話をまとめてプロットに書くことにしました。

　今回の巻はそんなわけで、振り返る旅の物語というテーマで書いていました。ちなみに用意したプロットの半分も消化できてないです。ヤバい。次の19巻もあのキャラやこのキャラなどなどたくさん出てくる巻になると思います。お楽しみに！

　というわけで『魔女の旅々』18巻でした。今回もありがとうございます。

　今回は『魔女の旅々』と一緒いっしょに『祈いのりの国くにのリリエール』も同時発売です。

　このあとがきを書き終わったあとに１章から改めて「リリエール」の話を書いてゆくつもりです。

　18巻と一緒に読んでもらえたらとても嬉しいです。

『魔女の旅々』１巻で書いたように、本棚に並べてもらえたら、何かいいことがあるかも。

　というわけで白石定規でした。謝辞しゃじや諸々もろもろ語りたいことはまだまだたくさんあるんですけど、細かい話は「リリエール」のほうのあとがきでできたら嬉しいですね。

　何はともあれ、また「リリエール」を書けることになって嬉しい限りです。

　それでは次は『魔女の旅々』19巻か、『祈りの国のリリエール』か、その他諸々どこかでお会いしましょう！

　これからも末永すえながくよろしくどうぞ！









AUTHOR

白石定規（しらいし・じょうぎ）

　今更自炊を始めました。塩キャベツ一生食ってる。そんな人生。




ILLUSTRATION

あずーる

　来世は脂身とクリームとキノコを美味しく食べられる身体に生まれたい。










ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。




[image: ]

https://ga.sbcr.jp/




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「白石定規先生」係

「あずーる先生」係











ＧＡノベル

魔女まじょの旅々たびたび１８


白石定規








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　AFTERGLOW

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０２２年１月３１日　初版第一刷発行

２０２２年２月１５日　電子第一版発行




©Jougi Shiraishi　　ISBN 978-4-8156-1027-2





item/image/P265.jpg





item/image/P264.jpg





item/xhtml/inserted_file_9470ee32_002_svg_raster.jpeg





item/image/cover.jpg





item/image/white.jpg





item/xhtml/inserted_file_9470ee32_005_svg_raster.jpeg





item/image/logo.png
eA T





item/image/P215.jpg





item/image/P012.jpg
XEHE L0 Q0B





item/image/P177.jpg





item/image/P132.jpg
RO LKLY N O L m





item/xhtml/inserted_file_9470ee32_001_svg_raster.jpeg





item/xhtml/inserted_file_9470ee32_007_svg_raster.jpeg





item/image/P064.jpg
~ 580 B8 O m Q 22






item/image/P003.jpg
AP CRVE. - SISl





item/xhtml/inserted_file_9470ee32_006_svg_raster.jpeg





item/navigation-documents.xhtml


CONTENTS



		表紙


		目次


		投書話１　まったく減らない投書の話


		第一章　　吸血鬼たちの晩餐


		投書話２　とある協会職員の悩み


		第二章　　不死身の退屈


		投書話３　禁煙を勧める世の風潮に対する苛立ちが抑えられない


		第三章　　ほんの少し大人になった日


		投書話４　旅の魔女の些細な悩み


		第四章　　竜の背の上で


		投書話５　まだまだまったく減らない投書の話


		奥付







Guide



		表紙


		目次


		本編


		奥付








item/_page_map_.xml
 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   




item/image/P171.jpg
#Oofe QY'Y






item/xhtml/inserted_file_9470ee32_004_svg_raster.jpeg





item/image/P117.jpg





item/image/P078.jpg
KRR © 5 1





item/image/P155.jpg





item/image/QRcode.png





item/image/P156.jpg
KOH KO HE M

N





item/image/P119.jpg
E DS RL0 e
%igﬁwzﬁ y ki






item/xhtml/inserted_file_9470ee32_003_svg_raster.jpeg
V4

KoK~ d~xHh
B S 00 T SR O
PRI VR XK 0y 500

Lo my b,

[EETE ) PRI Y





item/image/P000e.jpg





item/image/P000d.jpg





item/image/P043.jpg





item/image/P000a.jpg
352 b





item/image/P000c.jpg





item/image/P000b.jpg





